
導入編 


本製品や添付のソフトウェアの特長、導入の際に知っておいていただきたい事柄について説明 
します。また、セットアップの際の手順を説明しています。ここで説明する内容をよく読ん 
で、正しくセツトアップしてください。 


「年主長」 （ q / v 。 一 り 

本製品の特長や添付（または別売品）のソフトウェア、および各種オプション 
とソフトウェアの組み合わせによって実現できるシステム管理のための機能に 
ついて説明しています。 

「導入にあたって」 （10 ページ） 

本製品をご利用されるシステムを構築する際に知っておいていただきたい事柄 
や、参考となるアドバイスが記載されています。 

「お客様登録」 （16 ページ） 

お客様登録の方法について説明しています。 Express 5800シリーズ製品に関す 
るさまざまな情報を入手できます。ぜひ登録してください。 

「セットアップを始める前に」 （17 ページ） 

セットアップの順序を説明します。お使いになるオペレーティングシステムや 
購入時の本体によってもセットアップの方法は異なります。 

「Windows Server 2008 R 2 のセットアップ」 （22 ページ） 

Windows Server 2008 R 2 で運用する場合のシステムのセットアップの方法に 
ついて説明しています。 

「Windows Server 2008のセットアップ」 （50 ページ） 

Windows Server 2008で運用する場合のシステムのセットアップの方法につ 
いて説明しています。 

「Windows Server 2003 x 64 Editions のセットアップ」 （82 ページ） 

Windows Server 2003 x 64 Editions で運用する場合のシステムのセットアッ 
プの方法について説明しています。 

「Windows Server 2003のセットアップ」 （83 ページ） 

Windows Server 2003で運用する場合のシステムのセットアップの方法につ 
いて説明しています。 

「障害処理のためのセットアップ」 （1 11ページ） 

障害が起きたときに障害からより早く、確実に復旧できるよラセットアップを 
してください。 
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「応用セットアップ」（131ページ） 

システムの環境やインストールするオペレーティングシステムによっては、特 
殊な手順でセットアップしなければならない場合があります。必要に応じて参 
照してください。 

「 Linux のセットアップ」 （137 ページ） 

Linux で運用する場合のシステムのセットアップの方法について説明していま 
す0 
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お買い求めになられた本製品の特長を次に示します。 



胃 己診断機能 


• インテル® Xeon® プロセッサー搭載 
-N8100-1665 : 2.4GHz 
1666 : 2.666 
1667 : 2.93G 

• 高速メモリアクセス （DDR3 800/1066/1333対応） 

• 高速1000巳 ASE-T/1 〇〇 BASE-TX/10BASE-T (2 ポート） 
インタフェース （1Gbps/100Mbps/10Mbps 対応） 

• 高速ディスクアクセス 

(SATA2 300または SAS(6G) 対応(オプション)) 

• Dual Channel メモリ対応 


• Power On Self-Test (POST) 
• テスト診断 ( TeDoLi) 

t 遭ぐ に使える 

巳 TO (工場組み込み出荷）使用する〇 S の 
インストールやオプションの取り付けを 
指定できます。 


層 信頼性 

• メモリ監視機能 
(エラー訂正/エラー検出） 

• メモリ X4SDDC 対応 

• メモリ RAS 機能 

(メモリミラーリング機能/ 
メモリ□ックステップ機能/ 
メモリスペアリング機能） 

• BIOS パスワード機能 
• 温度検知 

• パスワード機能 
• ファン回転監視機能 
• 電圧監視機能 

• メモリ縮退機能 

• RAID システム (SATA2/SAS) 



• パスパリティエラー検出 
• 異常通知 

• 冗長電源機能に対応(オプション） 

• 冗長 FAN 機能に対応(オプション） 

• フロントべゼルによるセキュリティ□ツク 



• ESMPR 〇プ□ダクト 

• ExpressLIpdate 機能 
• 本体遠隔監視機能 

(EXPRESSSC 〇 PE エンジン 2) 

春 RAID システム管理ユーティリティ 
• 電力監視 

• ハードディスクドライブ監視 


守機能 

• オフライン保守ユーティリティ 
(EXPRESS 巳 UILDER に格納） 

• DUMP スイッチによるメモリタ'ンプ機能 


胃 富な機能搭載 

• El Torito Bootable CD-ROM(no emulation 
mode) フォーマツトをサポート 

• リモートパワーオン機能 

• AC リンク機能 

• RAID システム (SATA2) 標準装備 

• IPMI v2.0 に準拠したペースボード • 
マネージメント.コントローラ (BMC) を搭載 


胃 電力機能 

• Enhanced Intel SpeedStep® Technology に対応 

• Enhanced Halt State に対応 

• 80 PLUS 対応電源 


利なセットアップ 

la ーモノ丨】ティ_ 

• EXPRESSBUILDER (システムセットアップユーティリティ） 

• ExpressPicnic (パラメータファイル作成ユーティリティ） 

• SETUP (BIOS セットアップユーティリティ） 


■張 性 _ 

• 最大 192 GB のメモリ （16G 巳 X12: DIMMX 12スロット） 

• USB2.0 対応 

• 豊富な1〇オプションスロット 
— PCI Express (x8) :4ス□ット 
(x4) :1スロット* 

- PCI (32bit/33MHz ) :1スロット 
* コネクタは PCI Express(x8) のものを使用 

• SATA x6 チャネル 

• 最大2マルチプロセッサまでアップグレード可能 
• ラックマウントタイプへのコンパージョンが可能 
(N81 43-72 ラックコンパージョンキットが必要） 
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本装置は、高い信頼性を確保するためのさまざまな機能を提供しています。 

本体に添付されている ESMPR 〇などのソフトウェアが提供する監視機能との連携により、シ 
ステムの障害を未然に防止、または早期に復旧することができます。 

また、停電などの電源障害からサーバを守る無停電電源装置、万一のデータ損失に備えるため 
のバックアップ装置などといった各種オプション製品により、さらなる信頼性を確保すること 
ができます。 

各機能はそれぞれ以下のハードウエア、およびソフトウェアにより実現しています。 


管理分野 

必要な八ードウエア 

必要なソフトウェア 

サーバ'管理 

サーバ本体機能 

ESMPRO/ServerManager 
ESMPRO/Server Agent 

ストレージ管理 



• ディスク管理 

-ハードウェア全般 

ESMPRO/ServerManager 
ESMPRO/Server Agent 


•RAID コント□ーラ（オンボード、 
オプション） 

Universal RAID Utility 

• バックアップ管理 

DAT/l_TO など"" 

Windows 標準バックアップツール 
ARCserve for Windows NT" 
BackupExec* 、 NetBackup* 

電源管理 

無停電電源装置 (UPS) * 

PowerChute Business Edition* 

(注） 

無停電電源装置により、使用するソ 
フトウェアが異なります。 

ネットワーク管理 

100BASE-TX 接続ボードなど"" 

WebSAM/Netvisor* 

リモート管理 

本体標準装備の EXPRESSSC 〇 PE エン 
ジン 2 

ESMPRO/ServerManager 
ESMPRO/Server Agent 
ESMPRO/Server Agent Extension 

ファームウェアおよびソフ 
トウェアのバージョン管理 

サーバ本体機能 

ESMPRO/ServerManager 
ExpressUpdate Agent 


* オプション製品 
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サーバ 管理 

本体のハードウエアの状態を管理するために 「ESMPR 〇 /ServerAgent」 をインストールし 
てください。 「ESMPRO/ServerAgent」 は本体の稼動状況などを監視するとともに万一の障 
害発生時 「ESMPRO/ServerManager」 と連携してただちに管理者へ通報します0 
本装置での機能の使用可否は下記の表の通りです。 


機能名 

可否 

機能概要 

ハードウェア 


〇 

ハードウェアの物理的な情報を表示する機能です。 


メモリバンク 

〇 

メモリの物理的な情報を表示する機能です。 


装置情報 

〇 

装置固有の情報を表示する機能です。 


CPU 

〇 

CPU の物理的な情報を表示する機能です。 

システム 

〇 

CPU の論理情報参照や負荷率の監視をする機能です。 

メモリの論理情報参照や状態監視をする機能です。 

1/ 〇デパイス 

〇 

1/ 〇デバイス（シリアルポート、パラレルポート、 キー 
ボード、マウス、ビデオ）の情報参照をする機能です。 

システム環境 


〇 

温度、ファン、電圧、電源、ドアなどを監視する機能です。 


温度 

〇 

筐体内部の温度を監視する機能です。 


フアン 

〇 

ファンを監視する機能です。 


電圧 

〇 

筐体内部の電圧を監視する機能です。 


電源 

〇 

電源ユニットを監視する機能です。 


ドア 

〇 

Chassis Intrusion (筐体のカバー/ドアの開閉）を監視す 
る機能です。 

ソフトウェア 

〇 

サービス、ドライバ、〇 S の情報を参照する機能です。 

ネットワーク 

〇 

ネットワーク （LAN) に関する情報参照やバケット監視を 
する機能です。 

拡張バスデバイス 

X 

拡張バスデバイスの情報を参照する機能です。 

BIOS 

〇 

BIOS の情報を参照する機能です。 

口ー カルポーリング 

〇 

ESMPRO/ServerAgent が取得する任意の MB 項目の値 
を監視する機能です。 

ストレージ 

〇 

ハードディスクドライブなどのストレージ機器やコント 
□ーラを監視する機能です。 

ファイルシステム 

〇 

ファイルシステム構成の参照や使用率監視をする機能です。 

ディスクアレイ 

〇 

下記 RAID コント□ーラを監視する機能です。 

• オンボードの RAID コント□—ラ (LSI Embedded 
MegaRAID™) 

• オプションの RAID コント□—ラN8 103- 129/130 

その他 

※ ESMPRO/ServerManager の画面には 
表示されない機能です。 

〇 

ウォッチドッグタイマによる〇 S ストール監視をする機能 
です。 

〇 

〇 S STOP エラー発生後の通報処理を行う機能です。 


て）：ザポニト △:—部サホ ーP X：未サポニ F 



ESMPRO / ServerManager 、 ESMPRO / ServerAgent は、本体に標準添付されて 
います。各ソフトウェアのインストール方法や使用方法は、各ソフトウェアの 
説明を参照してください。 


Windows 版との機能差分について 

Linux 版 ESMPRO/ServerAgenl^H Windows 版巳31\/^1^〇/381^/6|7\96门1:とは異なリ、 RAID 
システム/ディスクアレイの管理/監視機能は、障害通報機能のみサポートします。 

RAID システムの管理/監視は RAID システム監視ユーティリティを使用してください。 
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ストレージ管理 

大容量のストレージデバイスを管理するために次の点について留意しておきましょう。 

• ディスク管理 

ハードディスクドライブの耐障害性を高めることは、直接的にシステム全体の信頼性を 
高めることにつながると言えます。オンボードまたは、オプションの RAID コント□ーラ 
( N 8 103- 129/13⑴を使用することにより、ハードディスクドライブをグループ化して 
冗長性を高め、データの損失を防ぐことができます。 

オンポードの RAID コントローラ (LSI Embedded MegaRAID ™) 

オンボードの RAID コント□—ラ (LSI Embedded MegaRAID ™) によって 、 RAID 
システムを構築することができます。 RAID コントローラがサボートする RAID レべ 
ルは 、 RAID 〇 、 RAID 1 、 RAID 10です。 

RAID システムの構築、設定、管理には 、 「LSI Software RAID Configuration Utility 」 
や 、 「Universal RAID Utilityj を使用します。 

詳細は、「2ハードウェア編 RAID システムのコンフィグレーション」 （309 ページ）、 
「3ソフトウェア編 Universal RAID Utility 」(346 ページ)を参照してください。 

オプションの RAID コント□—ラ（ N 81 03-1 29/1 30) 

オプションの RAID コント□—ラ （ N 8103 -129/13 ⑴は、本体装置のハードディス 
クドライブを RAID システム化する RAID コント□ーラです。 

- 本体装置のハードディスクドライブを RAID システム化する RAID コント□—ラ 

N 8103 -129 RAID コント□—ラ (256 MB，RAID 0/1), N 8103-130 RAID コン 
卜□—ラ (256 MB，RAID 0/ 1/5/6) の2種類があります。 RAID コント□—ラが 
サポートする RAID レベルは 、 RAID 0 、 RAID 1 、 RAID 10, RAID 5, RAID 
50 、 RAID 6 です。 

RAID システムの構築、設定、管理には、 「 WebBIOSj や 、 「Universal RAD 
Utility 」 を使用します。 

詳細は、オプションの RAID コント□ーラに添付の説明書や、「3ソフトウェア 
編 Universal RAID Utility 」(346 ページ)を参照してください。 

RAID システムの設定は、セットアップツール「シームレスセットアップ」でも設定でき 
ます。より詳細な設定をする必要があるときは、それぞれのコンフィグレーションユー 
ティリティを使用してください。 

RAID システム管理ユーティリティは ESMPR 〇 / ServerManager や ESMPR 〇 /ServerAgent 
との連携により、 RAID システムの状況をトータルに監視し、障害の早期発見や予防措置を 
行い、ハードディスクドライブの障害に対して迅速に対処することができます。 



Universal RAID Utility 、 ESMPRO / ServerManager 、 ESMPRO / ServerAgent は、 
本体に標準で添付しています。ソフトウヱァのインストール方法や使用方法 
は、各ソフトウェアの説明を参照してください。 



パト□ールリードと整合性チェックによる予防保守 

八ードディスクドライブの後発不良に対する予防保守としてパト□ールリードが 
有効です。パト□ールリードにより、後発不良を早期に発見できます。 

パト□ールリード機能をサボートする RAID コン ト□ーラを使用する場合は、パト 
□ールリードを使用してください。パト□ールリード機能をサボートしない RAID 
コン ト□ーラ(オンポードの RAID コン トローラ （LSI Embedded MegaRAID )) 
では、パト□ールリードの代わりに整合性チェックを使用してください。 
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• バックアップ管理 

定期的なバックアップは、不意のサーバの夕'ウンに備える最も基本的な対応です。 

DAT 装置や LTO 装置と各種ソフトウェアを使って定期的にバックアップをとってくださ 
し、容量や転送スピード、バックアップスケジュールの設定など、ご使用になる環境に 
合わせて利用してください。 

バックアップデバイスと接続するためには対応したオプションの SCSI コント□ーラボー 
ドが必要な場合があります。 


アプリケーション名 

説明 

NTBackup(OS 標準） 

Windows 標準のバックアップツール。 

単体バックアップ装置に単純なバックアップを行ラときに使用。 

ARCserve 

(コンピュータ.アソシエイツ社） 

国内で最もポピュラーな PC サーバのバックアップツール。 

スケジュール運用が可能で、集合バックアップ装置、 DB オンライン 
バックアップなどに対応可能。 

BackupExec(Symantec 社） 

米国で最もポピュラーな PC サーバのバックアップツール。 

NTBackup と同ーテープフォーマットを使用。 

スケジュール運用が可能で、集合バックアップ装置、 DB オンライン 
バックアップなどに対応可能。 

NetBackup(Symantec 社） 

異種プラットフォーム環境で統合的な制御/管理を実現した、 

BackupExec の上位バックアップツール。基幹業務など大規模システム 
まで対応。才ープンファイルバックアップ、 Disaster Recovery を標準 
サポート。 DB オンラインバックアップなどに対応可能。 
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Q 特長 


電源管理 

商用電源のトラブルは、システムを停止させる大きな原因のひとつです。 

停電や瞬断に加え、電圧低下、過負荷配電、電力設備の故障などがシステムタ'ウンの要因とな 
る場合があります。 

無停電電源装置 ( ups ) は、停電や瞬断で通常使用している商用電源の電圧が低下し始めると、 
自動的にバッテリから電源を供給し、システムの停止を防ぎます。システム管理者は、その間 
にファイルの保存など、必要な処理を行うことができます。さらに電圧や電流の変動を抑え、 
電源ユニットの寿命を延ばして平均故障間隔 ( MTBF ) の延長にも貢献します。また、スケ 
ジュールなどによる本装置の自動 • 無人運転を実現することもできます。 

本製品では、 APC 社製 Smart - UPS の無停電電源装置を接続オプションとして用意しています。 
管理•制御ソフトウェアとして ESMPR 〇 / UPSManager や ESMPRO / AutomaticRumingCon - 
trailer などがあります。 


ネットワーク管理 


ESMPRO / ServerManager ,巳31\/^1^〇/361^/6「八96门1:を使用することによリ、本体に内蔵され 
ている LAN 力ードの障害や、回線の負荷率等を監視することができます。 

また、別売の ESMPR 〇 / Netvisor を利用することにより、ネットワーク全体の管理を行うこと 
ができます。 
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リ モー ト管理 

本体標準装備の EXPRESSSCOPE エンジン2と ESMPR 〇/56^^「1\/|311396「を使用することに 
より、 LAN / WAN を介した本体のリモート監視や管理をすることができます。 

EXPRESSSC 〇 PE エンジン2が提供する管理機能は以下のとおりです。 

• 温度/電圧 / FAN / ハードディスクドライブ/電力の監視 

• 電源ユニットの監視 

• ハードウエア障害のシステムイベントログ ( SEL ) 生成機能 

• ウォッチドッグタイマによる〇 S ストール監視 

• 〇 S ストップエラー発生後の通報処理 

• Web ブラウザを使用したリモート制御（本体装置のリセット、電源〇 N / OFF 、 システム 
イベント□グ ( SEL ) の確認など） 

• リモート KVM 機能、リモートデバイス機能(オプションのリモートマネージメント拡張 
ライセンスが必要です。） 


エック| 


• ESMPR 〇 / Se 「 ve 「 Manage “：^5 LAN / WAI \ ffi _ TOU モート制御、複数台装置の集中 
管理 

Web ブラウザを使用したリ モー ト制御やリ モー ト KVM 機能、リ モー トデバイス機能について 
は EXPRESSBUILDER 内の 「 EXPRESSSC 〇 PE エンジン2ユーザーズガイド」を参照してく 
ださい。 


• リモートマネージメント拡張ライセンス( N 81 15-03) を使用する場合の 

注意事項 

- リモートコンソール/リモートメディア機能についての最新情報 
は、弊社 Web サイト ( http :// www . nec . co . jp /) を参照してくださし、 


ファームウェアおよびソフトウェアのバージョン管理 

ESMPRO / ServerManager , ExpressUpdate Agent を使用することにより、管理対象サーバ 
のファームウェアやソフトウェアなどのモジュールのパージョンを管理し、更新パッケージを 
使用して更新を行ラ機能です。 

ESMPR 〇 / ServerManage 「から更新パッケージの適用を指示するだけで、複数のモジュールに 
対し、システムを停止せずに自動で更新を行います。 
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導入にあたつて 

本装置を導入するにあたって重要なポイントについて説明します。 


システム構築のポイント 

実際にセツトアップを始める前に、以下の点を考慮してシステムを構築してください。 


運用方法の検討 

「特長」での説明のとおり、本装置は運用管理•信頼性に関する多くのハードウェア機能を持 
ち、用途に応じてさまざまなソフトウェアが添付されています。 

システムのライフサイクルの様々な局面において、「各ハードウェア機能および添付ソフト 
ウェアのどれを使用して、どのような運用するか？」などを検討し、それに合わせて必要な 
ハードウエアおよびソフトウェアのインストール/設定を行ってください。 


稼動状況 • 障害の監視、および保守 


本体に標準添付の 「 ESMPRO / ServerManager 」、「 ESMPRO / ServerAgent 」 を利用すること 
により、リモートからサーバの稼動状況や障害の監視を行い、障害を事前に防ぐことや万一の 
場合に迅速に対応することができます。 

運用の際は、 「 ESMPRO / ServerManager 」 、 「 ESMPRO / ServerAgent 」 を利用して、万一の 
トラブルからシステムを守るよう心がけてください。 



なお、本装置に障害が発生した際に、 NEC フィールディング（株）がアラート通報を受信して 
保守を行う「エクスプレス通報サービス/エクスプレス通報サービス （ HTTPS )」 を利用すれ 
ば、低コストで Exp 「 ess 5800 シリーズの障害監視 ■ 保守を行うことができます。 
「エクスプレス通報サービス/エクスプレス通報サービス ( HTTPS ) J を利用することもご検 
討ください。 


















導入編 


システムの構築 • 運用にあたっての留意点 

システムを構築 • 運用する前に、次の点について確認してください。 

出荷時の状態を確認しましょう 

本製品を導入する前に、出荷時の状態を確認してください。 

• オペレーティングシステムのインス I -ール状態について 

注文により出荷時の状態に次の2種類があります。 


出荷時のモデル 

説明 

カスタムインストール 

BT 〇（工場組み込み出荷）にて Windows Server 2008 R 2 、Windows Server 
2008 、 Windows Server 2003、または Linux のインストールを指定された場 
合。 

未インストール 

BTO ( 工場組み込み出荷）による〇 S のインストールを希望されなかった場合。 


出荷時のオペレーティングシステムのインストール状態により、必要なセットアップ作 
業が異なります。21ページの説明に従ってセツトアップを行ってください。 


セットアップの手順を確認しましょう 

システムを構築するにあたり、「セットアップ」は必要不可欠なポイントです。 

セットアップを始める前にセットアップをどのような順序で進めるべきか十分に検討してく 
ださい。 

必要のない手順を含めたり、必要な手順を省いたりすると、システムの構築スケジュールを狂 
わせるばかりでなく、本装置が提供するシステム全体の安定した運用と機能を十分に発揮でき 
なくなります。 

• くその1 > 運用方針と障害対策の検討 

ハードウェアが提供する機能や採用するオペレーティングシステムによって運用方針や 
セキュリティ、障害への対策方法が異なります。 

「特長 （3 ページ）」に示す本装置が提供する機能を十分に利用したシステムを構築できる 
よう検討してください。 

また、システムの構築にあたり、ご契約の保守サービス会社および弊社営業担当にご相 
談されることもひとつの手だてです。 

• <その2> 八ードウエアのセットアップ 

本体の電源を〇 N にできるまでのセットアップを確実に行います。この後の「システムの 
セットアップ」を始めるために運用時と同じ状態にセットアップしてください。詳しく 
は、21ページに示す手順に従ってください。 

ハードウェアのセットアップには、オプションの取り付けや設置、周辺機器の接続に加 
えて、内部的なパラメータのセットアップも含まれます。ご使用になる環境に合わせた 
パラメータの設定はオペレーティングシステムや管理用ソフトウェアと連携した機能を 
利用するために大切な手順のひとつです。 
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• <その3> システムのセットアップ 

オプションの取り付けや BIOS の設定といったハードウェアのセットアップが終わった 
ら、ハードディスクドライブのパーティションの設定や RAID システムの設定、オペレー 
ティングシステムや管理用ソフトウェアのインストールに進みます。 

く初めてのセットアップの場合 ( Windows )〉 

初めてのセットアップでは、お客様が注文の際に指定されたインス!-ールの状態によっ 
てセットアップの方法が異なります。 

—「カスタムインス!-ール」を指定して購入された場合 

本装置の電源を〇 N にすれば自動的にセットアップが始まります。セットアップの途 
中で表示される画面のメッセージに従って必要事項を入力していけばセットアップ 
はフ6 /します。 

_ 「未インストール」にて購入された場合 

<未インストールからのセットアップ • 再セットアップの場合>に示す手順に従って 
ください。 

く初めてセットアップを行う場合 ( Linux )〉 

BTO (工場組み込み出荷）を指定して Linux サービスセットを購入されたお客様は 、 Linux 
サービスセットに添付される「初期設定および関連情報について」を参照し、 Linux の初 
期導入設定を行ってください。 

く未インストールからセットアップ • 再セットアップを行う場合 ( Linux )〉 

「シームレスセットアップ」を行うか、添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に格納されて 
いるオンラインドキュメント 「Red Hat Enterprise Linux 5 Server インストレーション 
サプリメントガイド」または 「Red Hat Enterprise Linux 4インストレーションサプリ 
メントガイド」を参照し、「マニュアルセットアップ」を行ってください。 

本装置で BTO (工場組み込み出荷)に対応したサボート〇 S ( Linux ) は次のとおりです。 

— Red Hat Enterprise Linux 5 Server ( x 86) 

— Red Hat Enterprise Linux 5 Server ( EM 64 T ) 

— Red Hat Enterprise Linux AS 4 ( x 86) 

— Red Hat Enterprise Linux AS 4 ( EM 64 丁） 

— Red Hat Enterprise Linux ES 4 ( x 86) 

— Red Hat Enterprise Linux ES 4 ( EM 64 T ) 
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く未インス I ルからのセットアップ • 再セットアップの場合 ( Windows )〉 

本装置で未インストールからのセットアップ • 再セットアップをサボートしている〇 S 
( Windows ) は次の通りです。 


— Windows Server ® 2008 R 2 Standard 日本語版 
(以降 、 「Windows Server 2008 R 2」 と呼ぶ） 

— Windows Server ® 2008 R 2 Enterprise 日本語版 
(以降 、 「Windows Server 2008 R 2」 と呼ぶ） 

— Windows Server ® 2008 Standard 64 bit ( x 64) Editi 〇门日本語版 
(以降 、 「Windows Server 2008」と呼ぶ） 

— Windows Server ® 2008 Enterprise 64 bit ( x 64) Edition 日本語版 
(以降 、 「Windows Server 2008」と呼ぶ） 


— Windows Server ® 2008 Standard 32 bit ( x 86) Edition 日本語版(以降、 
「Windows Server 2008」と呼ぶ） 

— Windows Server ® 2008 Enterprise 32 bit ( x 86) Edition 日本語版（以降、 
「Windows Server 2008」と呼ぶ） 


— Windows Server ® 2008 Standard without Hyper-V 64 bit ( x 64) Edition 日本語 
版(以降 、 「Windows Server 20 〇8」と呼ぶ） 

— Windows Server ® 2008 Enterprise without Hyper-V 64 bit ( x 64) Edition 日本語 
版(以降 、 「Windows Server 20 〇8」と呼ぶ） 

— Windows Server ® 2008 Standard without Hyper-V 32 bit ( x 86) Edition 日本語 
版(以降 、 「Windows Server 2 〇〇8」と呼ぶ) 

— Windows Server ® 2008 Enterprise without Hyper-V 32 bit ( x 86) Edition 日本語 
版(以降 、 「Windows Server 2008」と呼ぶ) 

— Windows Server ® 2003 R 2, Standard x 64 Edition 日本語版（以降 、 「Windows 
Server 2003 x 64 Editions 」 と呼ぶ) 

— Windows Server ® 2003 R 2, Enterprise x 64 Edition 日本語版（以降 、 「Windows 
Server 2003 x 64 Editions 」 と呼ノ 50 

— Windows Server ® 2003 R 2, Standard Edition 日本語版 
(以降 、 「Windows Server 2003」と呼ぶ） 

— Windows Server ® 2003 R 2, Enterprise Edition 日本語版 
(以降 、 「Windows Server 2003」と呼ぶ） 

— Windows Server ® 2003, Standard Edition 日本語版 
(以降 、 「Windows Server 2003」と呼ぶ） 

— Windows Server ® 2003, Enterprise Edition 日本語版 
(以降 、 「Windows Server 2003」と呼ぶ） 



本書では 、 Windows Server 2003 R2/Windows Server 2003 を統一して 
「Windows Server 2003 」と呼びます。特に Windows Server 2003 R2 を区別す 
る場合は rWindows Server 2003 R2j と呼びます。 
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未インストールからのセットアップ•再セットアップは、インストールする〇 s によって 
異なります。 

< Windows Server 2008 R 2 をインストールする場合> 

本書の26ページを参照し「シームレスセットアップ」を行うか、添付の 
「 EXPRESSBUILDERJDVD に格納されているオンラインドキュメント 「Windows 
Server 2008 R 2 インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照し、「マニュア 
ルセットアップ」を行ってください。 

く Windows Server 2008をインストールする場合〉 

本書の54ページを参照し「シームレスセットアップ」を行うか、添付の 
「 EXPRESSBUILDERJDVD に格納されているオンラインドキュメント 「Windows 
Server 2008インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照し、「マニュアル 
セットアップ」を行ってください。 

く Windows Server 2003 x64 Editions をインストールする場合〉 

添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に格納されているオンラインドキュメント 
「Windows Server 2003 R 2 x 64 Edition インストレーシヨンサプリメントガイ 
ド」を参照し、「マニュアルセットアップ」を行ってください。 

く Windows Server 2003をインストールする場合〉 

本書の85ページを参照し「シームレスセットアップ」を行うか、添付の 
「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に格納されているオンラインドキュメント 
「Windows Server 2003インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照 
し、「マニュアルセットアップ」を行ってください。 

• くその4> 障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたときにすぐに原因の見極めや解決ができるよう障害処理のためのセット 
アップをしてください 。 Windows Server 2008 R 2 、Windows Server 2008, Windows 
Server 2003 x 64 Editions 、 および Windows Server 2003に関しては、本書で説明して 
います。 

• くその5> 管理用ソフトウェアのインス I -ールとセットアップ 

インス!-ールが完了したソフトウェア （ BT 〇で出荷時に組み込まれたものを含む）の各 
種 パラメー タを、使用するハードウェア/ネットワーク環境へ合うように設定します。 
また、本装置と同じネットワーク上へ管理 PC (—般的な PC が使用可）を定義し、管理， 
監視用のソフトウェアをインストールします。 

詳しくは「ソフトウェア編」をご覧ください。 

• くその6> システム情報のノ（ックアップ 

「オフライン保守ユーティリティ （ EXPRESSBUILDER 格納）」を使ってマザーボード上 
の装置固有情報をバックアップします。マザーボードが故障した場合、ボード交換後、こ 
の情報をリストアすることによって交換以前と同じ状態にすることができます。詳しく 
は130ページをご覧ください。 
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各運用管理機能を利用するにあたって 

本装置で障害監視などの運用管理を行うには、標準添付の ESMPR 〇 / ServerAgent 、 および 
ESMPRO / ServerManager 、 または別売の同ソフトウェアが必要となります。この後で説明す 
るセットアップ手順、またはソフトウェアの説明書（別売の場合）に従って各ソフトウェアの 
インストール、および必要な設定を行ってください。 

各運用管理機能を利用する際には、以下の点にご注意ください。 

• サーノ（管理機能を利用するにあたって 

- 本対応のコンポーネント （ CPU / メモリ/ディスク/ファン/電源）の使用状況の監視 
やオペレーティングシステムのス I -ール監視など、監視項目によっては ESMPRO / 
ServerManager , および巳31\/^1^〇/36^/6|7\96门1:でしきい値などの設定が必要にな 
ります。詳細は、各ソフトウェアに関する説明やオンラインヘルプなどを参照して 
ください。 

• ストレージ管理機能を利用するにあたって 

- RAID システムを使用する場合 

オンボードの RAID コント□—ラ (LSI Embedded MegaRAID ) または、オプション 
の RAID コントローラ( N 8 103- 129/ 130) を使用する場合 、 Universal RAID Utility 
をインストールします。 

- バックアップファイルシステムを使用する場合 

テープバックアップ装置を使用する場合は、クリーニングテープを使って定期的に 
へッ ドを清掃するよラ心がけてください。 へッ ドの汚れはデータの読み書きエラー 
の原因となり、データを正しくバックアップ/リストアできなくなります。 

• 電源管理機能を利用するにあたって 

- 無停電電源装置 ( UPS ) を利用するには、制御用ソフトウェアが必要です。制御用 
ソフトウェアには、 ESMPRO / UPSManager や ESMPRO / AutomaticRumingCon - 
troller のご使用を推奨します。 

- 無停電電源装置 （ UPS ) を利用する場合、自動運転や停電回復時のサーバの自動起 
動などを行うには BIOS の設定が必要となる場合があります。「システム BIOS の 
セットアップ （269 ページ)」を参照して、 「 Server 」 メニューにある 「 AC - LINK 」 
の設定をご使用になる環境に合った設定に変更してください。 




16 お客様登録 


お客様登録 

NEC では、製品ご購入のお客様に 「 NEC ビジネス PC / PC サーバお客様登録サービス」への 
登録をお勧めしております。 

次の Web サイトからご購入品の登録をしていただくと、お問い合わせサービスなどを無料で 
受けることができます。 

http :// club . express . nec . co . jp / 


にてご登録ください。 


NEC E ジネス PG/PC サーバ 客樣登録- Microsoft Internet Explorer |f[? |fx| 
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セットアップを始める前に 

セツトアップの順序と参照するページを説明します。セツトアップはハードウエアから始めま 
す。 


_"〇 BTO (工場組み込み出荷）にて Windows のインス!ルを指定した場合は、 
Bta 本体に Windows のプ□ダクトキーが記載された旧ラベルが貼りつけられてい 
ます。 


Product Key: 

AAAAA-BBBBB-CCCCC-DDDDD-EEEEE 

111111111111111111111111111111111111 

〇〇〇〇〇-〇〇〇-〇〇〇-〇〇〇 


プロダクトキーは OS のセットアップや再インス I -ール時に必要な情報です。 
剥がしたり汚したりしないよう取り扱いにご注意下さい。もし剥がれて紛失し 
たり汚れて見えなくなった場合でも、ラベルの再発行はできませんので、あら 
かじめプ□ダクトキーをメモし、他の添付品と一緒にメモを保管されることを 
お勧めします。 


EXPRESSBUILDER がサボートしているサービスパック 


本体に添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD では、以下の OS インストールメディア及びサービ 
スパックの組み合わせをサポートしています。 

• Windows Server 2008 R 2 

- OS インストールメディア （Service Pack 無し） 

• Windows Server 2008 

- OS インス I ルメディア （Service Pack 2内包版） 

- 〇 S インストールメディア (Service Pack 無し）十 Service Pack 2 

- 〇 S インストールメディア （Service Pack 無し） 

• Windows Server 2003 R 2 x 64 Edition 

- OS インストールメディア （Service Pack 2内包版） 

- 〇 S インストールメディア （Service Pack 無し）十 Service Pack 2 

- OS インストールメディア （Service Pack 無し） 

• Windows Server 2003 R 2 

- OS インストールメディア （Service Pack 2内包版） 

- 〇 S インストールメディア （Service Pack 無し）十 Service Pack 2 

- OS インス!ルメディア （Service Pack 無し） 
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• Windows Server 2003 

- 〇 S インストールメディア （Service Pack 1内包版） 

— 〇 S インストールメディア （Service Pack 1内包版）十 Service Pack 2 


EXPRESSBUILDER がサボ-卜している大容量記憶コントロ-ラ 


ここでは Windows オペレーティングシステムのセットアップをする場合の確認事項について 
説明します。 

Windows オペレーティングシステムのインストールをする際は、ハードディスクドライブや 
その他大容量記憶装置に接続されたコントローラ（ボード）に対応したデバイスドライバが必 
要になります。 

以下に添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD がサポートしている本製品用のボードを示します。 
もし、下記以外のオプションボードを接続しているときは、ボードに添付の説明書と「応用 
セツトアップ」 （131 ページ)を参照してセツトアップしてください。 


〈Windows Server 2008 R 2> 

• EXPRESSBUILDER にて OS のインス I ルをサボートしている RAID コント□ーラ 

- N 8 103- 129 RAID コント□—ラ (256 MB RAID 0/1) 

- N 8 103- 130 RAID コント□—ラ (256 MB RAID 0/ 1/5/6) 

-オンボードの RAID コント□—ラ (LSI Embedded Mega RAID ™) 

• その他のオプション 

- N 81 03-75 SCSI コント□—ラ 

- 问81〇3-1〇4八3み3コントローラ 

- N 8 103- 107 SCSI コント□—ラ 
— N 8 190- 127 Fibre Channel コント□—ラ (4 Gbps / Optical ) 

- N 8190-131 Fibre Channel コント□—ラ (2 ch )(4 Gbps / Optical ) 

- N 8 190- 153 Fibre Channel コント□—ラ （ 1 ch )(8 Gbps / Optical ) 

- N 8 190- 154 Fibre Channel コント□—ラ (2 ch )(8 Gbps / Optical ) 
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く Windows Server 2008〉 

• EXPRESSBUILDER にて OS のインス I -ールをサポートしている RAID コント□ーラ 

- 问 8103-129 闩八〇コントローラ (2561 \/|巳 RAID 0/1) 

-N81 03- 130 RAID コント □— ラ (256MB RAID 0/1 /5/6) 

- オンボードの RAID コント □— ラ (LSI Embedded Mega RAID™) 

• その他のオプション 

-N8 103-75 SCSI コント□—ラ 
-N8 103-95 SCSI コント□—ラ 
- N8103-104A SAS コント□—ラ 
-N8 103- 107 SCSI コント□—ラ 
—N8 190- 127 Fibre Channel コント □— ラ (4Gbps/Optical) 

—N8 190-1 31 Fibre Channel コント □— ラ (2ch)(4Gbps/Optical) 

—N8 190- 153 Fibre Channel コント □— ラ （ 1 ch)(8Gbps/Optical) 

—N8 190- 154 Fibre Channel コント □— ラ (2ch)(8Gbps/Optical) 

〈Windows Server 2003 x 64 Editions/Windows Server 2003 > 

• EXPRESSBUILDER にて OS のインス I -ールをサポートしている RAID コント□ーラ 

- 问 8103-129 闩み〇コントローラ (2561 \/|巳 RAID 0/1) 

-N81 03- 130 RAID コント □— ラ (256MB RAID 0/1 /5/6) 

- オンボードの RAID コント □— ラ (LSI Embedded Mega RAID™) 

• その他のオプション 

-N8 103-75 SCSI コント□—ラ 
-N8 103-95 SCSI コント□—ラ 
- N8103-104A SAS コント□—ラ 
-N8 103- 107 SCSI コント□—ラ 



20 セットアップを始める前に 



次の順序でハードウエアをセツトアップします。 


1. 別途購入したオプションを取り付ける（—185ページ)。 



Windows Server 2003をお使いの環境で DIMM を増設した場合は、〇 S の起動後 
に「ぺージングファイルサイズ」を設定し直してくださしヽ。詳しくは88ぺージ 
(Windows Server 2003の場合）を参照してください。 


2. 本体に最も適した場所に設置する （—1 69ページ)。 

3. ディスプレイ装置やマウス、キーボード、外付け USB フロッピーディスクドライ 
ブなどの周辺装置を本体に接続する （—172 ベージ)。 

4. 添付の電源コードを本体と電源コンセントに接続する （—1 72ページ)。 

5. ハードウェアの構成やシステムの用途に応じて BIOS の設定を変更する。 

269ページを参照してください。 

胃*〇 BIOS のパラメータで時刻や日付の設定が正しく設定されているか必ず確認し 
てください。 


引き続き、オペレーティングシステムのセットアップへ進んでください。 
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オペレーテイングシステムのセットアップ 


ハードウエアのセットアップを完了したら、お使いになるオペレーティングシステムに合わせ 
て後述の説明を参照してください。再インストールの際にも参照してください。 


E インストール 



セットアップ完了 


*2 「EXPRESSBUILDER」DVD に格納されているオンライン 
ドキユメントの Linux 用「インストレーシヨンサプリメント 
ガイド」を参照してください。 
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Windows Server 2008 R2 のセツトアップ 


ハードウエアのセットアップを完了してから 、 Windows Server 2008 R 2 やシステムのセッ 
トアップをします。 


カスタムインス I ルモデルのセットアップ 


「 BT 〇（工場組み込み出荷)」で「カスタムインストール」を指定して購入された本体のハード 
ディスクドライブは、お客様がすぐに使えるようにパーティションの設定から、オペレーティ 
ングシステム、本装置が提供するソフトウェアがすべてインストールされています。 


カスタムインス I ルモデルは、 Scalable Networking Pack ( SNP ) 機能が 
「無効」に設定されています。 

SNP 機能については、システム性能に影響を与える場合があるため、必ず下記 
サイトの SNP の詳細についての注意事項等を確かめた上で設定してくださし、。 
http :// support . express . nec . co . jp / care / techinfo / snp.html 


^ ここで説明する手順は、「カスタムインストール」を指定して購入された製品 
f エック| で初めて電源を〇 N にするときのセツトアツプの方法について説明していま 
す。再セツトアップをする場合は「マニュアルセツトアップ」を使用してくだ 
さい。 


セットアップをはじめる前に（購入時の状態について） 

セットアップを始める前に次の点について確認してください。 

本体のハードウェア構成（ハードディスクドライブのパーティシヨンサイズも含む）やハード 
ディスクドライブにインストールされているソフトウェアの構成は、購入前のお客様による 
オーダー （ BT 〇(工場組み込み出荷)）によって異なります。 

下図は、ハードディスクドライブのパーティション構成について図解しています。 



お客様がオーダーしたハードディスクドライブのパーティションサイズに含まれています。 
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セットアップの手順 

次の手順で本体を起動して、セットアップをします。 

1. 周辺装置、本体の順に電源を ON にし、そのまま Windows を起動する。 

しばらくすると、 [ Windows セットアップウィザード]画面が表示されます。 

以降、画面の指示に従って必要な設定や表示内容をよく確認し、[次へ]をクリック 
してセットアップを進めてください。 

-[ライセンス契約](使用許諸契約)画面では、使用許諸契約の内容を碓認して 
ください。 

システムが起動します。 

(1)[ Windows のセツトアップ]画面が表示されたら、[次へ]をクリックする。 



(2) Windows Server 2008 R 2 セットアップ完了後、ログオンする前に以下の画 
面が表示されパスワードの変更が要求されたら、 [ OK ] をクリックする。 
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(3) パスワードを変更し [◎] をクリックする。 




Windows Server 2008 R 2 ではパスワードが下記の条件を満たさない場合、設定 
することができません。 

• 6文字以上(半角） 

• 数字/英大文字/英小文字/記号のいずれか3つ以上を含む 


(4) 以下のメッセージが表示されたら、[〇 K ] をクリックする。 



(5) □グイン後「初期構成タスク」画面が表示され、ユーザー情報を設定する。 



2. 「「デバイスドライバ（本体標準装備）のセットアップ」 （44 ページ)」を参照して、 
ネットワークドライバの詳細設定をする。 
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3. オプションのデバイスでドライバをインス I -ールしていないものがある場合は、ド 
ライバをインス I -ールする。 

4. 「障害処理のためのセットアップ」（111ページ)」を参照して障害処理のための 
セットアップをする。 

5. 出荷時にインス I -ール済みのソフトウェアの設定およびその確認をする。 

インストール済みのソフトウェアはお客様が購入時に指定したものがインストール 
されています。例として次のようなソフトウェアがあります。 

— ESMPRO/ServerAgent 

- エクスプレス通報サービス* 

- エクスプレス通報サービス ( HTTPS )* 

- Universal RAID Utility 

- 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」 

- Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 再頒布可能パッケージ ( x 86) 

上記のソフトウェアで「*」印のあるものは、お客様でご使用になる環境に合った状 
態に設定または確認をしなければならないソフトウェアを示しています。「ソフト 
ウェア編」の「本体用バンドルソフトウェア」を参照して使用環境に合った状態に 

己又定レてくたどし、。 

6. 130ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

以上でカスタムインス I -ールで購入された製品での初めてのセットアップは終了です。 

再セットアップをする際は、「シームレスセットアップ」を使用するか添付の 
「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に格納されているオンラインドキュメント 「Windows Server 
2008 R 2 インストレーションサプリメントガイド」を参照し、「マニュアルセットアップ」 

を行ってください。 




26 Windows Server 2008 R2 のセツトアップ 



EXPRESSBUILDER の「シームレスセツトアップ」機能を使ってセツトアップします。 


本機能は、本体に接続された RAID コント□ーラを自動認識して RAID システムを構築しますの 
で、あらかじめ、「ハードウェアのセツトアップ」 （20 ページ）の設定を完了させておいてく 
ださい。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


Step[p4i 

ね-钱択して、「次へ 

• RACfll 箱や os « インストルする場合!3、「シ'-ムレス tzv トアッブを襄行する」老退折して從执、 
•作菓老 W 了する塌含は、 rBCPS £ SS 8 UllO € 吒 W 了する J 奄迸択してくだ改 A 



©次へ 


_"〇 • シームレスセットアップを使用してインスI-ールされたシステムは、 

Bfa Scalable Networking Pack (SNP) 機能が「無効」に設定されていま 

す。 

SNP 機能については、システム性能に影響を与える場合があるため、必 
ず下記サイトの SNP の詳細についての注意事項等を確かめた上で設定し 
てください。 

http://support.express.nec.co.jp/care/techinfo/snp.html 

• シームレスセットアップでは、設定によってはハードディスクの内容を 

削除します。入力するパラメータにご注意ください。特に、以下の設定 
時には注意が必要です。 

一 Step 4 「RA 旧の設定」 

- Step 5「メディアとパーテイシヨンの設定」 

必要に応じユーザーデータのバックアップを取ることを推奨します。 


^ シームレスセットアップを使用しないインストール方法など、特殊なセット 
II エック| アップについては、131ページの「応用セットアップ」で説明しています。 



• シー厶レスセットアップでは、あらかじめ作成したパラメータフ ァイ ルを 
使用したり、セットアップ中に設定したパラメータをパラメータ ファイル 
としてフロッピーディスク(別途 1.44 MB フォーマット済み空きフロッピー 
ディスクをお客様でご用意ください）に保存することができます。フロッ 
ピーディスクをご使用の場合は、別途 USB フロッピーディスクドライブを 
ご用意ください。 

• パラメータフアイルは、 EXPRESSBUILDER にある 「 ExpressPicnic ®」 を 
使って事前に作成しておくことができます。 

• ExpressPicnic を使ったパラメータファイルの作成方法については、331 
ぺージを参照してください。 
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セットアップ前の確認事項について 

シームレスセツトアップを始める前に、ここで説明する注意事項について碓認しておいてくだ 
さい。 


Windows ファミリについて 

Windows Server 2008フ ァミリ のうち、シームレスセットアップでインストール可能なエ 
ディ ションは次のとおりです。サービスパックについては 「「EXPRESSBUILDER がサボート 
しているサービスパック」 （17 ページ)」を参照してください。 

• Windows Server® 2008 R2 Standard 日本語版 

• Windows Server® 2008 R2 Enterprise 日本語版 

以降 「Windows Server 2008 R2」 と呼びます。 

その他の〇 S をインスI-ールするときは、お買い求めの販売店または保守サービス会社にお問 
い合わせください。 


BIOS の設定について 

Windows Server 2008 R2 をインストールする前にハードウエアの BIOS 設定などを確認して 
ください。269ページを参照して設定してください。 


注意すべきハードウェア構成について 

Windows Server 2008 R2 をシームレスセットアップでインストールするとき、次のような 
ハードウェア構成においては特殊な手順が必要となります。 

• オンボードの RAID コント□—ラ (LSI Embedded MegaRAID) を使用する場合、 2TB 
以上のハードディスクドライブでの RADIO はサボートしていません。 2TB 以上のハー 
ドディスクドライブを使用し、シームレスセットアップでオンボードの RAID コント 
□ーラの RADIO を構築しよラとした場合、以下の画面が表示され、シームレスセット 
アップは終了します。 
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• ミラー化されているポリユームへの再インス I -ールについて 

夕'イナミックディスクに変換したハードディスクドライブに再インストールする際、シ 
ンプルタ'イナミックボリュームにのみインストールできます。 

[ディスクの管理]を使用してミラー化されているボリュームにインストールする場合 
は、インストールの実行前にミラー化を無効にして、ベーシックディスクに戻し、イン 
ストール完了後に再度ミラー化してください。 

ミラーボリュームの作成や解除、および削除は[コンピュータの管理]の[ディスクの 
管理]から行えます。 

• M 0 装置の接続について 

Windows 〇 S をインストールするときに M 〇装置を接続したまま作業を行うと、インス 
トールに失敗することがあります。 M 〇装置を外してインストールを最初からやり直して 
ください。 

籲 DAT やじ TO 等のメディアについて 

セットアップでは、 DAT やじ TO 等のインストールに不要なメディアはセットしないでく 
ださい。 

• RDX 等の周辺機器について 

セットアップを開始する前に、お使いのハードウエア構成によっては周辺機器を外した 
り休止状態に設定を変更する必要がある場合があります。 

それぞれの周辺機器のマニュアルを参照し、周辺機器を適切な状態にした後セットアッ 
プしてください。 

• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブへの再インス I -一 
ルについて 

夕'イナミックディスクへアップグレードした場合、既存のパーティションを残したまま 
での再インストールはできません。 

この場合、 「EXPRESSBUILDER」DVD に格納されている 「Windows Server 2008 R2 
インストレーションサプリメントガイド」を参照してマニュアルセットアップを行って 
ください。 

• 複数台の八ードディスクドライブ（論理ドライブ）の接続について 

Windows システムをインストールしようとするハードディスクドライブのぼかに別の 
ハードディスクドライブを接続する場合は、 Windows をインストールした後に接続して 
ください。また、論理ドライブが複数存在するシステムへの再セットアップについては、 
「論理ドライブが複数存在する場合の再セットアップ手順」 （134 ページ）を参照してく 
ださい。 
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システムノ（ーテイシヨンのサイズについて 

システムをインストールするパーテイシヨンのサイズは、次の計算式から求めることができま 
す。 


インストールに必要なサイズ十ページングファイルサイズ十ダンプファイルサイズ 
十アプリケーションサイズ 


インストールに必要なサイズ 


ページングファイルサイズ（推奨) 
ダンプファイルサイズ 
アプリケーシヨンサイズ 


= 8,000 MB (フルインストールを選択した場合) 
= 3,500 MB (Server Core インストールを 
選択した場合） 

=搭載メモリサイズ X 1.5 
=搭載メモリサイズ + 300MB 
=任意 


• 上記の計算方法から算出したパーティションサイズは、システムのイン 
ス I ルに必要な最小限のパーティションサイズです。 

システムの運用を行うため、パーティションサイズの空き容量には、余 
裕を持たせてインストールしてください。 

以下のパーティションサイズを確保することを推奨します。 

フルインストールを選択した場合： 32,768 MB (32 GB ) 以上 
Server Core インストールを選択した場合：10,240 MB (10 GB ) 以上 
※1 GB =1 ,024 MB 

• 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報（ダンプファイル）採取 
のための推奨サイズです。 Windows パーティションには、ダンプファ 
イルを格納するのに十分な大きさの初期サイズを持つページングファイ 
ルが必要です。 

また、ページングファイルが不足すると仮想メモリ不足により正確なデ 
バッグ情報を採取できない場合があるため、システム全体で十分なペー 
ジングファイルサイズを設定してください。 

• 搭載メモリサイズやデバッグ情報の書き込み（メモリダンプ種別）に関 
係なく、ダンプファイルサイズの最大は「搭載メモリサイズ+ 

300 MB 」 です。 

• その他アプリケーションなどをインス!-ールする場合は、別途そのアブ 
リケーシヨンが必要とするディスク容量を追加してください。 



新規にパーティションを作成する場合、指定されたパーティションサイズのう 
ち 、 Windows OS がハード ディ スクドライブの先頭に 100 MB のブートパー 
テ ィシ ョンを 確保します。 

例えば、パーティションサイズを40,960 MB (40 GB ) で確保した場合、使用 
可能な領域は 

40,960 MB - 100 MB = 40,860 MB 
となります。 


(1 

\ 

- ^ 

» , ) 





Wind 

0WS パーテイシヨン 

空き領域 

(40,860) MB 


ブートパーティション (100 MB ) 

オペレーティングシステムからは、プートパーティションは 
認識されません 
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例えば、搭載メモリサイズが 1GB(1,024MB) でフルインス!ルを選択した場合 、パーティ 
シヨンサイズは、前述の計算方法から 


8,000 MB 十（1,024 MB X 1.5) 十1,024 MB 十300 MB 十アプリケーションサイズ 
二10,860 MB 十アプリケーションサイズ 

となります。 

システムをインストールするパーティションサイズが「インストールに必要なサイズ十ベー 
ジングファイルサイズ」より小さい場合はパーティションサイズを大きくするか、ディスクを 
増設してください。ダンプファイルサイズを確保できない場合は、次のよラに複数のディスク 
に割り当てることで解決できます。 

1 . 「インス I -ールに必要なサイズ+ページングファイルサイズ」を設定する。 

2. 「障害処理のセットアップ （1 11ページ)」を参照して、デバッグ情報（ダンプ 
ファイルサイズ分）を別のディスクに書き込むように設定する。 

ダンプファイルサイズを書き込めるスペースがディスクにない場合は「インストールに必要な 
サイズ十ページングファイルサイズ」でインストール後、新しいディスクを増設してくださ 
い。 
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セットアップの流れ 

シームレスセツトアップの流れを図に示します。 


EXPRESSBUILDER 


Step 


钱択して、「次へ j ホ-くだ au 

:織瓣 「織 K 错 忠す勿霞て 槪 


r Wirxwwffl OOH>i*k« 作成する 
「 Li«ux« トタパディスクを作你る 
「 Unuxltocov^ トテイシ S ン老作成すな U««^- ビスセット厢 
r we^o»f グレーン s ンI•明 《tz づ/ CK ドす?） 

「 EXPRESS8WLOO (こドライパを口'-ける 



パラメータの口ード （Step2) 


次へ 


0S の選択 (Step3) 




RAID の設定 (Step4) 


次へ 


Windows の詳細設定 (Step5~10) 


次へ 

命 

パラメータのセーブ （Stepll) 


次へ 


自動インストールの開始 (Step12) 


14= 
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セットアップの手順 

シームレス セットアップでは、 ウイザード 形式により各パラメータを設定していきます。この 
とき、各パラメータを 一つの ファイル（パラメータファイル）としてフロッピーディスクへ保 
存することも可能です。 


事前に rr 注意すべきハードウェア構成について」 （56 ページ)」を確認してく 
Btoi ださい。 


^ パラメータファイルを使ってセットアップするときは、ファイル保存用として 
Ifl ^ l 1 .44 MB フォーマット済みの空きフロッピーディスクが1枚必要となります。 
あらかじめ、お客様でフロッピーディスクをご用意ください。 

再インストールのときは、保存しておいたパラメータファイルを読み込ませる 
ことで、ウィザードによるパラメータ入力を省略することができます。 

Flash FDD に保存したパラメータを使ってのセツトアツプはサボートしてい 
ません。 


1. 周辺装置、本装置の順に電源を ON にする。 

2. 本装置に接続した光ディスクドライブに 「EXPRESSBUILDER」DVD をセット 
する。 

3. DVD をセットしたら、リセットする （く Ctrl 〉 + く Alt 〉 十く Delete 〉 キーを押す） 
か、電源を OFF/ON して本装置を再起動する。 


DVD から EXPRESSBUILDER が起動します0 


以下のメッセージが表示されたら 、 .「Os installation *** default *** J を選択してく 
ださい（何もキー入力がない場合でも、自動的に手順4の画面へ進みます）。 
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4. 表示言語の選択画面が表示されたら、「日本語」を選択し [0K] をクリックする。 



EXPRESSBUILDER で使用する SH を遘択してくださいや 


Selfl-ct a language to u&fl for ttifi EXPRESSBIIILDER. 


^日本語 

r English 

r Fran^ais 

r Italiano 

r Deutsch 

r Espanol 


OK 1 


5. Windows PE のソフトウェア使用許諾画面が表示されたら、[はい]をクリックす 
る 0 


MICROSOFT ® WINDOWS ® PREINSTALLATION ENVIRONMENT 使用許諾契約著 

重要 以下の条件を注意してお読み下さい。 

本使用許諾契約著（以下、本契約害といいます〉は、お客様と上記に示されたマイクロソフ 
社のソフトウェア製品（以下、本ソフトウェアといいます）が含まれているコンピュータシス 
テムまたはソフトウェア（以下、本コンピュータといいます）の製造者（以下、本製造者とい 
_ます）との間で締結される法的な契約窖です。大切に保 f してください。 


本ソフトウエアには、 




3：アおよびそれに関連する媒体、印刷物、オンラ 


いいえ 


6. [シームレスセツトアップを実行する]を選択し、[次へ]をクリックする。 


NEC 


Step 


EXPRESSBUILDER 


ms 択して、「次へ」ボタ:^ m/c くだ玖、 

»瓣 含 微親嫩す。■てく觀 



r Windows 用 OahOirt を作成する 
广ドテ T パディスク£作成する 
r LinwIUcov^ トティシ!|ン《作成す? KU 明け'-ビスセット用) 
广 RAC^Zl ンフイグレ—シ S ン鴒和！«セーブ/ Q— ドする 
C EXPRESS8WLDOI こドライパをロードする 


广 EXMESSBWLOER^ 終了する 

次へ 
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7. パラメータを□ー ドす る。 

[パラメータの□ー ド]画面が表示されます。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


step 

) 、♦ラメータをロードする埸合は、 J 、♦ラメータファイルが存在するメディ托セットして、 D 、♦ラメータをロー 
メディア上の J 、♦ラメータファイルのドライヴレターをフルノ《スで入力してください。 

> 行メ-夕をロードし u 馮合は、「ノ《ラメ'-夕をロードし饥 u を逞択じ c ください。 

戌パラメ'-夕想卜 
广パラメ'-知'-ドする ： m 


厲る ◎ ❻次へ I © スキツカ^ 


[パラメータファイルを使用しない場合] 

「パラメータを□ードしない」を選択して、[次へ]をクリックする。 


^ フロッピーディスクドライブが本体に接続されていない場合、こちらを選択し 
I チェック 1 てください。 

[パラメータファイルを使用する場合] 

「パラメータを□ー ドする」を選択し、パラメータファイルのパスをボックスへ入力 
する。この後、各ウィザードにてファイルから口ードされたパラメータを確認する 
場合は[次へ]を、確認しないでそのままインストールする場合は[スキップする]をク 
リックする。 


^ パラメータファイルのパスおよびファイル名に日本語は使用しないでくださ 
I エック] い。 


[次へ]をクリック — 手順8へ 
[スキップする]をクリック—手順17へ 
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8. インス I-ールする 0S を選択する。 

[ Windows (64 bit エディション)をインストールする]を選択して、[次へ]をクリック 
してください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


« tp | ぬ!" 11。、 1， + 

インストールする os を逞択してくださ“ 

「上記以外の 0S をインストールする」を逞折すると、 RAID^ 结のみ実施して終了します。 



Vindo 抑 (32 bitX ディシ3ン佬インストールする 
Vin « k >^ C 64 bit エディシ3ン谇インストールする 


LinW インストールする ( Linnx サービス乜ット用) 


C 上記以外の减インストールする 


9. RAID の設定をする。 

[ RAID の設定]画面が表示されます。設定内容を確認し、必要なら修正を行ってから 
[次へ]をクリックしてください。 



論理ドライブの作成には同型番の物理ディスクレか使用できません。 


EXPRESSBUILDER 


物 pFwl ぬ夕1。麵 ，の : I ■♦，■♦崎. 

誧理ドライフを作成し3 

RAID コントローラを使用していない場合、および、すでに作成されている論理ドライフを使用する場合は、スキップを通択し、次へ逢んでくだ执、 

なお、論理ドライフの作成には、同型番の物理デバイスしか使用でき3せん* 
























36 Windows Server 2008 R 2 のセツトアップ 


10. メディアとパーティションの設定をする。 

[メディアとパーティションの設定]画面が表示されます。 

「 Windows ファミリ/エディション」で、インストールするエディション、およびイ 
ンストールの種類(フルインストール/361^^「0〇阳インス I ル)を選択後、設定内容 
を確認し、必要なら修正を行ってから[次へ]をクリックしてください。 


_ EXPRESSBUILDER 

step ]&' [ 刻 ' |: 蹤 ' _♦! 織 '. 

インストールするメディアと、インスト'-ル先のシステムドライブを指定してくだ汍、 

«•迪用可能な ServicePacIc については、『ユーザースガイド J を参照してくだ汍、* 


「既存のパーテイシ3ンを使用する J を通択した場合、ディスクの 1* 目（先囲）のパ'■テイシ3ンへ OS® インスルし3 


| V：mdcv；5 Server 2008 R2 Standard.:. フ/レイノストー）レ.， 

|日本語3 


[-インストールメディアの指定—— 
Window* フアミリ/ェデイシ3ン 


5イムソーン 


[デフォルト(日本語〉遒 
f(GMT+09 : 00> 大阪、札喊、東示 


~3 


U 




• パーティションサイズについて 

一 os をインストールするパーティションは、必要最小限以上のサイ 
ズを指定してください。 （57 ページ参照） 

一接続されている八ードディスク以上の容量は指定しないでくださ 
い0 

一 RA 旧構成で2,097，144 MB 以上の論理ドライブは作成できませ 
ん〇 

• 「 Windows システムドライブの設定」で「新規に作成する」を選択し 
たとき、ディスクの内容はすべてクリアされますのでご注意ください。 

• 「 Windows システムドライブの設定」で「既存のパーティションを使 
用する」を選択すると、ブートパーティション(存在する場合)、 
Windows パーティションの情報はフォーマツトされ、すべてなくなり 
ます。それ以外のパーティションの情報は保持されます。 

下図は、情報が削除されるパーティションを示しています。 


ブートパーテイシヨン 

Windows ノ (ーテイシヨン 

ユーザデータパーティション 

削除 

削除 

保持 


• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブの 

既存のノ V ° —ティシヨンを残したまま再インストールすることはできませ 
ん （28 ページ参照)。 「 Windows システムドライブの設定」で「既存 
のノ V ° —ティシヨンを使用する」を選択しないでください。 
































導入編 37 


11. 基本情報の設定をする。 

[基本情報の設定]画面が表示されるので、ユーザ情報を入力して[次へ]をクリックし 
てください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


巾トップ パラメータ |了 10 S の選択 IT } RAID © |了| メディアと | 基本情報 

Step . - ^[ 繼 」 + 


ユ'■•ザー依報などの基本設定を入力してくだ乳、 

コンビュー5名は、15文字以下で設定してくだ SIK 他の:！ンピュー5名、ドメイン/ワ — クグループ名との重複は不可） ♦ 

使用者名/会社名は、 SO 文字以下这角では 2 S 文字)で設定してくだ乳、 

Admini « r« or パスワ'-ドは6文字以上{半角) W 上で、数字/«大文字小文字;£号のいすれか3つ以上を含めて設定してくだ乳、 





Windows Server 2008 R 2 の場合、コンピュータ名および、次の条件を満 
たす Administrator パスワードの入力は必須です。 

一 6文字以上(半角） 

一数字/英大文字/英小文字/記号のいずれか3つ以上を含む 



• パラメータファイルを使用しセットアップを行った場合や、 Step 7 以 
降の画面から Step 6 に画面を戻した場合、 「 Administrator パスワード」お 
よび 「 Administrator パスワードの確認」に値を設定していない場合でも 
「####•」が表示されます。 

• 使用者名は 「 Administrator 」 固定です。 
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12. ネットワークプロトコルの設定をする。 

[ネットワークプ□トコルの設定]画面が表示されます。設定内容を確認し、必要な 
6修正を行ってから[次へ]をクリックしてください。 



カスタム設定での登録順は、 LAN ポートの番号と一致しない場合があります。 


✓ オプションのネットワークボードを接続した場合、カスタム設定の一覧には標 
g エック I 準装備のネットワークボードのみが表示されます。オプションのネットワーク 
ボードは表示されません。 

このとき、カスタム設定で指定した内容がオプションのネットワークボードに 
設定される場合があります。シームレスセツトアップ完了後、再度ネットワー 
ク設定を行ってください。 



13. 参加ドメイン • ワークグループを指定する。 

[参！]□ドメイン ■ ワークグループの指定]画面が表示されます。 

設定内容を確認し、必要なら修正を行ってから[次へ]をクリックしてください。 


_ EXPRESSBUILDER 

於 ▲ 1171 参加 卜•バン 1 コンポー 圆 アプリ ケー （I パラメータ （ I 自動 イン 

ste P ，の | 益トヘ ♦ 1 益の | の” ■♦如！^ 

P \ztlu p% 卜ず:ご孑給?^へ J 帕ンを 押してくだ汍、 
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14. コンポーネントの設定をする。 

[コンポーネントの 設定]画面が表示されます。設定内容を確認し、必要なら修正を 
行ってから[次へ]をクリックしてください。 

[フルインスIルの場合] 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


Step » |_省 _» P 驗 

有効化する Window* の嫌能とサーバの役到を 3 拱してくだ乱、 


[-サーパの役剖- 

r Web サーバ'- (IIS) 

r DHCP サーバー 

「 DNS サつ卜 

1 ファイルサービス 

r 印別とドキュメントザービス 




1〆 SNMP サービス 

厂 SimpleTCP/IP Service 

r wiNstt— パー 




恐デフォルトへ興す 


[Server Core インストールの場合] 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


通^ ?フトワ-._ 参加い [ fj ) コンポー| m 丨. ill ^ ii 自動 イン 

ste p I \W^}¥ pt !： 


有効化する Window* の機能とサーバの役到を通択してくだ乳、 


- Windows の檐能一 



Version b.XX-XX. 


， 


15. アプリケーションの設定をする。 

[アプリケーションの設定]画面が表示されます。設定内容を確認し、必要なアプリ 
ケーションを選択して[次へ]をクリックしてください。 

[フルインスIルの場合] 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


レ十っ-' 参加いィノ コンホー |「|アプリケー] へ ill r - 

step ，の 品 r . 尨の， ♦卜 

インス h — ルするアプリケーシ3ンを3択してください ♦ 

• ESMPRO/ServerAaent のインストールには、期思ネットワーク管理フロトコル ( SNMP ) の設定が必要です ♦ 

•エクスフレス通雜サービスは、 ESMPRO / ServerAgent^-TV ストールする場合のみ S 択できます* 

• EXPRESSBUILDER に含まれていないディスクドライパを使用する場合は、「大 SS 記馆装 S 用 OEM - Di*fc の*用 J を3択してくだ乱、 

_ f 追加アプリケーションのインスト-ル J については..「ユ - ザ_スガイド J を寺眧してくだ汍、 



追加》I 


«刖除| 


_逞択されたァ： 

ESMPRO/Server Agent 
エクスプレス通報サービス 
エクスプレス通報サービス (HTTF 
NEC ⑽のお知らせ 
Universal RAID Utility 
Microsoft Visual C++ 2005 5 


1 再頒布可能バッケー:^碑； 


う次へ 


^5 T0P へ ォルトへ•す 
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[Server Core インストールの場合] 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


ste p iP . Sr 於 ' 1 1 朗 呤 I,'. P 驗 

インス h — ルするァフ iJ ケ—シ a ンを通択してくだ dlw 

• ESMPRO/ServerA«n t のインストールには、期思ネットワーク管理プロト：！ル (SNMP) の設定が必要です* 

•エクスプレス迸雜ザ'-ビスは、 ESMPRO/ServerAgen 在インスト'-ルする場合のみ S 択でき3 

•EXPRESSBUILDER に含まれていないディスクドライバを使用する場合は、『大 SS 記馆装 S 用 OEM-Dislc の*用 J を S 択してくだ汍、 

• 『追加アプリケーシ3ンのインストール J については、「ユーザースがイド」を参照してくだ执ゞ 


追加可能なア 
大容量記悄装匿用 0EM-Disk< 

追加アブリケーンヨンのイン; 


•る❺ ◎次へ 


追加分 I 

j 


⑰ TOP - 


逞択されたアI 


プレス通報サービス (HTTPS) 

Universal RAID Utility 

Microsoft Visual C++ 2005 SP1 再頒布可能 J 、♦ッケージ (x86)] 


Version 5.10-014.01(014} 



• 「追加アプリケーションのインストール」について 

「追加アプリケーションのインストール」とは、シー厶レスセットアップ 
の最後にあらかじめ指定された任意のアプリケーションを自動でインス 
卜ールする機能です。 

詳細については、「 http :// www . nec . co . jp / expicnic 」の [ FAQ ] ■シリーズ 
を選択-対応するパージョンの[重要]を選択-[追加アプリケーション 
のインストール]を参照してください。 

• 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」について 

- インストールメディアの設定において、以下のエディションを選 
択した場合にのみ、表示されます。 

— Windows Server 2008 R 2 Standard (フルインストール）（日本語） 
— Windows Server 2008 Standard (フルインストール）（日本語） 
— Windows Server 2003 R 2 Standard Edition (日本語） 

— Windows Server 2003 Standard Edition (日本語） 

これ以外のファミリやエディションでは、インストールされませ 
ん〇 

- 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をインストールしない場 
合、[選択されたアプリケーション]の 「 NEC からのお知らせ」を選 
択し [<< 削除]をクリックし、[追加可能なアプリケーション]に移動 
していることを確認してください。シー厶レスセットアップ後、 
情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をインストールする場合 
は「システムのアップデート」でインストールしてください。 

- 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」についての詳細は、本書 
「情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」 （351 ページ)」をご覧く 
ださい。 
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16 . パラメータをセーブす る。 

[パラメータのセーブ]画面が表示されます。 



[パラメータファイルを保存しない場合] 

「八°ラメータをセーブしない」を選択して、[次へ]をクリックする。 


^ フロッピーディスクドライプが本体に接続されていない場合、こちらを選択し 
f エック| てください。 


[パラメータファイルを保存する場合] 

「パラメータをセーブする」を選択し、フォーマット済みフロッピーディスクをセッ 
卜した後、パラメータファイルのパスをボックスへ入力し、[次へ]をクリックする。 


パラメータファイルのパスおよびファイル名に日本語は使用しないでくださ 

If エック] い。 



ここで作成したパラメータファイルは、再インストールのときに使用すること 
ができます。また、パラメータフアイルは 「 ExpressPicnic ®」 からも作成する 
ことができます。 


17. 自動インスI-ールの開始画面で[実行する]をクリックする。 
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18. 追加するアプリケーションをインスI-ールする。 

シームレスセットアップに対応しているアプリケーションを追力□でインストールす 
る場合は、メッセージが表示されますので、追力□するアプリケーションのリムーバ 
ブルメディアをセツトし、以降は画面のメッセージに従って操作してください。 



19. メッセージに従って 「EXPRESSBUILDER」DVD を光ディスクドライブから取 
り出す。 

フロッピーディスクがドライブにセットされている場合は、 DVD と一緒に取り出し 
ておいてください。 

20. メッセージに従って Windows Server 2008 R2 DVD-ROM を光ディスクドライ 
ブにセツトする。 



〇 


バックアップ OS ディスクをドライブにセツトしてください* 
[キャンセル]を通択 r るとインストールを中止しま r * 




Windows Server 2008 R 2 と指定したアプリケーシヨンは自動的にインストー 
ルされ、 数回再起動されます。 
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21. [マイク□ソフトソフトウェアライセンス条項]が表示されたら、「ライセンス条項 
に同意します」にチェックをつけ、[次へ]をクリックする。（フルインス!ルの 
み） 



Windows の (29 トア9プ 


(7 イクロソフトソフトウェアライセンス条項 
MICROSOFT WINDOWS SERVER 2008 R2 STANDARD 

本マイクロソフトソフトウェアライセンス条項（以下「本ライセンス条項」といいます）は、お客様 
と以下の当事者との契約を構成します。 

• ソフトウェア（以下「本ソフトウェア」といいます）をサ'■パーと共に頒布するサーバー製 if 業 
者（以下「製造業者」といいます)^または 

. 本ソフトウェアをサーバーと共に頒布するソフトウェアインストール業者（以下「インストール1 
業者」といいます） 

以下のライセンス条項を;主意してお読みください。本ライセンス条項は、上記のソフトウェアおよ 
びソフトウェアが記録されたメディア（以下総称して「本ソフトウェア」といいます） I こ適用されま 

r 5 イ tz ンス条項に同意し*す ㊇ 


間蛄运 ） | 


22. 以下のメッセージが表示されたら、 く Ctrl>+<Alt>+<Del> キーを押す。 


□クォンするには Ctrl + Alt + Del を押してください。 


23. 画面の指示に従って□グオンする。 

[フルインスI-ールの場合] 

以下の画面が表示されたら、「パスワード」に設定したパスワードを入力し 「©」 を 
クリックする。 
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[Server Core インストールの場合] 

以下の画面が表示されたら、「パスワード」に設定したパスワードを入力し 「©」 を 
クリックする。 



24. [セットアップ完了]画面で [0K] をクリックする。 

25. 44ページを参照し、デバイスドライバ（本体標準装備）のセットアップを行う。 

26. オプションのデバイスでドライバをインス!ルしていないものがある場合は、才 
プションに添付の説明書を参照してドライバをインスI-ールする。 

27. 111ページの「障害処理のためのセットアップ」を参照してセットアップを行う。 

28. 130ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

デバイスドライバ（本体標準装備）のセットアップ 

オプションのデバイスドライバのインストールやセットアップについては、オプションに添付 
の説明書を参照してください。 


LAN ドライバと PROSet のインストール 

標準装備のネットワークアダプタの LAN ドライバと PR 〇 Set のインストールについては 
以下の通りです。 

くカスタムインストールモデルのセットアップ> 

購入時にインストール済みです。 

<シームレスセットアップ> 

シームレスセットアップ中にインス I '''ールされます。 

• ドライバおよび PROSet に関する操作は、必ず本体装置に接続されたコ 

I チェッ^! ンソールがら管理者権限 （ Administrator 等）でログオンして実施してく 

ださい。 

〇 S のリモートデスクトップ機能またはその他の遠隔操作ツールを使用 
しての作業はサボートしておりません。 

• IP アドレスを設定する際、[インターネットプロトコル ( TCP / IP )] の 
チェックボックスが外れている場合、チェックを付けてがら IP アドレス 
の設定をしてください。 
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LAN ドライバのセットアップ 

• リンク速度の設定 

ネットワークアダプタの転送速度とデュブレックスモードを接続先スイッチングハブの 
設定値と同じ設定にする必要があります。以下の手順を参照し、転送速度とデュプレッ 
クスモードを設定してください。 

1 ■ [デバイスマネージャ ] を起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]を展開し、設定するネットワークアダプタをダブルクリッ 
クする。 

ネットワークアダプタのプロパティが表示されます。 

3. [リンク速度]タブをクリックし、[速度とデュプレックス]をスイッチング八ブの設 
定値と同じ値に設定する。 

4. ネットワークアダプタのプ□パティのダイア□グボックスの [0K] をクリックする。 

5. システムを再起動する。 

以上で完了です。 

• WOL の設定 

以下の手順を参照し、ネットワークアダプタの設定を行ってください。 

1. [デバイスマネージャ ] を起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]を展開し、下記のアダプタをダブルクリックする。 

[ Intel ( R ) 82576 Gigabit Dual Port Network Connection ] 

[ Intel ( R ) 82576 Gigabit Dual Port Network Connection #2] 

3. [電力の管理]タブを選択し、 [Wake On LAN] 内の設定項目を下記の表の設定に変 
更する。 


設定項目 

WOL を使用する場合 

WOL を使用しない場合 

一 "Wake On Magic Packet" 

ON 

OFF 

- " 電源オフ状態からの Wake On Magic 

Packet" 

ON 

OFF 

一 "Wake on Link" 

OFF 

OFF 

一 "Wake on Pattern Match " 

OFF 

OFF 



• [節電のオプション]内の設定を変更する必要はありません。 
• 上記の設定は手動で設定し直さない限り、保持されます。 


4. ネットワークアダプタのプ□パティの [0K] をクリックする。 


5. すべてのウインドウを閉じて、システムの再起動を行う。 












46 Windows Server 2008 R 2 のセツトアップ 


チームのセットアップ 

チームを作成、削除する場合は下記の手順を参照して行ってください。 


_"〇 チームの機能、標準装備のネットワークアダプタと LAN ポードとのチームの組 
み合わせ、その他注意事項については下記 URL の[増設 LAN ポード関連]をク 
リックして表示されるテクニカルガイドに記載していますので、必ず確認して 
ください。 

http :// support . express . nec . co . jp / pcserver / category / spec.html 


<チームのセッ ト アップ 手順> 

1. チームを構成させるネットワークアダプタとスイッチングハブを LAN ケーブルで 
接続する。 

2. [デバイスマネージャ ] を起動する。 

3. [ネットワークアダプタ]を展開し [Intel(R) 〜]をダブルクリックする。 

4. [チーム化]のタグを選択し、[その他のアダプタとチーム化する]にチェックを入れ、 
[新規チーム]をクリックする。 

5. チームの名前を入力後、[次へ]をクリックする。 

6. チームに含めるアダプタをチェックし、[次へ]をクリックする。 

7. チームタイプの選択で、設定するチームタイプ選択して[次へ]をクリックする。 


8. [完了]をクリックする。 

チームのプ□パティが表示されます。 


対応しているチームタイプは以下のとおりです。 
ー アダプタフオルトトレランス 
ー アダプテイブロードバランシング 
一静的リンクアグリゲーシヨン 
ー スイッチフオルトトレランス 


標準装備のネットワークアダプタと LAN ポードでチームを作成する場合、下記 
Ita のメッセージが表示されますが、 [0 K ] をクリックして引き続きチームのセッ 
トアップを行ってください。 

”チーム内の1つ以上のアダプターが真の NDIS 6.20受信側スケーリングをサ 
ポートしません。チームの受信側スケーリングが無効になります。受信側ス 
ケーリングを無効にすると、チームのパフォーマンスに悪影響を与えます。" 


9. チームのプ□パティで「設定」のタグを選択し、[チームの編集]をクリックする。 
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10 . チーム内のアダプタに対しプライマリ/セカンダリ設定を行う場合、以下の操作を 
行ぅ。 

— プライマリ設定 

プライマリに設定するアダプタを選択し、「プライマリの設定」をクリックする。 

- セカンダリ設定 

セカンダリに設定するアダプタを選択し、「セカンダリの設定」をクリックする。 
プライマリ/セカンダリ設定を完了した後、[〇 K ] をクリックして画面を閉じてください。 



ブライマリ/セカンダリ設定は以下の手順で確認できます。 

1) チー厶のアダプタのプロパティ内にある[設定]タブを表示する。 

2) [チー厶内のアダプタ]の各アダプタに表示されているプライマリ/セカンダ 
リを確認する。 


11. [設定]タブ中の[スイッチのテスト]をクリックする。 


[スイッチのテスト]画面が表示されます。 

12. [テストの実行]をクリックして実行する。 


実行した結果、問題なしのメッセージが表示されれば、テスト完了です。 


^ [テストの実行]を行う前に、[設定]タブにてアダプタのステータスが"有効"また 
Ifl ^ l は 11 スタンバイ"であることを確認してからテストを実行してください。 

実行した結果、および問題なしのメッセージが表示されれば、テスト完了です。 
エラーが表示された場合、メッセージを参照し接続しているスイッチングハプ 
の設定を変更してください。 


13. システムを再起動する。 

以上で完了です。 


<チームの削除手順> 

1. [デバイスマネージャ ] を起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]を展開しチームのアダプタをダブルクリックする。 

3. [設定]タブを選択して[チームの削除]をクリックする。 

4. [チーム設定]のポップアップが表示されるので[はい]をクリックする。 

5. デバイスマネージャのネットワークアダプタ配下に[チーム:チーム名]がないことを 
確認する。 

6. システムを再起動する。 

以上で完了です。 



• アダプティブ□ー ドバランシング ( ALB ) を使用する場合は、スイッチン 
グハブ ( L 2) にのみ接続できます。 

• マザーポードまたはオプションのネットワークカードを交換する場合 
は、必ずくチームの削除手順〉にしたがってチームを削除し、交換後に 
チームを再作成してください。 
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LAN ポード( N 81 04-1 21/1 25 A /126) を使用する場合 

LAN ボード ( N 8104-121/125 A /126) を使用する場合、〇 S のプラグアンドプレイ機能が動作 
し、ドライバが自動でインストールされます。 


グラフ ィッ クスアクセラレータドライバ 

標準装備のグラフィックスアクセラレータドライバは、 EXPRESSBUILDER から「システムの 
アップデート」を実行するとインストールされます。 

カスタムインストールモデル、もしくはシームレスセットアップを実施した場合は自動的にイ 
ンス I -ールされています。 



ドライバを個別に再インストールしたいときは 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に 
格納されている 「 Windows Server 2008 R 2 インストレーシヨンサプリメントガ 
イド」を参照してください。 


SCSI コント□—ラ( N 81 03-75/107) を使用する場合 

SCSI コント□—ラ ( N 8103-75/107) を使用する場合、〇 S のプラグアンドプレイ機能が動作 
し、ドライバが自動でインストールされます。特に作業は必要ありません。 


SAS コントローラ ( N 8103 -104 A ) を使用する場合 

SAS コント□—ラ ( N 8103-104 A ) を使用する場合、〇 S のプラグアンドプレイ機能が動作し、 
ドライバが自動でインストールされます。特に作業は必要ありません。 


Fibre Channel コントローラ( N 81 90- 127/131 /153/1 54) を使用する場合 

Fibre Channel コント□—ラ ( N 8190 -127/131/153/154) を使用する場合、 OS のプラグアン 
ドプレイ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされます。特に作業は必要ありません。 
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障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたときに障害からより早く、確実に復旧できるようセツトアップをしてください。 
詳細な手順については111ページをご覧ください。 


Hyper-V 2.0 のサポートについて 

Hyper-V 2.0 のサボートに関する詳細情報は下記を参照してください。 

http :// support . express . nec . co . jp / os / w 2008 r 2/ hyper - v - v 2 .html 

BitLocker をご利用になる場合 

BitLocker の暗号化について、 Microsoft 社から修正プログラムが公開されています。ご利用 
になる場合は、必ず Microsoft 社の情報をご確認ください。なお、確認事項が記載されてい 
るので、そちらも必ずお読みください。 

詳細は http :// support . microsoft . com / kb /975496 /ja をご参照ください。 

管理ユーティリティのインス I -ール 

添付の rEXPRESSBUILDERJ DVD には、本装置監視用の 「 ESMPRO / ServerAgent 」 および 
システム管理用の 「 ESMPR 〇 / ServerManager 」 などが収録されています。 ESMPR 0/ 
ServerAgent は、シームレスセットアップで自動的にインストールすることができます。 
[スタート]メニューの[プログラム]や コン ト□—ルパネルにインス!ルした ユーテ ィリ 
ティのフォルタ'があることを確認してください。シームレスセットアップの設定でインストー 
ルしなかった場合は、3章「ソフトウェア編」を参照して個別にインストールしてください。 

システムのアップデート 

システムのアップデートを実施する場合は 、 rEXPRESSBUILDERJ DVD に格納されている才 
ンラインドキュメント 「Windows Server 2008 R 2 インストレーシヨンサプリメントガイド」 
の「マニュアルセットアップ」を参照してください。 
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Windows Server 2008のセツトアップ 


ハードウエアのセットアップを完了してから 、 Windows Server 2008やシステムのセット 
アップをします。 


カスタムインス I ルモデルのセットアップ 


「 BT 〇（工場組み込み出荷)」で「カスタムインストール」を指定して購入された本体のハード 
ディスクドライブは、お客様がすぐに使えるようにパーティションの設定から、オペレーティ 
ングシステム、本装置が提供するソフトウェアがすべてインストールされています。 


• カスタムインストールモデルは、 Scalable Networking Pack 
( SNP ) 機能が「無効」に設定されています。 SNP 機能については、シ 
ステム性能に影響を与える場合があるため、必ず下記サイトの SNP の詳 
細についての注意事項等を確かめた上で設定してください。 

http :// support . express . nec . co . jp / care / techinfo / snp.html 

• KB 967224が適用されていない場合、上記 URL から SNP 機能の公開 
情報を参照し、 [■ EXPRESSBUILDER の「システムのアップデート」 
を適用する前に]をご確認ください。 

KB 967224に対する注意事項の記載があります。 


^ ここで説明する手順は、「カスタムインストール」を指定して購入された製品 
||エック| で初めて電源を〇 N にするときのセットアップの方法について説明していま 
す。再セットアップをする場合や、その他の出荷状態のセットアップをする場 
合は、「シームレスセットアップ」を参照してください。 


セットアップをはじめる前に（購入時の状態について） 

セットアップを始める前に次の点について確認してください。 

本体のハードウェア構成（ハードディスクドライブのパーティションサイズも含む）やハード 
ディスクドライブにインストールされているソフトウェアの構成は、購入前のお客様による 
オーダー （ BT 〇(工場組み込み出荷)）によって異なります。 

下図は、ハードディスクドライブのパーティション構成について図解しています。 


^― ■ — 


r 


空きエリア 

Windows Server 2008 


ハード ディ スクドライブ 
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セットアップの手順 

次の手順で本体を起動して、セットアップをします。 

1. 周辺装置、本体の順に電源を ON にし、そのまま Windows を起動する。 

しばらくすると、 [Windows セットアップウィザード]画面が表示されます。 

以降、画面の指示に従って必要な設定や表示内容をよく確認し、[次へ]をクリック 
してセットアップを進めてください。 

-[ライセンス契約](使用許諸契約)画面では、使用許諸契約の内容を碓認して 
ください。 

システムが起動します。 

(1)[ Windows のセツトアップ]画面が表示されたら、[次へ]をクリックする。 



(2) Windows Server 2008セットアップ完了後、ログオンする前に以下の画面が 
表示されパスワードの変更が要求されたら、 [OK] をクリックする。 


fXj ユーザーは最初にログオンする萌にノ以ワードを変更しな wn ばなりません ■ 



Windows Server*2008 

Standard 
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パスワードを変更し [©] をクリックする。 



圈門 D EI Windows Server 2008 

Standard 



Windows Server 2008ではパスワードが下記の条件を満たさない場合、設定す 
ることができません。 

- 6文字以上(半角） 

- 数字/英大文字/英小文字/記号のいずれか3つ以上を含む 


(4) 以下のメッセージが表示されたら、[〇 K] をクリックする。 



(5) □グイン後「初期構成タスク」画面が表示され、ユーザー情報を設定する。 



薄 OW- パ 


ィ的刀期播成を行うには次のタスクを実行します 


at コンビュータ情幸 g の提供 
$イムリー:/傾婉^) 

安 ネゥ トワ-加痛成(秘 
M ビュ-袖とドメィ>©幼0) 



(⑽碌〇〇)大阪、札根、東京 





コン ビュ-嫌報の指定 ⑺ 


IPv 4 アド以 ( DHCP に抝割0当て） • IPv 6 (有効） 
IPv 4 アド以 ( DHCP により割0当て）. IPv 6 (有効） 

VWNDOWS - R 6 CLLSV 

WORKGROUP 


@ このサーバーを更新 

H 自助更新とフィ-ドバ妁を有効にする (£) 
® 更新ブ的ラム0妙ウンドとインストづ WP 


更新： Windows Update を使用して更新ブ□クラムを自助帕 

フィードバ，ケ Windows I ラー報告を無効(こする 

カスタマ I クスペリエンス向上ブロクラ M ： 射 JDWSO 

更新ブログラム©最终建 g 日時：なし 
更新ブ□グラム①インストール日時なし 


@こ©サーバー©カスタマイズ 

^ 役割の追加(扭 役訝 なし 

_ 機能の追加 (£) 裡圪 SNMP サ-以 


电リモ-トデスク h ノブを有効 [ Zt 5( J 0 
Windows ファイアゥォづ成 ( Q ) 






サーバーの力;^マイズ⑽ 


r 口 〇•才娜ここ的ィンドウ練示 wsud ) 




2. 「「デバイスドライバ（本体標準装備）のセットアップ」 （74 ページ)」を参照して、 
ネットワークドライバの詳細設定をする。 

3. オプシヨンのデノ（イスでドライノ（をインスI-ールしていないものがある場合は、ド 
ライバをインストールする。 

4. 「「障害処理のためのセットアップ」 （1 11ページ)」を参照して障害処理のための 
セットアップをする。 


















導入編 53 


5. 出荷時にインスI-ール済みのソフトウェアの設定およびその確認をする。 

インス I -ール済みのソフトウェアはお客様が購入時に指定したものがインストール 
されています。例として次のようなソフトウェアがあります。 

— ESMPRO/ServerAgent 

- エクスプレス通報サービス* 

- エクスプレス通報サービス ( HTTPS ) * 

— Universal RAID Utility 

- 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」 

- Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 再頒布可能パッケージ ( x 86) ( CPU アーキ 
テクチャに関わらず、 （ x 86) を使用します） 

上記のソフトウェアで「*」印のあるものは、お客様でご使用になる環境に合った状 
態に設定または確認をしなければならないソフトウェアを示しています。「ソフト 
ウェア編」の「本体用バンドルソフトウェア」を参照して使用環境に合った状態に 
設定してください。 

6. 130ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

以上でカスタムインストールで購入された製品での初めてのセットアップは終了です。 

再セットアップをする際は、「シームレスセットアップ」を使用するか添付の 
「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に格納されているオンラインドキュメント 「Windows Server 
2008インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照し、「マニュアルセットアップ」を行っ 
てください。 
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EXPRESSBUILDER の「シームレスセットアップ」機能を使ってセットアップします。 

本機能は、本体に接続された RAID コント□ーラを自動認識して RAID システムを構築しますの 
で、あらかじめ、「ハードウェアのセツトアップ」 （20 ページ）の設定を完了させておいてく 
ださい。 


_ EXPRESSBUILDER 

Step || 迄 - |+ 

メニ： i>- を通执して、 r 次へ j ボタンを押してくだ汍、 

• RAIDS 箱や OS をインス h— ルする®合は、 r シームレスセ•外アップを実行する J を透执してくだ乳、 

• 作業を终了する場合は、 rEXPRESSBUILDER を»7する J を通択してくだ汍、 



^次へ 





• シームレスセットアップを使用してインス I ^ールされたシステムは、 
Scalable Networking Pack ( SNP ) 機能が「無効」に設定されていま 
す。 SNP 機能については、システム性能に影響を与える場合があるた 
め、必ず下記サイトの SNP の詳細についての注意事項等を確かめた上 
で設定してください。 

http :// support . express . nec . co . jp / care / techinfo / snp.html 

• KB 967224が適用されていない場合、上記 URL から SNP 機能の公開 
情報を参照し、 [■ EXPRESSBUILDER の「システムのアップデート」 
を適用する前に]をご確認ください。 

KB 967224に対する注意事項の記載があります。 

• シームレスセットアップでは、設定によってはハードディスクの内容を 
削除します。入力するパラメータにご注意ください。特に、以下の設定 
時には注意が必要です。 

一 Step 4 「 RAID の設定」 

一 Step 5「メディアとパーテイシヨンの設定」 

必要に応じユーザーデータのバックアップを取ることを推奨します。 


^ シームレスセットアップを使用しないインストール方法など、特殊なセット 
f エック| アップについては、131ページの「応用セットアップ」で説明しています。 
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• シー厶レスセットアップでは、あらかじめ作成したパラメータファイルを 
使用したり、セットアップ中に設定したパラメータをパラメータファイル 
としてフロッピーディスク(別途 1.44 MB フォーマット済み空きフロッピー 
ディスクをお客様でご用意ください）に保存することができます。フロッ 
ピーディスクをご使用の場合は、別途 USB フロッピーディスクドライブを 
ご用意ください。 

• パラメータフアイルは、 EXPRESSBUILDER にある 「 ExpressPicnic ®」 を 
使って事前に作成しておくことができます。 

• ExpressPicnic を使ったパラメータフアイルの作成方法については、331 
ぺージを参照してください。 


セットアップ前の確認事項について 

シームレスセツトアップを始める前に、ここで説明する注意事項について碓認しておいてくだ 
さい。 


Windows フアミリについて 

Windows Server 2008フアミリのうち、シームレスセットアップでインストール可能なエ 
ディションは次のとおりです。サービスパックについては 「EXPRESSBUILDER がサボートし 
ているサービスパック」 （17 ページ）を参照してください。 

• Windows Server® 2008 Standard 64bit (x64) Edition 日本語版 

• Windows Server® 2008 Enterprise 64bit (x64) Edition 日本語版 

• Windows Server® 2008 Standard 32bit (x86) Edition 日本語版 

• Windows Server® 2008 Enterprise 32bit (x86) Edition 日本語版 

• Windows Server® 2008 Standard without Hyper-V 64bit (x64) Edition 日本語版 

• Windows Server® 2008 Enterprise without Hyper-V 64bit (x64) Edition 日本語版 

• Windows Server® 2008 Standard without Hyper-V 32bit (x86) Edition 日本語版 

• Windows Server® 2008 Enterprise without Hyper-V 32bit (x86) Edition 日本語版 


以降 「Windows Server 2008」と呼びます。 

その他の〇 S をインスI-ールするときは、お買い求めの販売店または保守サービス会社にお問 
い合わせください。 


BIOS の設定について 

Windows Server 2008をインストールする前にハードウエアの BIOS 設定などを確認してく 
ださい。269ページを参照して設定してください。 







56 Windows Server 2008 のセツトアップ 


注意すべき八ードウエア構成について 

Windows Server 2008をシームレスセットアップでインストールするとき、次のようなハー 
ドウエア構成においては特殊な手順が必要となります。 

• オンボードの RAID コント□—ラ (LSI Embedded MegaRAID) を使用する場合、 2TB 
以上のハードディスクドライブでの RADIO はサポートしていません。 2TB 以上のハー 
ドディスクドライブを使用し、シームレスセットアップでオンボードの RAID コント 
□ーラの RADIO を構築しよラとした場合、以下の画面が表示され、シームレスセツト 
アップは終了します。 



• ミラー化されているポリユームへの再インス I ルについて 

夕'イナミックディスクに変換したハードディスクドライブに再インストールする際、シ 
ンプルタ'イナミックボリュームにのみインストールできます。 

[ディスクの管理]を使用してミラー化されているボリュームにインス!-ールする場合 
は、インストールの実行前にミラー化を無効にして、ベーシックディスクに戻し、イン 
スI-ール完了後に再度ミラー化してください。 

ミラーボリュームの作成や解除、および削除は[コンピュータの管理]の[ディスクの 
管理]から行えます。 

• MO 装置の接続について 

Windows Server 2008をインストールするときに M 〇装置を接続したまま作業を行う 
と、インストールに失敗することがあります。 M 〇装置を外してインストールを最初から 
やり直してください。 

• DAT やじ TO 等のメディアについて 

シームレスセットアップでは、 DAT や LT 〇等のインス!ルに不要なメディアはセット 
しないでください。 

• RDX 等の周辺機器について 

セットアップを開始する前に、お使いのハードウエア構成によっては周辺機器を外した 
り休止状態に設定を変更する必要がある場合があります。 

それぞれの周辺機器のマニュアルを参照し、周辺機器を適切な状態にした後セットアッ 
プしてください。 

• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブへの再インス I -一 
ルについて 


夕'イナミックディスクへアップグレードした場合、既存のパーティションを残したまま 
での再インストールはできません。この場合、 「EXPRESSBUILDER」DVD に格納されて 
いる 「Windows Server 2008インストレーションサプリメントガイド」を参照してマ 
ニュアルセットアップをしてください。 
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• 複数台のハードディスクドライブ（論理ドライブ）の接続について 

Windows システムをインストールしようとするハードディスクドライブのほかに別の 
ハードディスクドライブを接続する場合は、 Windows をインストールした後に接続して 
ください。また、論理ドライブが複数存在するシステムへの再セットアップについては、 
論理ドライブが複数存在する場合の再セットアップ手順 （134 ページ）を参照してくだ 
さい。 


システムノ《ーテイシヨンのサイズについて 

システムをインストールするパーテイシヨンのサイズは、次の計算式から求めることができま 
す。 


< Windows Server 2008 64 -bit ( x 64) Edition の場合〉 

インストールに必要なサイズ十ページングファイルサイズ十ダンプファイルサイズ 
十アプリケーションサイズ 


【フルインス I -ールの場合】 

インス!-ールに必要なサイズ 


ページングファイルサイズ（推奨) 
ダンプファイルサイズ 
アプリケーションサイズ 

[Server Core インストールの場合】 

インストールに必要なサイズ 


ページングファイルサイズ（推奨) 
ダンプファイルサイズ 
アプリケーシヨンサイズ 


=11,600 MB (Windows Server 2008) 

=12,300 MB (Windows Server 2008 with 
Service Pack 2) 

=16,720MB (Windows Server 2008 十 
Service Pack 2 DVD-ROM) 

= 搭載メモリサイズ x1.5 
= 搭載メモリサイズ十 300MB 
=任意 


= 4,1〇〇 MB (Windows Server 2008) 

= 12,300 MB (Windows Server 2008 with 
Service Pack 2) 

= 9,300 MB (Windows Server 2008十 
Service Pack 2 DVD-ROM) 

= 搭載メモリサイズ x1.5 
= 搭載メモリサイズ十300 MB 
=任意 



• 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報(ダンプファイル）採取 
のための推奨サイズです。ブートポリュームには、ダンプファイルを格 
納するのに十分な大きさの初期サイズを持つページングファイルが必要 
です。また、ページングファイルが不足すると仮想メモリ不足により正 
確なデバッグ情報を採取できない場合があるため、システム全体で十分 
なページングファイルサイズを設定してください。 

• 搭載メモリサイズやデバッグ情報の書き込み（メモリダンプ種別）に関 
係なく、ダンプファイルサイズの最大は「搭載メモリサイズ+ 

300 MB 」 です。 

• その他アプリケーションなどをインストールする場合は、別途そのアブ 
U ケーションが必要とするディスク容量を追加してください。 
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例えば、搭載メモリサイズが 1GB(1,024MB) でフルインス!ルを選択した場合 、パーティ 
ションサイズは、前述の計算方法から 

11,6〇〇 MB 十 (1,024MB X 1.5) 十1,024 MB 十 300MB 十アプリケーションサイズ 
二14,460 MB 十アプリケーションサイズ 

となります。 


システムをインストールするパーティションサイズが「インストールに必要なサイズ十ベー 
ジングファイルサイズ」より小さい場合はパーティションサイズを大きくするか、ディスクを 
増設してください。ダンプファイルサイズを確保できない場合は、次のよラに複数のディスク 
に割り当てることで解決できます。 

1. 「インスI-ールに必要なサイズ+ページングファイルサイズ」を設定する。 

2. 「「障害処理のためのセットアップ」 （1 11ページ)」を参照して、デバッグ情報 
(ダンプファイルサイズ分）を別のディスクに書き込むように設定する。 

ダンプファイルサイズを書き込めるスペースがディスクにない場合は「インストールに必要な 
サイズ十ページングファイルサイズ」でインストール後、新しいディスクを増設してください。 


< Windows Server 2008 32 -bit ( x 86) Edition の場合 > 


インストールに必要なサイズ十ページングファイルサイズ十ダンプファイルサイズ 
十アプリケーションサイズ 


【フルインストールの場合】 

インス!-ールに必要なサイズ 


ページングファイルサイズ（推奨) 
ダンプファイルサイズ 
アプリケーションサイズ 

[Server Core インストールの場合】 

インストールに必要なサイズ 


ページングファイルサイズ（推奨) 
ダンプファイルサイズ 
アプリケーシヨンサイズ 


= 6,300 MB (Windows Server 2008) 

= 9,300 MB (Windows Server 2008 with 
Service Pack 2) 

= 9,400MB (Windows Server 2008十 
Service Pack 2 DVD-ROM) 

= 搭載メモリサイズ x1.5 
= 搭載メモリサイズ十 300MB 
=任意 


= 2,200 MB (Windows Server 2008) 

= 9,300 MB (Windows Server 2008 with 
Service Pack 2) 

= 5,300 MB (Windows Server 2008十 
Service Pack 2 DVD-ROM) 

= 搭載メモリサイズ x1.5 
= 搭載メモリサイズ十 300MB 
=任意 
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• 上記べージングファイルサイズはデバッグ情報(ダンプファイル）採取 
のための推奨サイズです。ブートポリュームには、ダンプファイルを格 
納するのに十分な大きさの初期サイズを持つページングファイルが必要 
です。また、ページングファイルが不足すると仮想メモリ不足により正 
確なデバッグ情報を採取できない場合があるため、システム全体で十分 
なページングファイルサイズを設定してください。 

• システム構成によっては1つのバーテイシヨンに4096 MB 以上のペー 
ジングファイルサイズを設定できないことがあります。 

4096 MB より小さい値を入力する旨のメッセージが出力されましたら、 
4095 MB に設定して下さい。 

• 搭載メモリサイズが 2 GB 以上の場合のダンプファイルサイズの最大は 
「2048 MB + 300 MB 」 です。 

• その他アプリケーションなどをインストールする場合は、別途そのアブ 
リケーシヨンが必要とするディスク容量を追加してください。 


例えば、搭載メモリサイズが 1GB(1,024MB) でフルインストールを選択した場合、パーティ 
ションサイズは、前述の計算方法から 

6,300 MB 十 （1,024MB X 1.5) 十1,024 MB 十300 MB 十アプリケーションサイズ 
二9,160 MB 十アプリケーションサイズ 
となります。 


システムをインス!-ールするパーティションサイズが「インスI-ールに必要なサイズ 十 ベー 
ジングファイルサイズ」より小さい場合はパーティションサイズを大きくするか、ディスクを 
増設してください。ダンプファイルサイズを確保できない場合は、次のよラに複数のディスク 
に割り当てることで解決できます。 

1. 「インストールに必要なサイズ+ページングファイルサイズ」を設定する。 

2. 「「障害処理のためのセットアップ」 （1 11ページ)」を参照して、デバッグ情報 
(ダンプファイルサイズ分）を別のディスクに書き込むように設定する。 

ダンプファイルサイズを書き込めるスペースがディスクにない場合は「インストールに必要な 
サイズ 十 ページングファイルサイズ」でインス!ル後、新しいディスクを増設してくださ 
い。 


サービスパックの適用について 

本装置に添付されているサービスパック以降のサービスパックを使用する場合は、下記サイト 
より詳細情報を確かめた上で使用してください。 

[ PC サーバサポート情報] http :// support . express . nec . co . jp / pcserver / 
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セットアップの流れ 

シームレスセツトアップの流れを図に示します。 



CD/DVD-R0M, フロッピーディスクを取り出す 




パラメータの□ー ド （Step2) 


次へ 


0S の選択 (Step3) 


次へ 


RAID の設定 （Step4) 


次へ 


Windows の詳細設定 （Step5~10) 


次へ 

♦ 

パラメータのセーブ （Stepll) 


次へ 


自動インストールの開始 (Step12) 


スキッ 


如 



J ： 入力や選択が必要な作業 
]： 自動的に作業が進む内容 
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セットアップの手順 

シームレスセットアップでは、ウイザード形式により各パラメータを設定していきます。この 
とき、各パラメータを 一つの ファイル（パラメータファイル）としてフロッピーディスクへ保 
存することも可能です。 


事前に rr 注意すべき八ードウエア構成について」 （56 ページ)」を確認してく 
Ifai ださい。 


^ パラメータファイルを使ってセットアップするときは、ファイル保存用として 
If エック| 1 .44 MB フォーマット済みの空きフロッピーディスクが1枚必要となります。 
あらかじめ、お客様でフロッピーディスクをご用意ください。 

再インストールのときは、保存しておいたパラメータファイルを読み込ませる 
ことで、ウィザードによるパラメータ入力を省略することができます。 

闩 ash FDD に保存したパラメータを使ってのセツトアップはサボートしてい 
ません。 


1. 周辺装置、本装置の順に電源を ON にする。 

2. 本装置に接続した光ディスクドライブに 「EXPRESSBUILDER」DVD をセット 
する。 

3. DVD をセットしたら、リセットする （く Ctrl〉 + く Alt〉 + く Delete 〉 キーを押す） 
か、電源を OFF/ON して本装置を再起動する。 


DVD から EXPRESSBUILDER が起動します0 


以下のメッセージが表示されたら、 「0s installation *** default***」 を選択してく 
ださい（何もキー入力がない場合でも、自動的に手順4の画面へ進みます）。 
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4. 表示言語の選択画面が表示されたら、「日本語」を選択し [0 K ] をクリックする。 



EXPRESSBUILDER で使用する言語を遘択してください + 

*** +-C * ¥ +****§ +H! +4 +«+«+« +* +* *m***-§ ** *■§ * %**** + b +4+« +■*>+■« •¥* * S ** +« +■§ 

Select a langjage to Libe far tht EXPRESSBUILDER, 


^日本語 

r English 

r Fran9ais 

r Italiano 

r Deutsch 

r Espanol 


OK I 


5. Windows PE のソフトウェア使用許諾画面が表示されたら、[はい]をクリックす 
る 0 


i] 


j<j 


本ソフトウ X ア使用許誌契約の内容をご《12 くだ乳、 

本ソフトウエアを使用される場合は、〖はい1を透択して契約に同意してくだ乳、 


MICROSOFT ® WINDOWS ® PREINSTALLATION ENVIRONMENT 使用許諾契約著 

重要 以下の条件を注意してお読み下さい。 

本使用許諾契約窖（以下、本契約喾といいます〉は、お客様と上記に示されたマイクロソフト 
社のソフトウ x ア製品（以下、本ソフトウェアといいます）が含まれているコンピュータシス 
テムまたはソフトウェア（以下、本コンピュータといいます）の製造者（以下、本製造者とい 
います）との間で締結される法的な契約春です。大切に保 f してください。 

本ソフトウェアには、コンピュータソフトウェアおよびそれに関連する媒体、印刷物、オンラ 
インマニュアル、電子化されたマニュアルが含まれます。本ソフトウェアとともに提供される 
ソフ上ウェアに p いて、別途使用許諾契約窖が添付されている埸合には、別途添付されている 


^いえ 


6. [シームレスセツトアップを実行する]を選択し、[次へ]をクリックする。 


EXPRESSBUILDER 


NEC 


Step ||Jk て - 


l 一を通択して、 r 次へ j ポ s ンを押してくだ乳、 


^ シ'-ムレスセ•分アップを実行する 


「 Windows^ OEM-Disk? &作成する 
c Linux 用ドライバディスクを作成する 

C LinuxRecovery パーテイシ3ンを作成する (Linuxt^ ビスセット用} 





3次へ 
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パラメータを□—ドす る。 

[パラメータの□ー ド]画面が表示されます。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


step 

> 、♦ラメータをロードする埸合は、ノ、♦ラメータファイルが存在するメディアをセットして、 D 、♦ラメータをロー 
メディア上の J 、♦ラメータファイルのドライヴレターをフルノ、*スで入力してください。 

> 行メ-夕をロードし紈馮合は、「ノ《ラメータをロードし饥 u を逞択じ c ください。 

タパラメ'-夕を口 '-! 1 Ui： ぃ 

c パラメ'-知'-ドする: IBHSBmHHHH 一 娜、 I 


©次へ 


[パラメータファイルを使用しない場合] 

「パラメータを□ー ドしない」を選択して、[次へ]をクリックする。 


フロッピーディスクドライプが本体に接続されていない場合、こちらを選択し 
I チェック 1 てください。 

[パラメータファイルを使用する場合] 

「パラメータを□ー ドする」を選択し、パラメータファイルのパスをボックスへ入力 
する。この後、各ウィザードにてファイルから□ー ドされたパラメータを確認する 
場合は[次へ]を、確認しないでそのままインスI-ールする場合は[スキップする]をク 
リックする。 


パラメータファイルのパスおよびファイル名に日本語は使用しないでくださ 
I チェック I い。 


[次へ]をクリック — 手順8へ 
[スキップする]をクリック—手順17へ 
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8. インス I ルする 0 S を選択する。 

[Windows(32bit エディシヨン）をインスI—ルする]または [Windows(64bit エディ 
シヨン)をインストールする]を選択して、[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


，4 |pV | 謬の ,. 


「上記以外の〇资インストールする』を通択すると、 RAID 榑楽のみ実®して终了し3す* 

…新しく RAI 施搏窠 U Window* Server 2008をインストールする®合は、 r 上 IE 以外の0免インス！ールする J を 
通択 u いつたん raid « 楽を完了した後、再度 r シームレスセットアップ J を実®してくだ乳、 


^ Window,{32bitX ディション译インス I— ルする 
厂 Window*{64bitT ディション)®インスト'-ルする 
C LinuxS インスト'-ルする (Linux サービスセット用} 


^上記以外の OS をインストールする 


展4© ©次へ ⑰ TOP へ 


9. RAID の設定をする。 

[RAID の設定]画面が表示されます。設定内容を確認し、必要なら修正を行ってから 
[次へ]をクリックしてください。 



論理ドライブの作成には同型番の物理ディスクレか使用できません。 


EXPRESSBUILDER 


物 p S ' ぬ夕。肅 | ㈣ ■♦随 

論理ドライフを作成し3す* 

RAID コントローラを使用していない場合、および、すでに作成されている論 a ドライフを使用する埋合は、スキップを透执し、次へ逢んでくだ乳、 
なお、論理ドライフの作成には、同型番の物理デバイスしか使用でき3ゼん* 


NEC 


庆 論理ドライフの作成をスキップする 

® 次の設定で iSi 理ドライブを作成する理ドライブが既存の場合、ディスク内のデータはすべて洎去ざ h ます)一 
RAID コントロ w ラ ： 一 

接技されている全物理デバイスの台数 :— 

論理ドライフを作成する物理デバイスの台数 : - 

RAID レベル :— 

ホットスペアに抱定される物理デバイスの台致 :— 

使用しない物理デバイスの台数 : —- 


•る❻ ❺次へ ❹ TOP へ ォルトへ•す 

Version 5.XX-X 
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10. メディアとパーティションの設定をする。 

[メディアとパーティションの設定]画面が表示されます。 

「Windows ファミリ/エディション」で、インストールするエディション、およびイ 
ンストールの種類(フルインストール/ ServerCore インストール)を選択後、設定内容 
を確認し、必要なら修正を行ってから[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


猶 •pFl + l 您 ?… 『嘯： F の 

公温^雜忠離，」 

「既存のノト亍イシヨンを使用する」を逞択した埸合、ディスクの1番目(先頭)のノトティシヨンへ减インストールします。 


「インストール メディアの指定— 
Window* ファミリ •_ エディシ9ン 

キーボードレイアウト 
タイムゾーン 


| vVmdows Server 2008 Standard フルインストール； ▼ 1| 日す語 ▼] 


|■デフォルト旧本語上] 

| ： G!.r-0S:00; 太平洋楞準時：米国およびカナダ 






• パーティションサイズについて 

一 OS をインストールするパーティションは、必要最小限以上のサイ 
ズを指定してください。 （57 ページ参照） 

一接続されている八ードディスク以上の容量は指定しないでくださ 
い。 

一 RA 旧構成で2,097，1 44 MB 以上の論理ドライブは作成できませ 
ん〇 

• 「 Windows システムドライブの設定」で「新規に作成する」を選択し 
たとき、ディスクの内容はすべてクリアされますのでご注意ください。 

• 「 Windows システムドライブの設定」で「既存のパーティションを使 
用する」を選択すると、最初のパーティションの情報はフォーマツトさ 
れ、すべてなくなります。それ以外のパーティションの情報は保持され 
ます。下図は、情報が削除されるパーティションを示しています。 


第1パーティション 

第2パーティション 

第3パーティション 

削除 

保持 

保持 


• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブの 
既存のパーティションを残したまま再インストールすることはできませ 
ん （56 ページ参照)。 「 Windows システムドライブの設定」で「既存 
のパーティションを使用する」を選択しないでください。 
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11. 基本情報の設定をする。 

[基本情報の設定]画面が表示されるので、ユーザ情報を入力して[次へ]をクリックし 
てください。 


NEC 

EXPRESSBUILDER 

Step ' ご :- 

: r 嘯 ，: 盟の Sr |F> 

ユ〜ザー倍報などの荃本設定を入力してくだ乳、 

：] ンビュー 5 名は、文字以下で g 定してくだ SU (他の： T ノピュー S 名、ドメイン/ワ-クグループ名との重複は不可: U 
使用者名/会社名は、 SO 文字以下角では 2S 文字)で設定してくだ乳 V 

Admini«r« or パスワ'-ドは 6 文字以上{半角) tU 上で、数字廣大文字廣小文字屁号のいずれか 3 つ以上を含めて設定してくだ乱、 





コンピ 1-S 名 I 久力蝴 

n 用者名 

Administrator パスワ' - ド ：| {入力必須} 

Administrator パスワ' - ドの BliS : | (入力 iiJ ミ 有} 


興る G 

次へ TOP へ (0 デフオルトへ M す 




Windows Server 2008 の場合、コンピュータ名および、次の条件を満たす 
Administrator パスワードの入力は必須です。 

一 6 文字以上 ( 半角） 

一数字 / 英大文字 / 英小文字 / 記号のいずれか 3 つ以上を含む 



• パラメータファイルを使用しセットアップを行った場合や、 Step7 以 
降の画面から Step6 に画面を戻した場合、 「Administrator パスワード」お 
よび 「Administrator パスワードの確認」に値を設定していない場合でも 
「#####」が表示されます。 

• 使用者名は 「Administrator」 固定です。 


12. ネットワークプロトコルの設定をする。 

[ネットワークプ□トコルの設定]画面が表示されます。設定内容を確認し、必要な 
ら修正を行ってから[次へ]をクリックしてください。 



カスタム設定での登録順は、 LAN ポートの番号と一致しない場合があります。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


Hi 本，トワ-ク1 ■参加 トメイン _ コンポー _ アプリケー 画 パラメータ II 自動イン 

Step | || 艷の|命 IJ ■、+ 画 ^ 9 + Hi + 


沒 榜進設定 



興る0 


〇次へ 


⑰ TO 
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13. 参加ドメイン • ワークグループを指定する。 

[参加ドメイン • ワークグループの指定]画面が表示されます。 

設定内容を確認し、必要なら修正を行ってから[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 

Step 酸-今 

_ 参加卜•メイン 

| 為 r . 

_ コンポー ■アプリ ケー _ パラメ-*夕. _ 自動イン 

ドメインに巻加しない《合は、 r ワークグループに i 加する j を通択し、 r 次へ j ボダンを押してくだ汍、 



14. コンポーネントの設定をする。 

[コンポーネントの 設定]画面が表示されます。設定内容を確認し、必要なら修正を 
行ってから[次へ]をクリックしてください。 

[フルインス I ルの場合] 


EXPRESSBUILDER 



step : + _♦ P 餘 



[Server Core インストールの場合] 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


?. ル.，-'' 参加 コンポー| ITI _ ' 1 —— 1 了レ …—- ill 自動イン 

ste p I _ L 」+ 1 誌の | のセ—ハ ♦ 1 说 


有効化する Window の機能とサーバの役剖を通択してくだ乳、 


詳細設定| 



( 3デ刀 
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15. アプリケーションの設定をする。 

[アプリケーションの設定]画面が表示されます。設定内容を確認し、必要なアプリ 
ケーションを選択して[次へ]をクリックしてください。 

[フルインス I ルの場合] 



[Server Core インストールの場合] 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


— 匯本外9-ク_ (1 参加 ド 対と 瞧 コンポ- ■パラメータ 圓 自動 イン 

Step 益⑽ 益 r ぽ のセ-ブ _♦!_ 

インス h' •ルするアフリケーシ3ンを通択してくだ乳、 

• ESMPRO/ServerAgeru のインストールには、 期 思ネットワーク 管理 フロト U ル (SNMP> の設定が必要で1% 

• エクスフレス通雜サービスは、 ESMPRO/ServerAgent^ インスト'-ルする場合のみ S 択できます* 

• EXPRESSBUILDER に含まれていないディスクドライバを使用する場合は、「大容重纪愔装酋用 OEM-Di*lc の通用 J を S 択してくだ执、 

ィ追加アプリケーシ3ンのインス!—ル」については、「ユーザースガイド」を#眧してくだ汍、 


追加可能なアゴリケーう 


大容量記悄装匿用 OEM-Disk の適用 

追力 0 アプリケーションのインストー)レ 

ESMPRO/Server Agent 
エクスプレス谢 R サービス 

追加 

エクスプレス通報サービス (HTTPS) 

Universal RAID Utility 

Microsoft Visual C++ 2005 SP1 再頒布可能；!、♦ッケージ(叫 

1( ヨ 1 腿]1 



DtOP へ 打ォルトへ!!す 


Version S.XX-XXX.XX^XX) 
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• 「追加アプリケーションのインストール」について 

「追加アプリケーションのインストール」とは、シームレス セッ トアップ 
の最後にあらかじめ指定された任意のアプリケーションを自動でインス 
卜ールする機能です。 

詳細については、「 http :// www . nec . co . jp / expicnic 」の [ FAQ ] ■シリーズ 
を選択-対応するパージョンの[重要]を選択-[追加アプリケーション 
のインストール]を参照してください。 

• 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」について 

- インストールメディアの設定において、以下のエディションを選 
択した場合にのみ、表示されます。 

— Windows Server 2008 R 2 Standard (フルインストール）（日本語） 
— Windows Server 2008 Standard (フルインストール）（日本語) 
— Windows Server 2003 R 2 Standard Edition (日本語） 

— Windows Server 2003 Standard Edition (日本語） 

これ以外のファミリやエディションでは、インストールされませ 
ん〇 

- 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をインストールしない場 
合、[選択されたアプリケーション]の 「 NEC からのお知らせ」を選 
択し[《削除]をクリックし、[追加可能なアプリケーション]に移動 
していることを確認してください。シー厶レスセットアップ後、 
情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をインストールする場合 
は「システムのアップデート」でインストールしてください。 

- 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」についての詳細は、本書 
「情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」 （351 ページ)」をご覧く 
ださい。 


16 . パラメータをセーブす る。 

[パラメータのセーブ]画面が表示されます。 



[パラメータファイルを保存しない場合] 

「パラメータをセーブしない」を選択して、[次へ]をクリックする。 

フロッピーディスクドライブが本体に接続されていない場合、こちらを選択し 
I チェック] てください。 
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[パラメータフアイルを保存する場合] 


「パラメータをセーブする」を選択し、フォーマット済みフロッピーディスクをセッ 
卜した後、パラメータファイルのパスをボックスへ入力し、[次へ]をクリックする。 


パラメータファイルのパスおよびファイル名に日本語は使用しないでくださ 

I チェック I い。 



ここで作成したパラメータファイルは、再インストールのときに使用すること 
ができます 0 また、パラメータフアイルは 「 ExpressPicnic ®」 からも作成する 
ことができます。 


17. 自動インス I ルの開始画面で[実行する]をクリックする。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


. パト-. 参加ド/イン コンポー |了|アプリケー :パラメータ 「( 1 自動イン 

Step ぼの| | 益卜の ^ のセ-^ 

シ—ムレスせ•分アップに必要な全ての恬報を収集しました* 
r 実行する j ボタンを押すと、シームレスセットアップを聞始します* 


厲る 


⑰ TOP へ 




行する 


18. 追加するアプリケーションをインス I -ールする。 

シームレスセットアップに対応しているアプリケーションを追力□でインストールす 
る場合は、メッセージが表示されますので、追加するアプリケーションのリムーバ 
ブルメディアをセツトし、以降は画面のメッセージに従って操作してください。 


xj 


❹ 


迫加 r るアプリケーション w 格钠されたメディアをセントしてくだ 
さい： 


OK |キャンセル 


19. メッセージに従って 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を光ディスクドライブから取 
り出す。 


フロッピーディスクがドライブにセットされている場合は、 DVD と一緒に取り出し 
ておいてください。 
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20. メッセージに従って Windows Server 2008 DVD - ROM を光ディスクドライブに 
セツトする。 


xj 


e 


バックアップ os ディスクをドライプにセットしてくだ汍、 
[キャンセル]を通択するとインストールを中止します* 


キャン乜ル 



Windows Server 2008と指定したアプリケーションは自動的にインストールさ 
れ、数回再起動されます。 


21. [マイク□ソフトソフトウェアライセンス条項]が表示されたら、「ライセンス条項 
に同意します」にチェックをつけ、[次へ]をクリックする。 



22. [ありがとうございます]が表示されたら、「開始」をクリックする。 


Windows の fe ゥトア，ブ 


ありがとうございます 
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23. 以下のメッセージが表示されたら、く Ctrl >+< Alt >+< Del > キーを押す。 


□クオンするには ar 】 + AH ： + Del を柙してください。 


24. 画面の指示に従って□グオンする。 

[フルインス I -ールの場合] 

以下の画面が表示されたら、「パスワード」に設定したパスワードを入力し 「❾」 を 
クリックする。 



[Server Core インストールの場合] 

以下の画面が表示されたら、「他のユーザー」をクリックする。 


碑 

你サー 

キ V ン t / も 1 

^ ' ♦- Windows Setverzms 


続いて以下の画面が表示されるので、「ユーザー名」に 1 ' administrator 11 、 「パスワー 
ド」に設定したパスワードを入力し 「©」 をクリックする。 



25. [セットアップ完了]画面で [0 K ] をクリックする。 
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26. 73ページの「修正モジュールの適用」を参照し、修正モジュールの適用を行う。 

27. 74ページを参照し、デバイスドライバ（本体標準装備）のセットアップを行う。 

28. オプションのデバイスでドライバをインストールしていないものがある場合は、才 
プションに添付の説明書を参照してドライバをインスI-ールする。 

29. 111ページの「障害処理のためのセットアップ」を参照してセットアップを行う。 

30. 130ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 


修正モジュールの適用 

Windows Server 2008のインス！ル後、必ず修正モジュールの適用を行ってくださし、 
Windows Server 2008を日本語で使用した場合、 Active Directory の一部機能で予期しない動作を 
する場合があります。 

NEC から購入した〇 S に 「Update-CD NEC Exp「ess58 〇〇 Windows Server 2008修正モジュール 
(KN 949304)」 CD-R 〇 M が同梱されている場合は、 CD-R 〇 M から修正モジュールの適用をお願い 
します。手順は CD-ROM 添付の 「Microsoft® Windows Server® 2008ご利用時の注意」を参照し 
てください。 

同梱されていない場合は、 Microsoft 社の以下の URL を参照し修正モジュールを適用してください。 

http://www.microsoft.com/japan/windowsserver2008/updateinfo.mspx 
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デバイスドライバ（本体標準装備）のセットアップ 

オプションのデバイスドライバのインス I -ールやセツトアップについては、オプションに添付 
の説明書を参照してください。 


LAN ドライバと PR 〇 Set のインス I ル 

標準装備のネットワークアダプタの LAN ドライバと PR 〇 Set のインストールについては以下 
の通りです。 

くカスタムインストールモデルのセットアップ> 

購入時にインストール済みです。 

<シームレスセットアップ> 

シームレスセットアップ中にインス I ルされます。 

^ • ドライバおよび PROSet に関する操作は、必ず本体装置に接続されたコ 

IチェックI ンソールがら管理者権限 （Administrator 等）で□グインして実施して 

ください。 

〇 S のリモートデスクトップ機能又はその他の遠隔操作ツールを使用し 
ての 作業はサポートしておりません。 

• IP アドレスを設定する際、[インターネットプロトコル (TCP/IP)] の 

チェックボックスが外れている場合、チェックを付けてがら IP アドレス 
の設定をしてください。 


• N 81 04-125 A を追加接続する場合の対応 

N 8104-125 A を追力□接続する場合には、以下の手順にて LAN ドライバと PROSet をアン 
インス I ル後、 N 8104 -125 A を接続した状態でシステムのアップデートを実施し 、 LAN 
ドライバと PR 〇 Set を適用してください。 

く LAN ドライバと PR 〇 Set のアンインスIル手順〉 

□ フルインス!-ールの場合 

1. 現在のネットワークアダプタや LAN ポードの設定情報を控える。 



標準装備のネットワークアダプタや LAN ボードでチー厶（ネットワークアダブ 
夕の冗長化）を構成している場合はチームを削除してください。削除の前には 
IP アドレスなどの設定情報を控えておき、再インストール後に改めて設定して 
ください。チー厶の削除手順は「チー厶のセットアップ」に記述しています。 


2. コント□ールパネルより[プ□グラムのアンインストール]をクリックする。 

3. [Intel(R) Network Connections 14.8.43.0]をダブルクリックする0 

[インテル ( R ) ネットワークコネクション(オプションの削除)]が表示されます。 

4. [オプションの削除]で削除項目が選択されているのでそのまま[削除]をクリックする。 

[インテル ( R ) ネットワークコネクション-ソフトウェアの削除]が表示されます。 

5. [はい]を選択する。 

自動でアンインス I ルが開始されます。 
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6. [InstallShield ウィザードを完了しました。]と表示されるので[完了]をクリック 
する。 

7. システムを再起動する。 

以上で完了です。 

□ Server Core インストールの場合 

1. 現在のネットワークアダプタや LAN ポードの設定情報を控える。 



LAN ドライバの削除の前には IP アドレスなどの設定情報を控えておき、再イン 
ストール後に改めて設定してください。 


2. 「EXPRESS 巳 UILDER」DVD 内にある以下の dxsetup.exe をコマンドプロンプト 
から実行する。 

— Windows Server 2008 64 -bit ( x 64) Edition 
< 光ディスクのドライブレター >: 

¥01 7¥ win ¥ winnt ¥ ws 2008 x 64 ¥r 1 48¥ apps ¥ prosetdx ¥ vistax 64¥ dxsetup.exe 
— Windows Server 2008 32 -bit ( x 86) Edition 
< 光ディスクのドライブレター >: 

¥01 7¥ win ¥ winnt ¥ ws 2008 ¥r 1 48¥ apps ¥ prosetdx ¥ vista 32¥ dxsetup.exe 


3. InstallShild ウイザードが表示されるので、[次へ]をクリックする。 

4. [削除 (R)] を選択し、[次へ]をクリックする。 

5. [削除]をクリックする。 

自動でアンインストールが開始されます。 

6. [InstallShield ウイザードを完了しました。]と表示されるので[完了]をクリック 
する。 


7. システムを再起動する。 

以上で完了です。 
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LAN ドライバのセットアップ 

• リンク速度の設定 

ネットワークアタ'プタの転送速度とデュブレックスモードを接続先スイッチングハブの 
設定値と同じ設定にする必要があります。 

以下の手順を参照し、転送速度とデュブレックスモードを設定してください。 

1. [デバイスマネージャ ] を起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]を展開し、設定するネットワークアダプタをダブルクリッ 
クする。 

ネットワークアダプタのプロパティが表示されます。 

3. [リンク速度]タブをクリックし、[速度とデュプレックス]をスイッチング八ブの設 
定値と同じ値に設定する。 

4. ネットワークアダプタのプ□パティのダイア□グボックスの [0 K ] をクリックする。 

5. システムを再起動する。 

以上で完了です。 

• WOL の設定 

以下の手順を参照し、ネットワークアダプタの設定を行ってください。 

1. [デバイスマネージャ]を起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]を展開し、下記のアダプタをダブルクリックする。 

[ Intel ( R ) 82576 Gigabit Dual Port Network Connection ] 

[ Intel ( R ) 82576 Gigabit Dual Port Network Connection #2] 

ネットワークアダプタのプロパティが表示されます。 

3. [電力の管理]タブを選択し、 [Wake On LAN ] 内の設定項目を下記の表の設定に変 
更する。 


設定項目 

WOL を使用す 
る場合 

WOL を使用し 
ない場合 

• "Wake On Directed Packet" 

ON または OFF 

OFF 

• "Wake On Magic Packet" 

ON 

OFF 

• 1 電源オフ状態からの Wake On Magic Packet" 

ON 

OFF 

• "Wake on Link" 

OFF 

OFF 


"Wake On Directed Packer を" ON " に設定しても、シャットダウン状態で 
Bta は、 DirectedPacket (. l ) での WOU こよる 0 S 起動はできません(スリープ、 
および、休止状態では起動できます)。 

※l 

イーサネットヘッダにアダプタのイーサネットアドレスを含むバケットまた 
は IP ヘッダにアダプタに割り当てられた IP アドレスを含むパケット。 



• [節電のオプション]内の設定を変更する必要はありません。 
• 上記の設定は手動で設定し直さない限り、保持されます。 
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4. ネットワークアダプタのプ□パティの [0 K ] をクリックする。 

5. すべてのウィンドウを閉じて、システムの再起動を行う。 

_"〇 [Wake On LAN ] 内の設定を行えないアダプタは WOL をサボートしておりま 
Msa せん0 

以上で完了です。 


チームのセットアップ 

チームを作成、削除する場合は下記の手順を参照して行ってください。 


チームの機能、標準装備のネットワークアダプタと LAN ポードとのチームの組 
み合わせについては下記 URL の[増設 LAN ポード関連]をクリックして表示 
されるテクニカルガイドを参照してください。 

http :// support . express . nec . co . jp / pcserver / category / spec.html 


<チームの セットアップ手順> 

1. チームを構成させるネットワークアダプタとスイッチング八ブを LAN ケーブルで 
接続する。 

2. [デバイスマネージャ ] を起動する。 

3. [ネットワークアダプタ]を展開し [ Intel ( R ) 〜]をダブルクリックする。 

4. [チーム化]のタグを選択し、[その他のアダプタとチーム化する]にチェックを入れ、 
[新規チーム]をクリックする。 

5. チームの名前を入力後、[次へ]をクリックする。 

6. チームに含めるアダプタをチェックし、[次へ]をクリックする。 

7. チームタイプの選択で、設定するチームタイプ選択して[次へ]をクリックする。 




8. [完了]をクリックする。 

チームのプ□パティが表示されます。 

9. チームのプ□パティで「設定」のタグを選択し、[チームの編集]をクリックする。 

10. チーム内のアダプタに対しプライマリ/セカンダリ設定を行う場合、以下の操作を 
行ぅ。 

— プライマリ設定 

プライマリに設定するアダプタを選択し、「プライマリの設定」をクリックす 
る。 


対応しているチームタイプは以下のとおりです。 

• アダプタフオ J レトトレランス 

• アダプティブ□ー ドバランシング 

• 静的リンクアグリゲーシヨン 

また、スイッチフオルトトレランスは未サボートです。 










78 Windows Server 2008 のセツトアップ 


-セカンダリ設定 

セカンダリに設定するアダプタを選択し、「セカンダリの設定」をクリックす 
る。 

プライマリ/セカンダリ設定を完了した後、[〇 K ] をクリックして画面を閉じてくださ 
い。 



プライマリ/セカンダリ設定は以下の手順で確認できます。 

1) チー厶のアダプタのプロパティ内にある[設定]タブを表示する。 

2) [チー厶内のアダプタ]の各アダプタに表示されているプライマリ/セカンダ 
リを確認する。 


11. [設定]タブ中の[スイッチのテスト]をクリックする。 


[スイッチのテスト]画面が表示されます。 

12. [テストの実行]をクリックして実行する。 


実行した結果、問題なしのメッセージが表示されれば、テスト完了です。 


^ [テストの実行]を行う前に、[設定]タブにてアダプタのステータスが 11 有効 11 また 
g エック I は"スタンバイ 11 であることを確認してがらテストを実行してください。実行し 
た結果、および、問題なしのメッセージが表示されれば、テスト完了です。 
エラーが表示された場合、メッセージを参照し接続しているスイッチング'ハプ 
の設定を変更してください。 


13. システムを再起動する。 

以上で完了です。 
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<チームの削除手順> 

1. [デバイスマネージャ ] を起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]を展開しチームのアダプタをダブルクリックする。 

3. [設定]タグを選択して[チームの削除]をクリックする。 

4. [チーム設定]のポップアップが表示されるので[はい]をクリックする。 

5. デバイスマネージャのネットワークアダプタ配下に[チーム:チーム名]がないことを 
確認する。 

6. システムを再起動する。 

以上で完了です。 



• アダプティブ□ー ドバランシング （ ALB ) を使用する場合は、スイッチ 
ング八ブ ( L 2) にのみ接続できます。 

• マザーボードまたはオプションのネットワークカードを交換する場合 
は、必ずチームを削除し、交換後にチームを再作成してください。 


LAN ポード( N 81 04- 112/119/121 /1 25 A / 1 26) を使用する場合 

LAN ボード ( N 8104-1 12/1 19/121/125 A /126) を使用する場合、〇 S のプラグアンドプレイ 
機能が動作し、ドライバが自動でインストールされます。 


胃"〇 N 8 104-125 A を使用する場合は 「 LAN ドライバと PROSet のインス I -ール」 
項の 「 N 8104 -125 A を追加接続する場合の対応」の手順を参照して設定を 
行ってください。 


グラフ ィッ クスアクセラレータドライバ 

標準装備のグラフ ィ ックスアクセ ラレー タドライバは、 EXPRESSBUILDER から「システムの 
アップデート」を実行するとインストールされます。 

カスタムインストールモデル、もしくはシームレスセットアップを実施した場合は自動的にイ 
ンストールされています。 



ドライバを個別に再インストールしたいときは 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に 
格納されている 「Windows Server 2008インストレーシヨンサプリメントガイ 
ド」を参照してください。 


SCSI コント□—ラ( N 81 03-75/95/107) を使用する場合 

SCSI コント□—ラ （ N 8103 -75/95/107) を使用する場合、〇 S のプラグアンドプレイ機能が動 
作し、ドライバが自動でインストールされます。特に作業は必要ありません。 












80 Windows Server 2008 のセツトアップ 


SAS コント□—ラ (N 8103_104 A ) を使用する場合 

SAS コント□—ラ (N 8103 -104A) を使用する場合、〇 S のプラグアンドプレイ機能が動作し、 
ドライバが自動でインストールされます。特に作業は必要ありません。 


Fibre Channel コントローラ( N 81 90- 127/131 /153/1 54) を使用する場合 


Fibre Channel コント□—ラ (N8190-127/131/153/154) を使用する場合、 0S のプラグアン 
ドプレイ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされます。特に作業は必要ありません。 


PAE オプションを設定する方法 

32bit システムで 4GB を超えるメモリを搭載できる装置では、 PAE オプションの設定を行うこ 
とで、 4GB を超えるメモリを使用できるようになります。 


_"〇 Windows Server 2008 Standard における PAE オプションはサポート対 
■to 象外です0 


Windows Server 2008では、 Bcdedit.exe を使用することにより、 PAE オプションを設定する 
ことができます。 

以下に設定手順を示します。 

1. 「スタート」から「ファイル名を指定して実行」をクリックする。 

2. 「名前」欄に cmd . exe と入力し、コマンドプロンプトを起動する。 

3. 以下のコマンドを実行する。 

bcdedit /set pae forceenable 

4. 再起動を行う。 

上記設定は再起動後に反映されます。 

5. コマンドプ□ンプトから以下のコマンドを実行する。 

bcdedit 

[Windows ブート□—夕 '—] の項に “pae ForceEnable” が存在することを確認し 
てください。 

以上で PAE オプションの設定は完了です。 

Bcdedit.exe については、以下を参照してください0 


「ブート構成データエディタについてよく寄せられる質問」 

http://technet.microsoft.com/ja-jp/liDrary/cc721 886(WS.1 0).aspx 
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障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたときに障害からより早く、確実に復旧できるようセツトアップをしてください。 
詳細な手順については111ページをご覧ください。 


Hype「-V のサポートについて 

Hype「-V のサポートに関する詳細情報は下記を参照してください。 

http://support.express.nec.co.jp/w 2008 /hyper-v.html 


管理ユーティリティのインストール 

添付の rEXPRESSBUILDERJ DVD には、本装置監視用の 「ESMPRO/ServerAgent」 および 
システム管理用の 「ESMPRO/ServerManager」 などが収録されています。 ESMPR0/ 
ServerAgent は、シームレスセットアップで自動的にインストールすることができます。 
[スタート]メニューの[プログラム]やコント□—ルパネルにインス!ルしたユーティリ 
ティのフォルタ'があることを確認してください。シームレスセットアップの設定でインスI-一 
ルしなかった場合は、第3編の「ソフトウェア編」を参照して個別にインス!-ールしてくださ 
い0 


システムのアップデート 

「システムのアップデート」は、シームレスセットアップで自動的に実施されます。 
システムのアップデートは次のような場合に、 EXPRESSBUILDER に収録されている各〇 S の 
インストレーションサプリメントガイドを参照して実施してください。 

• システム構成を変更（内蔵オプションの追加など）した場合 

• Windows システムを修復（修復セットアップなど）した場合 

• バックアップツールからシステムをリストアした場合 
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Windows Server 2003 x64 Editions 

のセットアップ 


ハードウエアのセットアップを完了してから 、 Windows Server 2003 x 64 Editions やシステ 
ムのセットアップをします。 

オペレーティングシステムのインストール、および再セットアップをする際は「マニュアル 
セットアップ」を使用してください。「マニュアルセットアップ」は、 EXPRESSBUILDER に 
格納されているオンラインドキュメント 「Windows Server 2003 R 2 x 64 Edition インスト 
レーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。 

以下の環境で Windows Server 2003 x 64 Editions を使用する場合、「休止状態」からの復帰 
時にシステムが停止することがあります。 


- マルチプロセッサ構成の装置 
— Service Pack 2未適用 

「休止状態」を設定する場合は 、 Service Pack 2もしくは KB 902839 (*) の修正プログラムを 
適用してください。 


(*) KB 902839は以下から入手することができます。 
http :// support . microsoft . com / kb /902839 /ja 
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Windows Server 2003 のセツトアップ 


ハードウエアのセットアップを完了してから 、 Windows Server 2003やシステムのセット 
アップをします。再インストールの際にも参照してください。 


カスタムインス I ルモデルのセットアップ 


「 BT 〇（工場組み込み出荷)」で「カスタムインストール」を指定して購入された本体のハード 
ディスクドライブは、お客様がすぐに使えるようにパーティションの設定から、オペレーティ 
ングシステム、本装置が提供するソフトウェアがすべてインストールされています。 

^ • ここで説明する手順は、「カスタムインストール」を指定して購入され 

Ifl^l た製品で初めて電源を〇 N にするときのセットアップの方法について説 

明しています。再セットアップをする場合や、その他の出荷状態のセッ 
トアップをする場合は、「シームレスセットアップ」を参照してくださ 
い0 

• カスタムインストールモデルは 、 「Windows Server 2003 R 2」 がイン 

ストールされています。 


セットアップをはじめる前に（購入時の状態について） 

セットアップを始める前に次の点について確認してください。 

本体のハードウェア構成（ハード ディ スクドライブのパー ティ シヨンサイズも含む）やハード 
ディ スクドライブにインストールされているソフトウェアの構成は、購入前のお客様による 
オーダー （ BTO (工場組み込み出荷)）によって異なります。 

下図は、ハードディスクドライブのパーティシヨン構成について図解しています。 



ハードディスクドライプ 
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セットアップの手順 

次の手順で本体を起動して、セットアップをします。 

1. 周辺装置、本体の順に電源を ON にし、そのまま Windows を起動する。 

しばらくすると 、 [Windows Server 2003セットアップ]画面が表示されます。以 
降、画面の指示に従って必要な設定や表示内容をよく確認し、[次へ]をクリックして 
セットアップを進めてください。 

-[ライセンス契約](使用許諸契約)画面では、使用許諸契約の内容を確認して 
ください。 

-[ソフトウェアの個人用設定]画面では、名前や会社名または組織名を入力します。 
-[ライセン スモー ド]画面では、使用するライセン スモー ドを選択します。 

—[コンピュータ名と Administrator のパスワード]画面では、コンピュータ名と 
Administrator のパスワードを入力してください。 

-[日付と時刻の設定]画面では、日付と時刻を正しく設定してください。 

-[ネットワークの設定]画面では、ネットワークの設定を選択します。 

-[ワークグループまたはドメイン名]画面では、ドメインに参加させるか選択します。 
システムが再起動します。 

2. 101ページの手順24.以降を参照して、ネットワークドライバの詳細設定をする。 

3. オプションのデバイスでドライバをインス!-ールしていないものがある場合は、ド 
ライバをインス I -ールする。 

4. 111ページを参照して障害処理のためのセットアップをする。 

5. 出荷時にインス I -ール済みのソフトウェアの設定およびその確認をする。 

インストール済みのソフトウェアはお客様が購入時に指定したものがインストール 
されています。例として次のようなソフトウェアがあります。 

— ESMPRO/ServerAgent 

- エクスプレス通報サービス* 

- エクスプレス通報サービス （ HTTPS ) * 

- Universal RAID Utility 

-情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」 

- Microsoft .NET Framework Version 2.0 再頒布可能パッケージ ( x 86) 

- Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 再頒布可能パッケージ ( x 86) 

上記のソフトウェアで「*」印のあるものは、お客様でご使用になる環境に合った状 
態に設定または確認をしなければならないソフトウェアを示しています。「ソフト 
ウェア編」の「本体用バンドルソフトウェア」を参照して使用環境に合った状態に 
設定して、だ cf し、0 



カスタムセットアップで出荷された場合、インス I -ールされているサービス 
パックのバージョンと、装置に添付されているサービスパックのバージョンが 
異なる場合があります。本体にインストールされているサービスパック以降の 
バージョンが添付されている場合は、下記サイトより詳細情報を確認してくだ 
さい0 

[ PC サーバサボート 情報] 
http://support.express.nec.co.jp/pcserver/ 
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6. 130ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

以上でカスタムインストールで購入された製品での初めてのセットアップは終了です。 
再セットアップをする際は「シームレスセットアップ」を使用してください。 


シームレスセツトアツ 



EXPRESSBUILDER の「シームレスセツトアップ」機能を使ってセツトアップします。 


本機能は、本体に接続された RAID コントローラを自動認識して RAID システムを構築しますの 
で、あらかじめ、「ハードウエアのセツトアップ」 （20 ページ）の設定を完了させておいてく 
ださい。 


NEC 

Step p- 


EXPRESSBUILDER 


メニューを通択して、 r 次へ j ボタンを押してください ♦ 

• RAID« 筘や OSS インストールする*6合は、 r シ w ムレスセットアップを実行する j を通执してくだ乳、 
• 作業を终了する場合は、 rEXPRESSBUILDER を终7する J を S 択してくだ乳、 



シームレスセットアップでは、設定によっては八ードディスクの内容を削除し 
ます。入力するパラメータにご注意ください。特に、以下の設定時には注意が 
必要です。 

• Step 4 「 RA 旧の設定」 

• Step 5「メディアとパーティションの設定」 

必要に応じユーザーデータのバックアップを取ることを推奨します。 


^ シームレスセットアップを使用しないインストール方法など、特殊なセット 
If エック| アップについては、131ページの「応用セットアップ」で説明しています。 



• シー厶レスセットアップでは、あらかじめ作成したパラメータファイルを 
使用したり、セットアップ中に設定したパラメータをパラメータファイル 
としてフロッピーディスク(別途 1.44 MB フォーマット済み空きフロッピー 
ディスクをお客様でご用意ください）に保存することができます。フロッ 
ピーディスクをご使用の場合は、別途 USB フロッピーディスクドライブを 
ご用意ください。 

• パラメータフアイルは、 EXPRESSBUILDER にある 「 ExpressPicnic ®」 を 
使って事前に作成しておくことができます。 

• ExpressPicnic を使ったパラメータファイルの作成方法については、331 
ぺージを参照してください。 
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セツトアップ前の確認事項について 


シームレスセツトアップを始める前に、ここで説明する注意事項について確認しておいてくだ 
さい。 


Windows フアミリについて 

Windows Server 2003ファミリのうち、シームレスセットアップでインストール可能なエ 
ディションは次のとおりです。 

• Windows Server ® 2003 R 2, Standard Edition 日本語版 

• Windows Server ® 2003 R 2, Enterprise Edition 日本語版 

以降 「Windows Server 2003」と呼びます。 

上記以外のエディションをインストールしたいときは、お買い求めの販売店または保守サービ 
ス会社にお問い合わせください。 



Windows Server 2003 x 64 Editions では、シームレスセットアップを使 
用できません。再セットアップする場合は 、 「Windows Server 2003 R 2 
x 64 Edition インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照し、「マニユア 
ルセツトアップ」を使用してください。 


BIOS の設定について 

Windows Server 2003をインストールする前にハードウエアの BIOS 設定などを確認してく 
ださい。269ページを参照して設定してください。 


注意すべきハードウエア構成について 

Windows Server 2003をシームレスセットアップでインストールするとき、次のようなハー 
ドウエア構成においては特殊な手順が必要となります。 

• オンボードの RAID コント□—ラ (LSI Embedded MegaRAID ) を使用する場合、 2 TB 
以上のハードディスクドライブでの RADIO はサポートしていません。 2 TB 以上のハー 
ドディスクドライブを使用し、シームレスセットアップでオンボードの RAID コント 
□ーラの RADIO を構築しよラとした場合、以下の画面が表示され、シームレスセツト 
アップは終了します。 





エラ-コード:209 
論理ドライブの作成エラー 
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• ミラー化されているポリユームへの再インス I -ールについて 

[ディスクの管理]を使用してミラー化されているボリュームに再インストールする場合 
は、インストールの実行前にミラー化を無効にして、ベーシックディスクに戻し、イン 
ストール完了後に再度ミラー化してください。 

ミラーボリュームの作成あるいはミラーボリュームの解除および削除は[コンピュータの 
管理]内の[ディスクの管理]から行えます。 

• M 0 装置の接続について 

Windows Server 2003をインストールするときに M 〇装置を接続したまま作業を行う 
と、インストールに失敗することがあります。 M 〇装置を外してインストールを最初から 
やり直してください。 


• DAT やじ TO 等のメディアについて 


シームレスセットアップでは、 DAT や LT 0 等のインストールに不要なメディアはセット 
しないでください。 

• 複数台の八ードディスクドライブ（論理ドライブ）の接続について 

Windows システムをインストールしようとするハードディスクドライブのぼかに別の 
ハードディスクドライブを接続する場合は、 Windows をインストールした後に接続して 
ください。また、論理ドライブが複数存在するシステムへの再セットアップについては、 
「論理ドライブが複数存在する場合の再セットアップ手順」 （134 ページ）を参照してく 
ださい。 

• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブへの再インス I -一 
ルについて 


夕'イナミックディスクへアップグレードした場合、既存のパーティションを残したまま 
での 再 インス! ルはできません。この場合、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に格納されて 
いる 「Windows Server 2003インストレーションサプリメントガイド」を参照してセツ 
トアップしてください。 
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システムノ（ーテイシヨンのサイズについて 


Windows システムをインス I -ールするために必要なパーティションのサイズは、次の計算式 
から求めることができます。 


インストールに必要なサイズ十ページングファイルサイズ十ダンプファイルサイズ 
十アプリケーションサイズ 


インストールに必要なサイズ = 3500 MB(Windows Server 2003 R 2) 

= 3500 MB(Windows Server 2003 R 2 
with Service Pack 2) 

= 5300 MB(Windows Server 2003 R 2 


+ServicePack 2 CD - ROM ) 

ページングファイルサイズ（推奨）=搭載メモリサイズ x 1.5 
ダンプファイルサイズ =搭載メモリサイズ十 12 MB 

アプリケーションサイズ =任意 


• 上記べージングファイルサイズはデバッグ情報(ダンプファイル）採取 
のための推奨サイズです。ブートポリュームには、ダンプファイルを格 
納するのに十分な大きさの初期サイズを持つページングファイルが必要 
です。また、ページングファイルが不足すると仮想メモリ不足により正 
確なデバッグ情報を採取できない場合があるため、システム全体で十分 
なページングファイルサイズを設定してください。 

• 1つのノ v ° —ティシヨンに設定できるページングファイルサイズは最大で 
4095 MB です。搭載メモリサイズ X 1.5 倍のサイズが4095 MB を超え 
る場合は、4095 M 巳で設定してください。 

• 搭載メモリサイズが 2 GB 以上の場合のダンプファイルサイズの最大は 
「2048 MB +12 MB 」 です。 

• その他アプリケーションなどをインストールする場合は、別途そのアブ 
リケーシヨンが必要とするディスク容量を追加してください。 


例えば、搭載メモリサイズが 1 GB (1,024 MB ) の場合、パーティションサイズは、前述の計算 
方法から 

3,500 MB + (1,024 MB X 1.5) + 1,024 MB + 12 MB + アプリケーションサイズ 
= 6,072 MB +アプリケーションサイズ 

となります。 

システムをインス!-ールするパーティションサイズが「インストールに必要なサイズ十ベー 
ジングファイルサイズ」より小さい場合はパーティションサイズを大きくするか、ディスクを 
増設してください。ダンプファイルサイズを確保できない場合は、次のよラに複数のディスク 
に割り当てることで解決できます。 

1. 「インストールに必要なサイズ+ページングファイルサイズ」を設定する。 

2. 「障害処理のためのセットアップ」を参照して、デバッグ情報（ダンプファイルサ 
イズ分）を別のディスクに書き込むように設定する。 

ダンプファイルサイズを書き込めるスペースがディスクにない場合は「インス I -ールに必要な 
サイズ十ページングファイルサイズ」でインストール後、新しいディスクを増設してくださ 
い。 



シー厶レスセットアップでインストールする場合、必要最小限のパーティシヨ 
ンサイズを「上記の必要最小限のパーティシヨンサイズ+ 850 MB 」 または 
「4095 MB 」 のうち、どちらか大きい値に設定してください。 
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サービスパックの適用について 

• Service Pack 2が内包された〇 S インストールメディアを使用しインストールされた場 
合は、再度 Service Pack 2 を適用する必要はありません。 

• Windows Server 2003 R 2 をインストールする場合は、 Service Pack 1を適用する必要 
はありません。 

• Windows Server 2003 R 2 をインストールする場合、サービスパックはシームレスセッ 
トアップ完了後、 Windows Server 2003 R 2 DISC 2のインストールを実施した上で 
「システムのアップデート」にて適用してください。 

• 本装置に添付されているサービスパック以降のサービスパックを使用する場合は、下記 
サイトより詳細情報を確かめた上で使用してください。 

[PC サーバサポート情報 ] http://support.express.nec.co.jp/pcserver/ 
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セットアップの流れ 

シームレスセツトアップの流れを図に示します。 



CD/DVD-R0M , フロッピーディスクを取り出す 


パラメータの□ー ド （ Step2) 


次へ 


0S の選択 (Step3) 


RA 旧の設定 (Step4) 


次へ 


Windows の詳細設定 (Step5~10) 


パラメータのセーブ (Step11) 


自動インストールの開始 （ Step12) 


実行する 


ニスキップする :; 


14 = 



Windows OS CD-ROM をセツトする 



J ： 入力や選択が必要な作業 
]： 自動的に作業が進む内容 




































導入編 91 


セットアップの手順 

シームレス セットアップでは、 ウイザード 形式により各パラメータを設定していきます。この 
とき、各パラメータを 一つの ファイル（パラメータファイル）としてフロッピーディスクへ保 
存することも可能です。 


事前に rr 注意すべき八ードウエア構成について」 （86 ページ)」を確認してく 
Ifai ださい。 


^ パラメータファイルを使ってセットアップするときは、ファイル保存用として 
1.44 MB フォーマット済みの空きフロッピーディスクが1枚必要となります。 
あらかじめ、お客様でフロッピーディスクをご用意ください。 

再インストールのときは、保存しておいたパラメータファイルを読み込ませる 
ことで、ウィザードによるパラメータ入力を省略することができます。 

闩 ash FDD に保存したパラメータを使ってのセツトアップはサボートしてい 
ません。 


1. 周辺装置、本装置の順に電源を ON にする。 

2. 本装置に接続した光ディスクドライブに 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD をセット 
する。 

3. DVD をセットしたら、リセットする （く Ctrl〉 + く Alt〉 + く Delete 〉 キーを押す） 
か、電源を OFF/ON して本装置を再起動する。 


DVD から EXPRESSBUILDER が起動します0 


以下のメッセージが表示されたら、 「0 s installation *** default ***」 を選択してく 
ださい（何もキー入力がない場合でも、自動的に手順4の画面へ進みます）。 
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4. 表示言語の選択画面が表示されたら、「日本語」を選択し [0K] をクリックする。 



EXPRESSBUILDER で使用する言諶を遘択してください ♦ 


Select a languap to U&b 初 the EXPRESSBUILDER. 



日本語 

r English 

r 

Frangais 

r Italiano 

r 

Deutsch 

r Espanol 


OK | 


5. Windows PE のソフトウェア使用許諾画面が表示されたら、[はい]をクリックす 
る 0 


i] 


xj 


本ソフトウ X ア使用許誌契約の内容をこ埯認くだ乳、 

本ソフトウエアを使用される場合は、[はい】を透択して契灼に同惫してくだ乳、 


MICROSOFT ❶ WINDOWS ❼ PREINSTALLATION ENVIRONMENT 使用許諾契約書 

重要 以下の条件を注意してお読み下さい。 


本一、 

お マフニト為ァ 

益繾鉍 s 魂 5、さ??付され T いる#に 13 、■測されている . 


はい I いいえ 


6. [シームレスセツトアップを実行する]を選択し、[次へ]をクリックする。 


NEC 


Step p' ュ - 


EXPRESSBUILDER 


を s 択して、 r 次へ j ポタンを押してくだ乳、 


.RAID« 楽や 0S をイン 
•作業を终了する坻合 


スト'-ルする塲合は、 r シームレスセットアップを実行する j を s 択してくだ执、 
は、「 EXPRESSBUILDER を终了する』を通択してくだ51、 



3次へ 
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パラメータを□—ドす る。 

[パラメータの口ード]画面が表示されます。 


NEC 

EXPRESSBUILDER 

Step || ぬ 1+1_$+|^ 


> 、♦ラメータを□ー ドする場合は、）、♦ラメータファイルが存在するメディ7^12ットして、 D 、♦ラメータを□ー ドする」を逞折し、 

メディア上の j 、♦ラメータファイルのドライヴレターをフルノ u で入力してください0 
> 、♦ラメータをロィしな L 、埸合は、「ノ、♦ラメ-焚ロードし饥 、 J を逞択じ c くださぃ。 

タバラメータを口'-ドしな：い 


興る © ©次へ ❺ スキツナ T 6 



[ノ（ラメータファイルを使用しない場合] 

「パラメータを□ードしない」を選択して、[次へ]をクリックする。 




フロッピーディスクドライプが本体に接続されていない場合、こちらを選択し 
てください。 


[ノ（ラメータファイルを使用する場合] 

「パラメータを□ードする」を選択し、パラメータファイルのパスをボックスへ入力 
する。この後、各ウィザードにてファイルから□ードされたパラメータを確認する 
場合は[次へ]を、確認しないでそのままインストールする場合は[スキップする]をク 
リックする。 


I チェッ^! 


パラメータフアイルのパスおよびファイル名に日本語は使用しないでくださ 
い。 


[次へ]をクリック — 手順8へ 
[スキップする]をクリック—手順17へ 
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8. インス Iルする 0S を選択する。 

[ Windows (32 bit エディション)をインストールする]を選択して、[次へ]をクリック 
してください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


，4 |pV | 謬の ,. 


「上記以外の〇资インストールする』を通択すると、 RAID 榑楽のみ実®して终了し3す* 

…新しく RAI 施搏窠 U Window* Server 2008をインストールする®合は、 r 上 IE 以外の0免インス！ールする J を 
通択 u いつたん raid « 楽を完了した後、再度 r シームレスセットアップ J を実®してくだ乳、 


^ Window,{32bitX ディション译インス I— ルする 
厂 Window*{64bitT ディション)®インスト'-ルする 
C LinuxS インスト'-ルする (Linux サービスセット用} 


^上記以外の OS をインストールする 


9. RAID の設定をする。 

[ RAID の設定]画面が表示されます。設定内容を確認し、必要なら修正を行ってから 
[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


物 p Fi 峙朽唓|。_ k | 叇+ 


誧理ドライフを作成します ♦ 

RAID コントローラを使用していない場合、および、すでに作成されている論理ドライフを使用する場合は、スキップを通択し、次へ逸んでくだ乳ゞ 
なお、誧理ドライプの作成には、同型*の物 a デバイスしか使用でき3セん ♦ 


^論理ドライフの作成をスキップする 

• 次の設定で論理ドライブを作成する銶理ドライブが既存の場合、ディスク内のデー5はすべて消去されます厂 
RAID コントローラ ： 一 

接技されている全物理デバイスの台歎 :— 



使用しない物理デバイスの台数 


◎次へ 


の TO 


网打ォルトへ！！す 



• 論理ドライブの作成には同型番の物理ディスクしか使用できません。 

• 正常に終了しない場合は、 EXPRESSBUILDER 内にドライバが収録され 
ていない可能性が有ります。「セットアップを始める前に （17 ぺージ)」 

をご参照願います。 
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10. メディアとパーティションの設定をする。 

[メディアとパーティションの設定]画面が表示されます。 

「 Windows ファミリ/エディション」で、インストールするエディション、およびイ 
ンストールの種類(フルインストール / Server Core インストール）を選択後、設定内 
容を確認し、必要なら修正を行ってから[次へ]をクリックしてください。 


EXPRESSBUILDER 


NEC 

Step 匕㈤ ~ 

エス“躂ヒィユ:ィ品 .n 游 

r 既存のパ'-テイシヨンを使用する j を通択した場合、ディスクの1番目（先囲）のパーテイシ3ンへ os£ インス!—ルしま r* 


-インストールメディアの指定—— 
Window* フアミリ/ェデイシ3ン 



| Windows Server 2003 Standard Edition 日本 I 吾. 


: | デフォルト(日 本語) g 

: | GM^0S：CC; 大'驗、札帙、罘示 




• Windows Server 2003 R 2 でサービスパックを適用する場合は、 
シームレス セッ ト アップ完了後、 Windows Server 2003 R 2 DISC 
2を適用してから「システムのアップデート」にてサービスパックを適 
用して < ださい。 

• パーティションサイズについて 

一 0 S をインス!-ールするパーティションは、必要最小限以上のサイ 
ズを指定してください。 （88 ページ参照） 

一接続されている八ードディスク以上の容量は指定しないでくださ 
い0 

一 RA 旧構成で2,097，1 44 MB 以上の論理ドライブは作成できませ 
ん〇 

• 「 Windows システムドライブの設定」で「新規に作成する」を選択し 
たとき、ディスクの内容はすべてクリアされますのでご注意ください。 

• 「 Windows システムドライブの設定」で「既存のパーティションを使 
用する」を選択すると、最初のパーティションの情報はフォーマットさ 
れ、すべてなくなります。それ以外のパーティションの情報は保持され 
ます。下図は、情報が削除されるパーティションを示しています。 


第1八°ーテイシヨン 

第2パーティション 

第3パーティション 

削除 

保持 

保持 


• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブの 
既存のパーティシヨンを残したまま再インス I -ールすることはできませ 
ん （87 ページ参照)。 「 Windows システムドライブの設定」で「既存 
のノ V ° —ティシヨンを使用する」を選択しないでください。 
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11. 基本情報の設定をする。 

[基本情報の設定]画面が表示されます。 

ユーザー 情報を入力して[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 

Step 

(1 パラ；*—夕 fllos の選択 [1RAID0) 

|"< r°-2^ I 

鉍 1FV 

ユ〜ザー侑器などの基本設定を入力してくだ Slv 

コン ビュー S 名は、15文字以下で g 定してくだ SU (他の：！ン ピュー S 名、ドメイン/ワ'-クグループ名との重複は不可: U 
使用者名/会杜名は、 SO 文字以下 (± 角では 2S 女字)で設定してくだ乳〜 ♦ 






コンビユー 5 名 

(入力必須 > 



使用者名 

会社名 

Administrator パスワ' - ド ：「 

Administrttof ■パスワードの璀認 | 

{入力必須 > 



p クライアントライセンス - 

<5 ■同時使用ユーザ败モ'■ド： P _ 

f 接技デバイス歎または接技ユ'•ザ数モード 


翼る® 

❻次へ ◎TOP へ ^ 

打ォルト へ 厲す 


Version 5.XX-XXX.XX や 



• パラメータファイルを使用してセットアップを行った場合や、 Step7 以 
降の画面から Step6 に画面を戻した場合、 「Administrator パスワード」お 
よび 「Administrator パスワードの確認」に値を設定していない場合でも 
「####•」が表示されます。 

• 日本語入力する場合は、 <Alt>+< 半角/全角>キーを押してください。 


12. ネットワークプロトコルの設定をする。 

[ネットワークプ□トコルの設定]画面が表示されます。設定内容を確認し、必要な 
ら修正を行ってから[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


Step | 通 斜 . I! 萄 |||%_. 瞬 わ '. | 听 + P 驗 

ネ•オワークプロト3ルの設定を行い3 r * 

ip アドレスを指定する場合は、 rti スタム設定 j を通択し、 r 詩细設定 j ボタンを押してくだ汍、 

ネットワークの設定を行わない場合は、 r 棰進設定 j を通択し、 r 次へ j ポダノを押してくだ汍、 






カスタム設定での登録順は、 LAN ポートの番号と一致しない場合があります。 
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13. 参加ドメイン • ワークグループを指定する。 

[参加ドメイン • ワークグループの指定]画面が表示されます。 

設定内容を確認し、必要なら修正を行ってから[次へ]をクリックしてください。 


_ EXPRESSBUILDER 

ネルヮ-フ |» 参加ドメ<>1 コンポー ■アプリ ケー 画 パラメータ ■自動 イン 

ste P _ ， I ㈣ I ㈤ I の ” I 雖 : 

インI三券』しない場合 ii 7 r ワークグルこフI?巻加する J を5択し、 「、i へ J ポ s ンを押してくだ乳、 ♦ 

「 （？ ワークグループに巻加する- 


ワークグル'-プ名 ： |WORKGROUP 



M る 




⑰ TOP へ ⑩”ォルトへ•す 


Version ■ ■) 


14. コンポーネントの設定をする。 

[コンポーネントの設定]画面が表示されます。設定内容を確認し、必要なら修正を 
行ってから[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


わトワ-ク 参ね ITf] コンポー I |T| ' '• - ill. ■ iTirji^M 

Step 益⑽： I 聊 I の T 1 .♦ I 嫩 

インストルする Window* コンポーネントを透択してくだ軋、 



-管理とモニ S ツ'■ル- 

W 期思ネットワーク管理プロトコル (SNMP) 詳細設定」 



-ネットワークザービス- 



その他のネ•分ワ〜クフ7イルと印制ザ'-ビスー 


Macintosh 用ファイルサービス 


A 用印別サ' "tf ス 


r unix 用印別サ'•ビス 


s © 次へ 


⑰ TOP へ 





15. アプリケーションの設定をする。 

[アプリケーションの設定]画面が表示されます。設定内容を確認し、必要なアプリ 
ケーシヨンを選択して[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


泰 (1 本外 9 HL 瞧#加ドパン 瞧3ンボ- Hi アプリケー] (1 パラメータ 自動イン 

Step kr の 益 r ^ |||穿の>1のセ-ブ+1ぉル 


インス h— ルするアプリケ—シ3ンを S 拱してくだ乳、 

• ESMPRO/ServerAgent のインストルには、期思ネットワーク管理フロト:]ル (SNMP) の&定が必要です* 

• エクスプレス通耜サービスは、 ESMPRO/ServerAgent^ インストールする場合のみ S 択できます* 

• EXPRESSBUILDER に含3れていないディスクドライバを使用する場合は、「大 S1： 記情装屋用 OEM-Di*fc の i 
■「ifi 加アプリケーションのインストール J については、「ユーザースガイド J を#陧してくだ乱八 


i 用 J を S 択してくだ执、 


追加可能なアプリケーション 

追力 D アプリケーションのインスト ーノレ 

逞択されたアゴリケーシヨン 

ESMPRO/Server Agent 
エクスプレス 5 HR サービス 

麵 

ェクスブレ；サービス (Hnps) 

NEC か6のお知6せ 

Universal RAID Utility 

Ena 

Microsoft .NET Framework Version 2.0 再頒布可能 ノ マッケ4 
Microsoft Visual C++ 2005 SP1 再頒布可能ノ b ケージ (x86]| 


S >0 ©次へ 


Dtop へ 


@デフォルトへ興す 
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• 「追加アプリケーションのインストール」について 

「追加アプリケーションのインストール」とは、シームレス セッ トアップ 
の最後にあらかじめ指定された任意のアプリケーションを自動でインス 
卜ールする機能です。 

詳細については、「 http :// www . nec . co . jp/expicnic J の [ FAQ ]- シリ—ズを 
選択-対応するバージョンの[重要]を選択-[追加アプリケーションのイン 
ストールに ついて] を参照して ください。 

• 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」について 

- インストールメディアの設定において、以下のエディションを選 
択した場合にのみ、表示されます。 

— Windows Server 2008 R 2 Standard (フルインストール）（日本語） 
— Windows Server 2008 Standard (フルインストール）（日本語) 
— Windows Server 2003 R 2 Standard Edition (日本語） 

— Windows Server 2003 Standard Edition (日本語） 

これ以外のファミリやエディションでは、インストールされませ 
ん〇 

- 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をインストールしない場 
合、[選択されたアプリケーション]の 「 NEC からのお知らせ」を選 
択し [<< 削除]をクリックし、[追加可能なアプリケーション]に移動 
していることを確認してください。シー厶レスセットアップ後、 
情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をインストールする場合 
は「システムのアップデート」でインストールしてください。 

- 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」についての詳細は、本書 
「情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」 （351 ページ)」をご覧く 
ださい。 


16 . パラメータをセーブする。 

[パラメータのセーブ]画面が表示されます。 



[パラメータファイルを保存しない場合] 

「パラメータをセーブしない」を選択して、[次へ]をクリックする。 

^ フロッピーディスクドライブが本体に接続されていない場合、こちらを選択し 
I チェック] てください。 
















導入編 99 


[パラメータフアイルを保存する場合] 

「パラメータをセーブする」を選択し、フォーマット済みフロッピーディスクをセッ 
卜した後、パラメータファイルのパスをボックスへ入力し、[次へ]をクリックする。 


搴 〆 / パラメータファイルのパスおよびファイル名に日本語は使用しないでくださ 
I チェック I い。 



ここで作成したパラメータファイルは、再インストールのときに使用すること 
ができます。また、パラメータファイルは 「 ExpressPicnic 」 からも作成するこ 
とができます。 


17. 自動インスI-ールの開始画面で[実行する]をクリックする。 


NEC 

EXPRESSBUILDER 

Step » , 

|听+ 

m 


シ '- ムレスセ • 分アップに必要な全ての侑報を収集しました * 

r 実行する j ボタンを押すと、シームレスセットアッフを開始します * 


興る 


⑦ TOP へ 


◎実 


行する 


18. 追加するアプリケーションをインスI-ールする。 

シームレスセットアップに対応しているアプリケーションを追加でインス I ルす 
る場合は、メッセージが表示されますので、追力□するアプリケーションのリムーバ 
ブルメディアをセツトし、以降は画面のメッセージに従って操作してください。 


21J 


❹ 


迫加 r るアプリケーションが格钠されたメディアをセントしてくだ 
乳、： 


OK _ J キャンセル— 


19. メッセージに従って 「EXPRESSBUILDER」DVD を光ディスクドライブから取 
り出す。 


フロッピーディスクがドライブにセットされている場合は、 DVD と一緒に取り出し 
ておいてください。 
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20. Windows Server 2003 CD - ROM を光ディスクドライブにセツトする。 

[ソフトウェア使用許諸契約]確認画面が表示されます。 


次の使用許諾契約をお読みください。 

スクロールして使用許諾契約を最後までお読みください。 

Windows のセットアップを続行する埸合には 
「は I U を逞んで契約に同意してください。 

CU 〗 え]を還ぶとセットアッゴを中止します。 


Microsoft Windows Server 2003パッケージに同梱されている 
「マイクロソフトソフトウ x ア使用許諾契約著」をお読みください。 


21. 「ソフトウェア使用許諾契約書」の内容をご確認のうえ、同意する場合は、[はい] 
をクリックする。 

同意しない場合は、[いいえ]をクリックしてください。 



バックアップ CD - R 〇 M 以外の〇 S CD - ROM を使用している場合は、以下のメッ 
セージが表示される場合があります。[〇 K ] をクリックし、プロダクトキーを 
入力してください 


セットアップスクリプトファイルには有効なプロダクト 
ID が含まれていません。システム管理者に有効な 
プロダクト ID を問い合わせてください。 


Windows Server 2003と指定したアプリケーションは自動的にインストールされ、 
システムに□ク'オンします。 


wO インストール中に以下のダイアログボックスが表示される場合がありますが、 
[セットアップ完了]画面が表示されるまでは操作する必要はありません。 
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22. [セットアップ完了]画面で [ OK ] をクリックする。 

インストール完了後、 [Windows セツトアップ]画面が表示されます。 



23. Windows Server 2003 R 2 DISC 2を光ディスクドライブにセットし、 [0 K ] を 
クリックする。 

以降はメッセージに従って作業を進めてください。 

インスIル終了後、 Windows Server 2003 R2 DISC 2を光ディスクドライブか 
ら取り出し、再起動してください。 



サービスパックをインストールする場合は必ず Windows Server 2003 R 2 
DISC 2を適用した後で「システムのアップデート」にて適用してください。 


24. LAN ドライバおよび PROSet をインス I -ールする。 

• LAN ドライバ 

標準装備のネットワークアダプタの LAN ドライバのインストールについては 
以下の通りです。 

<カスタムインストールモデルのセットアップ> 

購入時にインスI'''ール済みです。 

<シームレスセッ ト アップ〉 

シームレスセットアップ中にインストールされます。 

• PROSet 

PROSet は、以下の機能を実現する LAN ドライバユーティリティです。 

ーアダプタ詳細情報の確認 

—ループバックテスト、バケット送信テストなどの診断 
—チームの言 S 定 

複数のネットワークアダプタをチームとして構成することで、耐障害性に優れ 
た環境を提供し、装置とスイッチ間のスループットを向上させることができま 
す0 


PROSet をインスIルする場合は、以下の手順で行ってください。 
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(1) rEXPRESSBUILDERJ DVD を光ディスクドライブにセットする。 

オートランで起動するメニューが表示されたら、メニュー画面を閉じて 
ください。 

(2) エクスプローラを起動す る。 

(3) 「¥017¥ win ¥ wimt ¥ dotnet ¥「148¥ apps ¥ p 「 osetdx ¥ win 32」 ディレク 
トリ内の 「 dxsetup . exe 」 アイコンをタフ'ルクリックする。 

[ Intel ( R ) PROSet - Instaflshield ウィザード]が起動します。 

(4) [次へ]をクリックする。 

(5) 使用許諸契約を読み、同意するならば[使用許諸契約の条項に同意しま 
す]を選択して[次へ]をクリックする。 

(6) セットアップオプションの画面が表示されるので、下記の3点が選択さ 
れていることを確認し[次へ]をクリックする。 

-ドライバ 

-インテル ( R ) PROSet for Windows * デバイスマネージャ 
— Advanced Network Services 

(7) [インストール]をクリックする。 

(8) [ InstallShield ウィザードを完了しました]というメッセージが表示され 
たら、 

[完了]をクリックする。 

(9) rEXPRESSBUILDERJ DVD を光ディスクドライブから取り出し、シス 
テムを再起動する。 

以上で完了です。 


WlvO\ 


• ドライバおよび PROSet に関する操作は、必ず本体装置に接続されたコ 
ンソールから管理者権限 （ Administrator 等）で□グインして実施して 
ください。 

〇 S のリモートデスクトップ機能又はその他の遠隔操作ツールを使用し 
ての 作業はサポートしておりません。 

• IP アドレスを設定する際、[インターネットプロトコル ( TCP / IP )] の 
チェックボックスが外れている場合、チェックを付けてがら IP アドレス 
の設定をしてください。 


25. LAN ドライバのセットアップをする。 

• リンク速度の設定 

ネットワークアダプタの転送速度とデュブレックスモードを接続先スイッチ 
ングハブの設定値と同じ設定にする必要があります。 

以下の手順を参照し、転送速度とデュブレックスモードを設定してください。 

<PR0Set がインスI — ルされている場合〉 

(1) [デバイスマネージャ]を起動する。 

(2) [ネットワークアダプタ]を展開し、設定するネットワークアダプタを夕' 
ブルクリックする。 

ネットワークアダプタのプ□パティが表示されます。 
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(3) [リンク速度]タブをクリックし、[速度とデュプレックス]をスイッチン 
グハブの設定値と同じ値に設定する。 

(4) ネットワークアダプタのプ□パティのダイア□グボックスの[〇 K ] をク 
リックする。 

(5) システムを再起動する。 

以上で完了です。 

く PR 〇 Set がインストールされてしヽなしヽ場合〉 

(1) [デバイスマネージャ]を起動する。 

(2) [ネットワークアダプタ]を展開し、設定するネットワークアダプタを夕' 
ブルクリックする。 

ネットワークアダプタのプ□パティが表示されます。 

(3) [詳細設定]タブをクリックし、[リンク速度とデュプレックス]をスイッ 
チングハブと同じ値に設定する。 

(4) ネットワークアダプタのプ□パティのダイア□グボックスの[〇 K ] をク 
リックする。 

(5) システムを再起動する。 

以上で完了です。 


• WOL の設定 

以下の手順を参照し、ネットワークアダプタの設定を行ってください。 

< PROSet がインス I ルされている場合> 

(1) [デバイスマネージャ]を起動する。 

(2) [ネットワークアダプタ]を展開し、下記のアダプタを夕'ブルクリックす 
る。 

[ Intel ( R ) 82576 Gigabit Dual Port Network Connection ] 

[ Intel ( R ) 82576 Gigabit Dual Port Network Connection #2] 

ネットワークアダプタのプ□パティのダイアログボックスが表示されま 
す。 

(3) [電力の管理]タブを選択し 、 [Wake On LAN ] 内の設定項目を下記の表の 
設定に変更する。 


設定項目 

WOL を使用す 
る場合 

WOL を使用し 
ない場合 

• "Wake On Directed Packet" 

ON または OFF 

OFF 

• "Wake On Magic Packet" 

ON 

OFF 

• 11 電源オフ状態からの Wake On Magic Packet" 

ON 

OFF 

• "Wake on Link 11 

OFF 

OFF 
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"Wake On Directed Packet " を" ON " に設定しても、シャットダウン状態で 
Bta は、 DirectedPacket ^ 1 ) での W 0 U こよる OS 起動はできません(スリーブ、 
および、休止状態では起動できます)。 

※l 

イーサネットヘッダにアダプタのイーサネットアドレスを含むバケットまた 
は IP ヘッダにアダプタに割り当てられた IP アドレスを含むパケット。 



• [節電のオプション]内の設定を変更する必要はありません。 
• 上記の設定は手動で設定し直さない限り、保持されます。 


(4) ネットワークアダプタのプ□パティの[〇 K ] をクリックする。 

(5) すべてのウインドウを閉じて、システムの再起動を行う。 


< PR 0 Set がインス I ルされていない場合> 

(1) [デバイスマネージャ]を起動する。 

(2) [ネットワークアダプタ]を展開し、下記のアダプタを夕'ブルクリックす 
合0 

[ Intel ( R ) 82576 Gigabit Dual Port Network Connection ] 

[ Intel ( R ) 82576 Gigabit Dual Port Network Connection #2] 

ネットワークアダプタのプ□パティが表示されます。 

(3) [電源の管理]タブを選択し、設定項目を下記の表の W 0 L 設定に設定変更 
する。 


設定項目 

W0L を使用す 
る場合 

W0L を使用し 
ない場合： 

• 11 電力の節約のため、コンピュータでこのデバイスの電源を才 
フにできるようにする 11 

0N 

0N 

• 11 このデバイスで、コンピュータのスタンバイ状態を解除で 
きるよラにする 11 

ON または OFF 

OFF 



上記の設定は手動で設定し直さない限り、保持されます。 


(4) [詳細設定]タブを選択する。 

(5) [ PME をオンにする]の[値]を下記のように設定する。 

- W 〇 L を使用する場合：オン 

- W 0 L を使用しない場合：オフ 

(6) ネットワークアダプタのプ□パティの[〇 K ] をクリックする。 

(7) すべてのウィンドウを閉じて、システムの再起動を行う。 
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• 標準装備のネットワークアダプタの他に「マネージメント専用 LAN コネ 
クタ」があります。このポートに関するセットアップについては、 
「 EXPRESSBUILDER 」 DVD 内にあるオンラインドキュメント 
「 EXPRESSSC 〇 PE エンジン2ューザーズガイド」を参照して くださし、。 

• サービスの追加にて、 [ネッ トワーク モニタ] を追加することをお勧めし 
ます。 [ネッ トワーク モニタ] は、 [ネッ トワーク モニタ] をインストール 
したコンピュータが送受信するフレーム（またはパケット）を監視する 
ことができます。ネットワーク障害の解析などに有効なツールです。イ 
ンストールの手順は、この後の「障害処理のためのセットアップ」を参 
照してください。 


26. オプションのデバイスでドライバをインス!-ールしていないものがある場合は、そ 
れそれを確実にインス I -ールする。 

27. 111ページの「障害処理のためのセットアップ」を参照してセットアップをする。 
28. 130ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

以上でシームレスセツトアップを使ったセツトアップは完了です。 


チームのセットアップ 

チームを作成、削除する場合は下記の手順を参照して行ってください。 


wO チームの機能、標準装備のネットワークアダプタと LAN ポードとのチームの組 
Bta み合わせについては下記 URL の[増設 LAN ポード関連]をクリックして表示 
されるテクニカルガイドを参照してください。 

http :// support . express . nec . co . jp / pcserver / category / spec.html 


くチームの セッ ト アップ 手順> 

1. チームを構成させるネットワークアダプタとスイッチング八ブを LAN ケーブルで 
接続する。 

2. [デバイスマネージャ ] を起動する。 

3. [ネットワークアダプタ]を展開し [ Intel ( R ) 〜]をダブルクリックする。 

4. [チーム化]のタグを選択し、[その他のアダプタとチーム化する]にチェックを入れ、 
[新規チーム]をクリックする。 

5. チームの名前を入力後、[次へ]をクリックする。 

6. チームに含めるアダプタをチェックし、[次へ]をクリックする。 

7. チームタイプの選択で、設定するチームタイプ選択して[次へ]をクリックする。 



対応しているチームタイプは以下のとおりです。 

• アダプタフオ J レトトレランス 

• アダプティブロードバランシング 

• 静的リンクアグリゲーシヨン 

また、スイッチフオルトトレランスは未サボートです。 
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8. [完了]をクリックする。 

チームのプ□パティが表示されます。 

9. チームのプ□パティで「設定」のタグを選択し、[チームの編集]をクリックする。 

10. チーム内のアダプタに対しプライマリ/セカンダリ設定を行う場合、以下の操作を 
行ぅ。 

—プライマリ設定 

プライマリに設定するアダプタを選択し、「プライマリの設定」をクリックする。 

-セカンダリ設定 

セカンダリに設定するアダプタを選択し、「セカンダリの設定」をクリックする。 
プライマリ/セカンダリ設定を完了した後、[〇 K ] をクリックして画面を閉じてください。 



プライマリ/セカンダリ設定は以下の手順で確認できます。 

1) チー厶のアダプタのプロパティ内にある[設定]タブを表示する。 

2) [チー厶内のアダプタ]の各アダプタに表示されているプライマリ/セカンダ 
リを確認する。 


11. [設定]のタグのまま[スイッチのテスト]をクリック後、スイッチのテスト画面が表 
示されたら、[テストの実行]をクリックして実行する。 

実行した結果、問題なしのメッセージが表示されれば、テスト完了です。 


✓ [テストの実行]を行う前に、[設定]タブにてアダプタのステータスが 11 有効"また 
ii ^ i は 11 スタンバイ"であることを確認してからテストを実行してください。実行し 
た結果、および、問題なしのメッセージが表示されれば、テスト完了です。 
エラーが表示された場合、メッセージを参照し接続しているスイッチングハプ 
の設定を変更してください。 


12. システムを再起動する。 

以上で完了です。 


<チームの削除手順> 

1. [デバイスマネージャ]を起動する。 

2. ネットワークアダプタを展開しチームのアダプタをダブルクリックする。 

3. [設定]タグを選択して[チームの削除]をクリックする。 

4. [チーム設定]のポップアップが表示されるので[はい]をクリックする。 

5. デバイスマネージャのネットワークアダプタ配下に[チーム:チーム名]がないことを 
確認する。 

6. システムを再起動する。 

以上で完了です。 




• アダプティブロードバランシング （ ALB ) を使用する場合は、スイッチ 
ング八ブ （ L 2) にのみ接続できます。 

• マザーポードまたはオプションのネットワークカードを交換する場合 
は、必ずチームを削除し、交換後にチームを再作成してください。 
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LAN ポード ( N 8104 -111/112/1 19/121/125 A /126) を追加接続する場合 

LAN ボード ( N 8104-1 11/112/1 19/121/125 A /126) を追加接続する場合、 「 EXPRESSBUILDER 」 
DVD に格納されているドライバをインス I -ールしてください。 


<LAN ポード用ネットワークドライバのインス I- ール > 

1. [デバイスマネージャ ] を起動する。 

2. [ネットワークアダプタ頂己下の [ Intel ( R ) 〜]をダブルクリックする。 

ネットワークアダプタのプロパティが表示されます。 



[? その他のデバイス] -[? イ -サネッ ト コン トローラ]がある場合は [? イーサ 
ネット コン トローラ]をダブルクリックして くださし、。 


3. [ドライバ]タブを選択し、[ドライバの更新]をクリックする。 

[ハードウエアの更新ウィザード]が表示されます。 

4. [いいえ、今回は接続しません]を選択して、[次へ]をクリックする。 

5. [一覧または特定の場所からインストールする（詳細） ] を選択し、[次へ]をクリツ 
クする。 


6. [次の場所で最適のドライバを検索する]を選択し、 「リムーバブルメディア…1の 
チェックを外し 、[次の場所を含める]にチェックを入れ、 

「 N 8104 -1 12/1 19/1 21/1 25 A /1 26」の場合 

[¥01 7¥ win ¥ winnt ¥ dotnet¥rl 48 ¥prol 000¥ win 32¥ ndis 5 x ] 

「 N 8104 -1 11」の場合 

[¥01 7¥ win ¥ winnt ¥ dotnet¥rl 48 ¥prol 00¥ win 32¥ ndis 5 x ] 

と入力し、[次へ]をクリックする。 

ドライバの検索が開始され、検索後にインストールが始まります。しばらくすると 
[ハードウェアの更新ウィザードの完了]画面が表示されます。 

7. [完了]をクリックする。 

8. システムを再起動する。 

以上で完了です。 


LAN ポード( N 81 04-123 A ) を使用する場合 

「 N 8104 -123 A 」 の LAN ボードを使用する場合は、 LAN ボードに添付されている CD - R 〇 M に格 
納されているドライバを使用してください。なお、インストール手順が不明な場合は、添付さ 
れているネットワークドライバのインス I -ール手順を参照してください。 
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グラフィックスアクセラレータドライバ 

標準装備のグラフィックスアクセラレータドライバは、 EXPRESSBUILDER から「システムの 
アップデート」を実行するとインストールされます。 

カスタムインストールモデル、もしくはシームレスセットアップを実施した場合は自動的にイ 
ンストールされています。 



ドライバを個別に再インストールしたいときは 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に 
格納されている 「Windows Server 2003 R 2 インストレーシヨンサプリメント 
ガイド」を参照してください。 


SCSI コント□—ラ( N 81 03-75/95/107) を使用する場合 

SCSI コント□—ラ (N 8103 -75/95/107) を使用する場合、ドライバは EXPRESSBUILDER から 
「システムのアップデート」を実行するとインストールされます。 

カスタムインストールモデル、もしくはシームレスセットアップを実施した場合は自動的にイ 
ンス I -ールされています。 

追加接続した場合は、 EXPRESSBUILDER から「システムのアップデート」を実行してドライ 
パをインストールしてください。 


SAS コント□—ラ( N 81 03-104 A ) を使用する場合 

SAS コント□—ラ (N 8103 -104A) を使用する場合、ドライバは EXPRESSBUILDER から「シス 
テムのアップデート」を実行するとインストールされます。 

カスタムインストールモデル、もしくはシームレスセットアップを実施した場合は自動的にイ 
ンス I -ールされています。 

追加接続した場合は、 EXPRESSBUILDER から「システムのアップデート」を実行してドライ 
パをインストールしてください。 
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PAE オプシヨンを設定する方法 

32 bit システムで 4 GB を超えるメモリを搭載できる装置では、 PAE オプシヨンの設定を行うこ 
とで、 4 GB を超えるメモリを使用できるようになります。 


胃"〇 PAE オプションは、サボートされている製品が限定されています。以下のマイ 
Bto クロソフトサボート技術情報を参照して確認してください。 

サボート技柿 i 1 倩幸 S - KB 291 988 

4 GB RAM チューニング機能と物理アドレス拡張のスイッチの説明 


Windows Server 2003では、 Boot . ini を編集することにより、 PAE オプションを設定すること 
ができます。 

以下に編集例を示します。 

1. 「スタート」メニューから「設定」をポイントして、[コント□—ルパネル]をク 
リックする。 

2. 「コント□—ルパネル」から[システム]アイコンをダブルクリックする。 
[システムのプ□パティ]画面が表示されます。 

3. [詳細設定]タブから「起動と回復」にある[設定]をクリックする。 

4. 「起動と回復」画面にある「起動システム」の[編集]をクリックし、 「 Boot . ini 」 
を開ぐ。 

5. 「巳 00 t . ini 」 ファイルの [operating systems ] (C “/ PAE ” を追加し、上書き保 
存する。 

< Boot . ini ファイルの例> 

[boot Loader] 
t 1 meout =30 

defauLt=muLti(0)disk(0)rdisk(0)partition(2)\WIND0WS 
[operating systems 」 

muLti(0)disk(0)rdisk(0)partition(2)\WIND0WS="Windows Server 2003" 
/fastdetect 

muLti(0)disk(0)rdisk(0)partition(2)\WIND0WS="Windows Server 2003, 
PAE" /fastdetect /PAE 

C : \CMDC0NS\B00TSECT.DAT = "Microsoft Windows 回復コンソール " /cmdcons 


以上で Boot . ini への編集は終了です。 



「起動/回復」画面にある「既定のオペレーティングシステム」で選択したエン 
トリから自動的に起動するように設定することができます。 
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障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたときに障害からより早く、確実に復旧できるようセツトアップをしてください。 
詳細な手順については111ページをご覧ください。 


管理ユーティリティのインストール 

添付の rEXPRESSBUILDERJ DVD には、監視用の 「 ESMPR 〇 / ServerAgent 」 および管理用 
の 「 ESMPRO / ServerManager 」 などが収録されています。 ESMPRO / ServerAgenl ^、 シー 
ムレスセットアップで自動的にインストールすることができます。 

[スタート]メニューの[プログラム]やコント□—ルパネルにインストールしたユーティリ 
ティのフォルタ'があることを確認してください。シームレスセットアップの設定でインストー 
ルしなかった場合は、第3編の「ソフトウェア編」を参照して個別にインストールしてください。 



ユーティリティには、ネットワーク上の管理 pc にインストールするものもあ 
ります。詳しくは第3編の「ソフトウヱア編」を参照してください。 


システムのアップデート 

「システムのアップデート」は、シームレスセットアップで自動的に実施されます。 
システムのアップデートは次のような場合に、 rEXPRESSBUILDERJ DVD に収録されている 
各〇 S のインストレーシヨンサプリメントガイドを参照して実施してください。 


システム構成を変更（内蔵オプションの追加など）した場合 
Windows システムを修復（修復セットアップなど）した場合 
バックアップツールを使用してシステムをリストアした場合 
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障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたとき、より早く、確実に障害から復旧できるように、あらかじめ次のようなセッ 
トアップをしておいてください。 


メモリダンプ（デバツグ情報）の設定 


本体内のメモリダンプ（デバッグ情報）を採取するための設定です。 


メモリダンプの注意 

• メモリダンプの採取は保守サービス会社の保守員が行います。お客様は 
メモリダンプの設定のみを行ってください。 

• ここで示す設定後、障害が発生し、メモリダンプを保存するために再起 
動すると、起動時に仮想メモリが不足していることを示すメッセージが 
表示される場合がありますが、そのまま起動してください。起動し直す 
と、メモリダンプを正しく保存できない場合があります。 


Windows Server 2008 R 2 の場合 

次の手順に従って設定します。 

1. スタートメニューから[コント□ールパネル]をクリックする。 

[コント□ールパネル]ウィンドウが表示されます。 

2. [コント□—ルパネル]ウインドウから[システムとセキュリティ]をクリックす 
る 0 



[表示方法]が[カテゴリ]以外の場合は、[コントロールパネル]から直接[シ 
ステ厶]をクリックしてください。 


3. [システム]をクリックする。 

4. [システムの詳細設定]をクリックする。 


母 システム 


❻ Of 


システムとセキュリティ ▼ システム 


\^ 2 }\ コント□-ルノ 


コント □- ルパネルホーム 


コンビ : L 一 $ -®基本的な借報®表示 


@ デパイスマネージゃ - 


J システム®詳細設定 



Windows Edition 

Windows Server 2008 R2 
Standard 

Copyright © 2009 Microsoft 
Corporation. All rights 
reserved. 


[システムのプ□パティ]ダイア□グボックスが表示されます。 
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5. [起動と回復]ボックスの[設定]をクリックする。 



6. ダンプファイルのテキストボックスにデバッグ情報を書き込む場所を入力する。 

く D ドライブに rMEMORY . DMPJ というファイル名で書き込む場合〉 

D :¥ MEMORY.DMP 



起射)システム 

既定のオペレーティングシステム⑤： 

| Windows Server 2008 R 2 ▼ I 

17オペレー ティン ヴ システムの 一覧を表示す る B 寺間 ①： fl ~丑秒間 

厂必要なときに修復オブシ 3 ンを表示する B 寺間 ( S ): [30 ~~3秒間 



OK | キャンセル」 



• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定することを推奨 
します。ただし、搭載メモリサイズが 2 G 巳を超える場合は、[完全メモ 
リダンプ]を指定することはできません（メニューに表示されません)。 
その場合は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ +300 MB 以上の空き容量のあるド 
ライブを指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズが 2 G 巳を超える場合は、メモリ増設 
前にデバッグ情報の書き込みを[カーネルメモリダンプ]に変更してく 
ださい。また、メモリ増設により採取されるデバッグ情報(メモリダン 
プ)のサイズが変わります。デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み先ド 
ライブの空き容量を確認してください。 
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[パフォーマンス]ボックスの[設定]をクリックする。 

[パフォーマンスオプション]ウィンドウが表示されます。 


システム®ブ□パティ 


XJ 


コンビュー5名丨八'■ドウ： r ア詳細設定 |リモートI 

Administrator としてロヴオンしない埸合は、これらのほとんどの変更はできません。 



起助と回值 

システム起動)、システム睹筈、およ U デパクケ堉報 


設定①一 


琮境変数 (N). 


0K | キャンセル | 適用⑻ 


[パフォーマンスオプション]ウィンドウの[詳細設定]タブをクリックする。 
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9. [仮想メモリ]ボックスの[変更]をクリックする。 



10. [すべてのドライブのページングファイルのサイズを自動的に管理する]のチエツ 
クボックスのチェックをはずし、[カスタムサイズ]にチェックをする。 


X] 


m 


15 r ©； Ff ? 7 m . しづ 711 フ：:を自：針ぬこ管寸!，哞 


ドライブレ卞リュームラべル]⑻ 


沭リューム] 


逞折したドライブ： 
空き領域： 


~ページンヴファイルのサイズ （ MB ) 

Wi I 


lb 


c ： 

11009 MB 


タカスタムサイズ(公 _ 

初期サイズ （ MBXP : |3_ 

最大サイズ (MBXX )： p 095 

r システム音理サイズ 

r ページ w ファイルなし⑻ _語定 © _ 


t ベてのドライブ©紐ページン”ファイルサイズ 
最小限： 16 MB 

推奨： 3069 MB 

現在の割り当て： 3069 MB 


OK | キャンセル 
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1 1. [各ドライブのページングファイルのサイズ]ボックスの[初期サイズ]を[すべ 
てのドライブの総ページングファイルサイズ]ボックスに記載されている推奨値以 
上に、[最大サイズ]を[初期サイズ]以上に変更し、[設定]をクリックする。 



• 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報（ダンプファイル）採取 
のための推奨サイズです。 Windows パーティションには、ダンプファ 
イルを格納するのに十分な大きさの初期サイズを持つページングファイ 
ルが必要です。また、ページングファイルが不足すると仮想メモリ不足 
により正確なデバッグ情報を採取できない場合があるため、システム全 
体で十分なページングファイルサイズを設定してください。 

• 「推奨値」については、インストレーションサプリメントガイドの「注 
意事項」の「システムパーティションのサイズについて」の項を参照し 
てください。 

• メモリを増設した際は、メモリサイズに合わせてページングファイルを 
再設定してください。 


12. [0 K ] をクリックする。 

設定の変更内容によってはシステムを再起動するよラメッセージが表示されます。 
メッセージに従つて再起動してください。 


以上で完了です。 
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Windows Server 2008の場合 

次の手順に従って設定します。 

1. スタートメニューから[コント□—ルパネル]を選び、[システム]をクリックす 
る 0 

[システム]ダイアログボックスが表示されます。 

2. [システムの詳細設定]をクリックする。 

[システムのプロパティ ] ダイア□ク'ボックスが表示されます。 



コンビ: L ータの基本的な情報* 

Windows Edition - 

Windows Server® Standa 
Copyright © 2007 Micros 
Service Pack 1 

3. [起動と回復]ボックスの[設定]をクリックする。 


タスり 

❿ デパイスマネ-ジゃ⑽ 
〶 リモ-卜©設定⑻ 
システムの詳細設定⑻ 
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4. ダンプファイルのテキストボックスにデバッグ情報を書き込む場所を入力する。 

く D ドライブに 「 MEM 〇 RY . DMP 」 というファイル名で書き込む場合〉 

D :¥ MEMORY.DMP 




Windows Server 2008 64 -bit ( x 64) Edition の場合 

• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定することを推奨 
します。ただし、搭載メモリサイズが 2 GB を超える場合は、[完全メモ 
リダンプ]を指定することはできません（メニューに表示されません)。 
その場合は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ +300 MB 以上の空き容量のあるド 
ライブを指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズが 2 GB を超える場合は、メモリ増設 
前にデバッグ情報の書き込みを[カーネルメモリダンプ]に変更してく 
ださい。また、メモリ増設により採取されるデバッグ情報(メモリダン 
プ)のサイズが変わります。デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み先ド 
ライブの空き容量を確認してください。 

Windows Server 2008 32 -bit ( x 86) Edition の場合 

• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定することを推奨 
します。ただし、搭載メモリサイズが 2 GB を超える場合は、[完全メモ 
リダンプ]を指定することはできません（メニューに表示されません)。 
その場合は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ +300 MB 以上（メモリサイズが 
2 G 巳を超える場合は、2048 MB + 300 MB 以上）の空き容量のあるド 
ライブを指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズが 2 GB を超える場合は、メモリ増設 
前にデバッグ情報の書き込みを[カーネルメモリダンプ]に変更してく 
ださい。また、メモリ増設により採取されるデバッグ情報(メモリダン 
プ)のサイズが変わります。デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み先ド 
ライブの空き容量を確認してください。 
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5. [パフォーマンス]ボックスの[設定]をクリックする。 

[パフォーマンスオプション]ウィンドウが表示されます。 



6. [パフォーマンスオプション]ウインドウの[詳細設定]タブをクリックする。 
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[仮想メモリ]ボックスの[変更]をクリックする。 



[すべてのドライブのページングファイルのサイズを自動的に管理する]のチェッ 
クボックスのチェックをはずし、[カスタムサイズ]にチェックをする。 
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9. [各ドライブのページングファイルのサイズ]ボックスの[初期サイズ]を[すべ 
てのドライブの 総 ページングファイルサイズ]ボックスに記載されている推奨値以 
上に、[最大サイズ]を[初期サイズ]以上に変更し、[設定]をクリックする。 



• 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報（ダンプファイル）採取 
のための推奨サイズです。ブートポリュームには、ダンプファイルを格 
納するのに十分な大きさの初期サイズを持つページングファイルが必要 
です。また、ページングファイルが不足すると仮想メモリ不足により正 
確なデバッグ情報を採取できない場合があるため、システム全体で十分 
なページングファイルサイズを設定してください。 

• 「推奨彳直」については、インストレーションサプリメントガイドの「注 
意事項」の「システムパーティションのサイズについて」の項を参照し 
てください。 

• メモリを増設した際は、メモリサイズに合わせてページングファイルを 
再設定してください。 


10. [0 K ] をクリックする。 

設定の変更内容によってはシステムを再起動するよラメッセージが表示されます。 
メッセージに従って再起動してください。 
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Windows Server 2003の場合 

次の手順に従って設定します。 



ここでは Windows Server 2003の場合を例にして手順を示していますが、 
Windows Server 2003 x 64 Editions でも同様の手順でセツトアップしてくださ 

い0 


1. スタートメニューから[コント□ールパネル]を選択し、[システム]をクリックする。 
[システムのプ□パティ]ダイアログボックスが表示されます。 

2. [詳細設定]タブをクリックする。 

3. [起動と回復]ボックスの[設定]をクリックする。 
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4. ダンプファイルのテキストボックスにデバッグ情報を書き込む場所を入力する。 

く D ドライブに rMEMORY . DMPJ というファイル名で書き込む場合〉 

D :¥ MEMORY.DMP 




Windows Server 2003 x 64 Editions の場合 

• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定することを推奨 
します。ただし、搭載メモリサイズが 2 G 巳を超える場合は、[完全メモ 
リダンプ]を指定することはできません（メニューに表示されません)。 
その場合は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ+1 MB 以上の空き容量のあるドライ 
ブを指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズが 2 G 巳を超える場合は、メモリ増設 
前にデバッグ情報の書き込みを[カーネルメモリダンプ]に変更してく 
ださい。また、メモリ増設により採取されるデバッグ情報(メモリダン 
プ)のサイズが変わります。デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み先ド 
ライブの空き容量を確認してください。 

Windows Server 2003の場合 

• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定することを推奨 
します。ただし、搭載メモリサイズが 2 GB を超える場合は、[完全メモ 
リダンプ]を指定することはできません(メニューに表示されません)。 
その場合は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ +12 MB 以上（メモリサイズが 2 GB 
を超える場合は、2048 MB +12 MB 以上）の空き容量のあるドライブ 
を指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズが 2 G 巳を超える場合は、メモリ増設 
前にデバッグ情報の書き込みを[カーネルメモリダンプ]に変更してく 
ださい。また、メモリ増設により採取されるデバッグ情報(メモリダン 
プ)のサイズが変わります。デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み先ド 
ライブの空き容量を確認してください。 
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5. [パフォーマンス]ボックスの[設定]をクリックする。 

[パフォーマンスオプション]ウィンドウが表示されます。 



6. [パフオーマンスオプション]ウインドウの[詳細設定]タブをクリックする。 



r デザインを優先 t る(珍 


r パフォーマンスを優先す碑） 
c カスタム◎: 

E 1 ウィンドウとボタン(こ視覚スタイルを使用する - 

□ ウィンドウを最大化や最小化するときにアニメーションで表示する 
□ コンボポックスをスライドして聞く 
□ スクリーンフォントの綠を;'骨らかに t る 
ロタスクパーポタンをスライドする 
□ デスクトップのアイコン名に影を付ける 
□ ドラック中にウィンドウの内容を表示する 
□ ヒントをフ广ドまたはスライドで•表示する 
□ フォルタでよく使用するタスクを使用する 

□ マウスポインタの下に彩を表示する _iJ 


OK I キャンセル」 通用⑻ 
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7. [仮想メモリ]ボックスの[変更]をクリックする。 



8. [選択したドライブのページングファイルサイズ]ボックスの[初期サイズ]を[す 
ベてのドライブの総ページングファイルサイズ]ボックスに記載されている推奨値 
以上に変更し、[設定]をクリックする。 




• 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報（ダンプファイル）採取 
のための推奨サイズです。ブートポリュームには、ダンプファイルを格 
納するのに十分な大きさの初期サイズを持つページングファイルが必要 
です。また、ページングファイルが不足すると仮想メモリ不足により正 
確なデバッグ情報を採取できない場合があるため、システム全体で十分 
なページングファイルサイズを設定してください。 

• mmm については、インストレーションサプリメントガイドの「注 
意事項」の「システムパーティションのサイズについて」の項を参照し 
てください。 

• メモリを増設した際は、メモリサイズに合わせてページングファイルを 
再設定してください。 
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9. [ OK ] をクリックする。 

設定の変更内容によってはシステムを再起動するよラメッセージが表示されます。 
メッセージに従って再起動してください。 


ユーザーモードプロセスダンプの取得方法 


Windows Server 2008 R 2 の場合 

ユーザーモードプ□セスタ'ンプは、アプリケーションエラー発生時の情報を記録したファイル 
です。 

アプリケーションエラーが発生した際は、エラーが発生した旨を伝えるポップアップを終了 
させずに、以下の方法にてユーザーモードプ□セスダンプを取得してください。 

1. タスクバー上の空いている場所を右クリックして[タスク マネージャ] をクリック 
するか、 く Ct 「 l > + く Shift 〉 + く Esc > キーを押下して[タスク マネージャ] を起動 
する。 

2. [プ□セス]タブをクリックする。 

3. ダンプを取得するプ□セス名を右クリックし、[ダンプファイルの作成]をクリッ 
クする。 

4. 次のフォルダにダンプファイルが作成されます。 

C :¥ Users ¥ (ユーザー名) ¥ AppData ¥ Local¥Temp 



上記のフォルダは隠し属性となつている場合があります。フォルダが表示され 
ない場合は、エクスプローラの[整理]から[フォルダーと検索のオプション] 
を選択し、[表示]タブから[隠しファイル、隠しフォルダー、および隠しド 
ライブを表示する]にチェックをしてください。 


ユーザーモードプロセスダンプが作成されたら、上記4.のフォルタ'より取得してく 
ださい。 

ユーザーモードプ□セスタ'ンプの取得方法の詳細は、以下の Microsoft 社のサポート 
技術情報を参照してください。 

「Windows Server 2008でユーザーモードプロセスダンプを取得する方法」 
http :// support . microsoft . com / kb /949180 /ja 



Windows Server 2008では、ワトソン博士は[問題のレポートと解決策]に変 
更されており、従来のワトソン博士によるクラッシュダンプファイルを取得す 
ることができません。クラッシュダンプファイルと同等レベルの情報は、上記 
の方法で取得できます。 
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Windows Server 2008 の場合 

ユーザーモードプ□セスダンプは、アプリケーションエラー発生時の情報を記録したファイル 
です。 

アプリケーションエラーが発生した際は、エラーが発生した旨を伝えるポップアップを終了さ 
せずに、以下の方法にてユーザーモードプロセスダンプを取得してください。 

1. タスクバー上の空いている場所を右クリックして[タスクマネージャ]をクリック 
するか、く Ctrl >+ く Shift 〉 十く Esc > キーを押下して[タスクマネージャ]を起動 
する。 

2. [プ□セス]タブをクリックする。 

3. ダンプを取得するプ□セス名を右クリックし、[ダンプファイルの作成]をクリッ 
クする。 

4. 次のフォルダにダンプファイルが作成されます。 

C :¥ Users ¥ (ユーザー名) ¥ AppData ¥ Local¥Temp 



上記のフォルダは隠し属性となっている場合があります。フォルダが表示され 
ない場合は、エクスプローラの [ツー ル]から[フォルダオプション]を選択し、 
[表示]タブから[すべてのファイルとフォルダを表示する]にチェックをして下 
さし、0 


ユーザーモードプ□セスタ'ンプが作成されたら、上記4.のフォルタ'より取得してく 
ださい。 

ユーザーモードプ□セスダンプの取得方法の詳細は、以下の Microsoft 社のサポート 
技術情報を参照してください。 

「Windows Server 2008でユーザーモードプロセスダンプを取得する方法」 
http :// support . microsoft . com / kb /949180 /ja 



Windows Server 2008では、ワトソン博士は[問題のレポートと解決策]に変 
更されており、従来のワトソン博士によるクラッシュダンプファイルを取得す 
ることができません。クラッシュダンプファイルと同等レベルの情報は、上記 
の方法で取得できます。 
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Windows Server 2003 の場合（ワトソン博士の設定） 

Windows ワトソン博士はアプリケーションエラー用のデバッガです。アプリケーションエ 
ラーを検出するとシステムを診断し、診断情報（ログ）を記録します。診断情報を採取でき 
るよラ次の手順に従つて設定してください。 

1. スタートメニューの[ファイル名を指定して実行]をクリックする。 

2. [名前]ボックスに 「 drwtsn 32. exe 」 と入力し、 [0 K ] をクリックする 0 

[Windows ワトソン博士]ダイア□グボックスが表示されます。 



3. [□グファイルパス]ボックスに診断情報の保存先を指定する。 

rDRWTSN32.LOG」 というファイル名で保存されます。 



ネットワークパスは指定できません。口ーカルコンピュータ上のパスを指定し 
f エック| てください。 


4. [クラッシュダンプ]ボックスにクラッシュダンプファイルの保存先を指定する。 



「クラッシュダンプファイル」は Windows Debugger で読むことができるバイナ 
リファイルです。 
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5. [クラッシュダンプの種類]のラジオポタンで[完全]を選択する。 

6. [オプション]ボックスにある次のチェックボックスをオンにする。 

- ダンプシンボル テーブル 

- すべてのスレッドコンテキストをダンプ 

- 既存のログファイルに追加 

- クラッシュダンプファイルの作成 

それぞれの機能の説明についてはオンラインヘルプを参照してください。 

7. [0 K ] をクリックする。 


ネットワークモニタのインス I ^ール 


ネットワークモニタを使用することにより、ネットワーク障害の調査や対処に役立てることが 


できます。 

Windows Server 2008 R2/Windows Server 2008 の場合 


ネットワークモニタのセツトアップ手 II 頃 



Windows Server 2008 R 2 /Windows Server 2008には、ネットワークモニタが 
含まれておりません。 

Windows Server 2008 R 2 /Windows Server 2008においてネットワークトレー 
スを 採取するためには、 Microsoft 社より提供されております Microsoft Network 
Monitor をセットアップする必要があります。 


1. Microsoft 社の Web サイトよリネットワークモニタをダウンロードする。 

http :// support . microsoft . com / kb / 933741 / en-us 

2. ダウン□ー ドしたファイルを実行して、インス!-ーラを起動する。 

画面の指示に従ってインストールを実施してください。 



[セキュリティの警告]ポッ つ 。 ！ 7 、、 J プが表示された場合は、[実行]ボタンをクリッ 
クしてくださし、。 

セットアップ形式を選択する画面では、 [ Complete ] を選択してください。 


以上でネットワークモニタのセツトアップは完了です。 



ネットワークモニタを削除する場合は、[プログラムと機能]から行います。 
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ネットワークトレースの採取手順 

1 . スタートメニューから Microsoft Network Monitor を起動する。 

2. [Start Page ] から 、 [Create a new capture tab ...] もしくは [ File ] メニューの 
[ New ] を展開し、 [ Capture ...] をクリックする 0 

新たにネットワークトレース採取用のタブが作成されます。 

3. [Select Networks ] ウィンドウで採取対象のネットワークを選択する。 

4. [ Capture ] メニュー上の [ Start ] をクリックしてネットワークトレースの採取を開 
始する。 

5. [ Capture ] メニュー上の [ Stop ] をクリックしてネットワークトレースの採取を終了 
する。 

6. [ File ] メニューの [Save As …]を選択する。 

[名前を付けて保存]ウィンドウが表示されますので 、 [Frame selection ] 内の [All 
captured frames ] を選択後、適切なフオルタ'、ファイル名を指定します 0 



既定では、以下のフォルダが指定されています。 

C :¥ Users¥<User name >¥ Documents¥Network Monitor 3 ¥Captures 


7. [保存]をクリックする。 

手順6.で指定したフォルダにファイルが作成されます。 


Windows Server 2003 の場合 

ネットワークモニタを使用するためには、インストール後、システムの再起動を行う必要があ 
りますので、障害が発生する前にインストールしておくことをお勧めします。 

1. スタートメニューから[設定]をポイントし、[コント□ールパネル]をクリック 
する。 

[コントロールパネル]ダイアログボックスが表示されます。 

2. [プ□グラムの追加と削除]アイコンをダブルクリックする。 

[プログラムの追加と削除]ダイアログボックスが表示されます。 

3. [ Windows コンポーネントの追加と削除]をクリックする。 

[ Windows コンポーネントウィザード]ダイアログボックスが表示されます。 

4. コンポーネントの[管理とモニタツール]を選択し、[詳細]をクリックする。 

[管理とモニタツール]ダイアログボックスが表示されます。 

5. 管理とモニタツールのサブコンポーネントの[ネットワークモニタツール] 
チェックボックスをオンにして [0 K ] をクリックする。 

6. [ Windows コンポーネントウィザード]ダイア□グボックスに戻りますので、 
[次へ]をクリックする。 
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7. ディスクの挿入を求めるメッセージが表示された場合は、要求された CD - ROM を 
光ディスクドライブにセットして [0 K ] をクリックする。 



ディスクの挿入を求めるメッセージは “ Service Pack 1 CD - R 〇 M ラベルを付い 
た CD ” と表示されますが 、 Windows Server 2003 R 2 をご使用の場合は、 
“Windows Server 2003 R 2 DISCI ” を光ディスクドライブにセットしてくださ 

い0 


8. [ Windows コンポーネントウィザード]ダイア□グボックスの[完了]をクリッ 
クする。 

9. [プ□グラムの追加と削除]ダイア□グボックスの[閉じる]をクリックする。 

10. [コント□—ルパネル]ダイア□グボックスを閉じる。 

ネットワークモニタは、スタートメニューから[プログラム]—[管理ツール]を 
ポイントし、[ネットワークモニタ]をクリックすることにより、起動することがで 
きます。操作の説明については、オンラインヘルプを参照してください。 


システム情報のバックアッ 


システムのセットアップが終了した後、オフライン保守ユーティリティを使って、システム情 
報をバックアップすることをお勧めします。 

システム情報のバックアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設定を復旧（リス 
トア）できなくなります。次の手順に従ってバックアップをとってください。 

1. オプシヨンの Flash FDD または 、 USB FDD をお持ちの方は USB FDD を US 巳コ 
ネクタに接続する。 

2. 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を本体装置の光ディスクドライブにセットして、再 
起動する。 

EXPRESSBUILDER から起動して 「Boot selection 」 メニューが表示されます。 

3. [Tool menu(Normal mode )]-[ Japanese]-[Maintenance Utility ] を選択する。 

4. [システム情報の管理]から[退避]を選択する。 

以降は画面に表示されるメッセージに従って処理を進めてください。 


""〇 オフライン保守ユーティリティではフロッピーディスクを使用した説明が 
Itoi メッセージに表示されますが本製品はフロッピーディスクドライブを内蔵し 
ていません。 

オプションの Flash FDD を使用するか 、 USB FDD をお持ちの方は USB FDD 
を使用してください。 
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応用セットアップ 

システムの環境やインストールしようとするオペレーティングシステムによっては、特殊な手 
順でセットアツプしなければな6ない場合があります。 


シームレスセットアップ未対応の大容量記憶装置コント□—ラ 
を利用する場合 

最新の RAID コント□—ラなど、本装置に添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に対応していな 
い大容量記憶装置コント□ーラが接続されたシステムにおいて、〇 S の再インストールなどを 
する場合は、次の手順でセツトアップしてください。 



• BTO (工場組み込み出荷）により、〇 S 組み込み出荷された状態から 
セットアップを開始する場合には、本操作を行う必要はありません。 

• シー厶レスセットアップに対応しているボードの一覧については 
「 EXPRESSBUILDER がサポートしているオプションボード」 （18 ぺ一 
ジ） を参照してください。 


1. セットアップしようとする大容量記憶装置コント□ーラの説明書を準備する。 

^ 本書の内容と大容量記憶装置コントローラの説明書との内容が異なる場合は、 
Ifl ^ l 大容量記憶装置コント□ーラの説明書を優先してください。 


2. RAID コント□ーラの場合は、コント□ーラの説明書に従って RAID システムの設 
定を行う。 

RAID 設定の不要な大容量記憶装置コントローラの場合は、手順3へ進んでください。 

3. 「 EXPRESS 巳 UILDER 」 DVDfi 、 らシステムを起動させる。 

4. [ EXPRESSBUILDER にドライバを□ー ドする]を選択し、[次へ]をクリックする。 

「ドライバの口ード」画面で大容量記憶装置用〇 EM - Disk をセットして[実行する]を 
クリックする。 



このオプションを選択することで、 CD - R 〇 M またはフロッピーディスクで提供 
されているドライバを読み込ませて、シー厶レスセットアップを進めることが 
できます。 


5. 以下の設定でシームレスセットアップを実行する。 

- RAID の設定画面が表示された場合は、[論理ディスクの作成をスキップする] 
をチェックする 

- アプリケーシヨンの設定で[大容量記憶装置用〇 EM - Disk の適用]が[選択された 
アプリケーシヨン]に表示されていることを確認する 
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マニュアルセットアップ 

マニュアルセツトアップについて説明します。 


Windows Server 2008 R2 の場合 

オペレーティングシステムのインス I -ールは、シームレスセットアップを使用することをお勧 
めしていますが、特殊なインストールに対応する場合、マニュアルセットアップが必要になる 
ことがあります。マニュアルセットアップで Windows Server 2008 R 2 をインストールする 
方法については、 EXPRESSBUILDER に格納されているオンラインドキュメント 「Windows 
Server 2008 R 2 インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。 


Windows Server 2008 の場合 

オペレーティングシステムのインス I ルは、シームレスセットアップを使用することをお勧 
めしていますが、特殊なインストールに対応する場合、マニュアルセットアップが必要になる 
ことがあります。マニュアルセットアップで Windows Server 2008をインストールする方法 
については、 EXPRESSBUILDER に格納されているオンラインドキュメント 「Windows 
Server 2008インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。 


Windows Server 2003 x64 Editions の場合 

オペレーティングシステムのインストールは、マニュアルセットアップを使用します。 
マニュアルセットアップで Windows Server 2003 x 64 Editions をインストールする方法につ 
いては 、 rEXPRESSBUILDERJ DVD に格納されているオンラインドキュメント 「Windows 
Server 2003 R 2 x 64 Editions インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してくださ 
し、また、あらかじめ EXPRESSBUILDER から、 「 OEM - Disk 」 を作成しておいてください。 



〇 EM-Disk とは？ 

「マニュアルセットアップ」 では、 「Windows Server 2003x64EditionOEM- 
DiskforEXPRESSBUILDER 」 と P 乎ばれる 〇 EM-Disk が必、要です。 

作成方法については、 rEXPRESSBUILDERJ DVD に格納されているオンライ 
ンドキュメント 「 Windows Server 2003 R2 x64 Edition インストレーシヨンサ 
プリメントガイド」を参照してください。 
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Windows Server 2003 の場合 

本装置へのオペレーティングシステムのインストールは、シームレスセットアップを使用する 
ことをお勧めしていますが、特殊なインストールに対応する場合、マニュアルセットアップが 
必要になることがあります。 

シームレスセットアップを使わずに Windows Server 2003をインストールする方法について 
は、 EXPRESSBUILDER に格納されているオンラインドキュメント 「Windows Server 2003 
インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。また、あらかじめ 
EXPRESSBUILDER から 「 OEM - Disk 」 を作成しておいてください。 


〆 オプションボードを接続する場合は、オプションボードに添付の説明書も併せ 
て参照してください。 



〇 EM - Disk とは？ 

シー厶レスセットアップを使わずに再セットアップするときの手順 「マニュアル 
セットアップ」では 、 「Windows Server 2003〇 EM-Disk for EXPRESSBUILDER 」 
と呼ばれる OEM - Disk が必要です。 

rWindows Server 2003 OEM-Disk for EXPRESSBUILDER 」 には 、 Windows Server 
2003のインストールで必要となる RAID コントローラや SCSI コントローラのドラ 
イバなどが含まれています。 

作成方法については、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に格納されているオンライン 
ドキュメント 「Windows Server 2003インスト レーシヨ ンサプリメントガイド」 
を参照してください。 
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論理ドライブが複数存在する場合の再セツトアツプ手順 

再セツトアップをはじめる前に、万一の場合に備えて必ずデータのバックアップを行ってくだ 
さい。 


再セットアップ手順 

1. 本書および「インストレーシヨンサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアル 
セットアップを開始する。 

2. 次のメッセージが表示されたら、 0 S をセットアップしたいパーティシヨンを選択 
する。 

< Windows Server 2008 R 2 /Windows Server 2008の場合〉 


Windows のインストール場所を選択してください。 


< Windows Server 2003の場合〉 


次の一覧には、このコンピュータ上の既存のパーティションと未使用の 
領域が表示されています。 

上下の方向キーを使って、一覧からパーティションを選択してください。 


システムボリューム、またはブートポリュームのドライブ文字はセットアップ 
完了後は修正できません。この画面で正しいドライブ文字が割り当てられてい 
ることを確認してからセツトアツプを続行してください。 


3. 本書および「インストレーシヨンサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアル 
セツトアップを続行する。 

以上で完了です。 



セットアップ完了後、再セットアップ前とドライブ文字が異なる場合がありま 
す。ドライブ文字の修正が必要な場合は次項の「ドライブ文字の修正手順」に 
従ってドライブ文字を変更してください。 
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ドライブ文字の修正手順 

以下の手順では、システムボリューム、またはブートボリュームのドライブ文字は変更できま 
せん。ご注意ください。 

< Windows Server 2008 R 2 の場合〉 

1. スタートメニューから[コンピュータ]を右クリックし、[管理]を選択して[サーバー 
マネージャー]を起動する。 

2. 左側のウィンドウの中から、[記憶域]—[ディスクの管理]を選択する。 

3. ドライブ文字を変更したいボリュームを選択して右クリックし、[ドライブ文字と 
パスの変更]を選択する。 

4. [変更]をクリックする。 

5. [次のドライブ文字を割り当てる]をクリックし、割り当てたいドライブ文字を選択 
する。 

6. [0 K ] をクリックする。 

7. 以下の確認メッセージが表示されたら、[はい]をクリックする。 

ドライブ文字に依存する一部のプログラムが正しく動作しなくなる 
場合があります。続行しますが？ 

8. [サ_バーマネ_ジャ_ ] を終了する。 

以上で完了です。 

< Windows Server 2008の場合〉 

1 . スタートメニューから[コンピュータ]を右クリックし、[管理]を選択して[サーバマ 
ネージャ ] を起動する。 

2. 左側のウィンドウの中から、[記憶域]—[ディスクの管理]を選択する。 

3. ドライブ文字を変更したいボリュームを選択して右クリックし、[ドライブ文字と 
パスの変更]を選択する。 

4. [変更]をクリックする。 

5. [次のドライブ文字を割り当てる]をクリックし、割り当てたいドライブ文字を選択 
する。 

6. [0 K ] をクリックする。 

7. 以下の確認メッセージが表示されたら、[はい]をクリックする。 

ドライブ文字に依存する一部のプログラムが正しく動作しなくなる 
場合があります。続行しますが？ 


8. [サーバマネージャ ] を終了する。 

以上で完了です。 
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< Windows Server 2003の場合〉 

1. スタートメニューから[マイコンピュータ]を右クリックし、[管理]を選択して[コン 
ピュータの管理]を起動する。 

2. 左側のウィンドウの中から、[ディスクの管理]を選択する。 

3. ドライブ文字を変更したいボリュームを選択して右クリックし、[ドライブ文字と 
パスの変更]を選択する。 

4. [変更]をクリックする。 

5. [次のドライブ文字を割り当てる]をクリックし、割り当てたいドライブ文字を選択 
する。 

6. [ OK ] をクリックする。 

7. 以下の確認メッセージが表示されたら、[はい]をクリックする。 

ボリュームのドライブ文字を変更すると、プログラムが動作しないことが 
あります。このドライブ文字を変更しますか？ 


8. [コンピュータの管理]を終了する。 

以上で完了です。 
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Linux のセットアップ 


ハードウェアのセットアップ完了後、 Linux のインストールを行います。 

セットアップを始める前に一購入時の状態について一 

セットアップを始める前に次の点について確認してください。 

本装置のハードウェア構成(ハードディスクのパーティションサイズも含む)やハードディス 
クにインストールされているソフトウェアの構成は、購入時のお客様によるオーダーによって 
異なります。下図は、 BTO (工場組み込み出荷)を指定して購入された場合の、標準的な本装置 
のハードディスク構成について図解しています。 



Linux Recovery ノマーテイシヨン 
(約 5GB) (タイプ vfat) 

空きエリア 


Red Hat Enterprise Linux 5 Server、 
Red Hat Enterprise Linux AS 4 、 
または Red Hat Enterprise Linux ES 4 


ハードディスクドライブ 


Linux Recovery ； V ° —： r ィシヨンについて 

Linux Recovery パー ティシヨンには、インストールディスクの IS 〇 フォー マツトイメージ ファ 
イル等、 Linux のシームレスセットアップで必要となるモジュールが格納されます。 
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「シームレスセットアップ」とは、 Linux サービスセットを購入されたお客様向けに提供する 
Linux 簡易インストーラのことです 。 rEXPRESSBUILDERJ DVD を使用し、 RAID システムの 
構築や〇 S 、 各種アプリケーションのインストールに必要な情報を選択•入力すると、後は簡 
易的な操作でインストールできます。「シームレスセットアップ」では工場組み込み出荷状態 
に復元されますが、パーティションや root パスワードの設定の変更、およびインストールする 
アプリケーションを選択することができます。パッケージについてはインストール後、 「 pm コ 
マンド、またはパッケージマネージャで追加および削除が可能です。パーティション構成の変 
更などを行うために〇 S を再インストールする場合は、シームレスセットアップを使用してく 
ださい。煩雑なインストールをこの機能が代わって行います。 


シームレスセットアップを実施する前に、必ず必要なデータのバックアップを 
とってください。 



• シー厶レスセットアップでは、各〇 s 用にドライバディスクを作成する 
必要があります。別途ドライバディスク用に 1.44 MB フォーマット済み 
空きフロッピーディスク1枚、または 、 Flash FDD を1本ご用意くださし、。 

• シー厶レスセットアップでは、保存したパラメータファイルを使用した 
り、セットアップに必要なパラメータをパラメータファイルとしてフ 
ロッピーディスク(別途1 .44 MB フォーマット済み空きフロッピーディス 
クをお客様でご用意くださしヽ)に保存することができます。 

フロッピーディスクを使用する場合は、別途 USB フロッピーディスクド 
ライブをご用意ください。 


セットアップ前の確認事項について 

シームレスセツトアップを始める前に、ここで説明する注意事項について確認しておいてくだ 
さい。 


ディストリビューションについて 

シームレスセットアップでは、以下のディストリビューションに対応しています。 
購入されている Linux サービスセットのディストリビューションを選択できます。 

• Red Hat Enterprise Linux 5 Server ( x 86) 

• Red Hat Enterprise Linux 5 Server ( EM 64 T ) 

• Red Hat Enterprise Linux AS 4 ( x 86) 

• Red Hat Enterprise Linux AS 4 ( EM 64 T ) 

• Red Hat Enterprise Linux ES 4 ( x 86) 

• Red Hat Enterprise Linux ES 4 ( EM 64 T ) 
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BIOS の設定について 

Linux をインストールする前にハードウエアの BIOS 設定を確認してください。 

269ページの「システム BIOS ( SETUP ) のセットアップ」を参照して必要な設定を行ってく 
ださい。 


注意すべきハードウエア構成について 

• Linux システムをインストールしようとするハードディスクドライブのぼかに別のハード 
ディスクドライブを接続する場合は、 Linux をインストールした後に接続してください。 

• RAID コント□ーラ配下のハードディスクドライブに Linux をインストールする場合、論 
理ドライブを複数作成せず、1つだけ作成しインストールを行ってください。 

複数の論理ドライブを作成する場合は、インストール完了後に論理ドライブを追力□作成 
してください。 

• 本装置の購入後にオプシヨンの追加接続を行っている場合は、 BTO (工場組み込み出荷） 
時の状態に戻してインストールを実施してください。 

• Linux 〇 S が起動するハードディスクドライブおよび論理ドライブ （ V ”および “/ boot ” 
を配置するドライブ)に、2,097,152 MB (2 TB ) 以上の容量のハードディスクドライブを 
使用することはできません。 

• Linux をインストールするときにバックアップ装置などの周辺機器を接続したまま作業 
を行うと、インストールに失敗することがあります。 

その場合は、周辺機器を外してインストールを最初からやり直してください。 
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デフォルト起動カーネルの設定について 

Red Hat Enterprise Linux 5 Server の場合 

• x 86 版の場合、シームレスセットアップでは搭載メモリ容量にかかわらず PAE カーネル 

と非 PAE カーネルの両方をインストールします。デフォルト起動カーネルは搭載メモリ 
に応じて下記の通り設定されます。 

4 GB 以上の場合： PAE 力ーネル 

4 GB 未満の場合：非 PAE カーネル 


Red Hat Enterprise Linux 4 の場合 

• x 86 版の場合、シームレスセットアップでは搭載メモリ容量にかかわらず hugemem 力一 
ネルを追加インストールします。デフォルト起動カーネルは搭載メモリに応じて下記の 
通り設定されます。 

16 GB 超の場合： hugemem 力ーネル 

16 GB 以下の場合： smp 力ーネル 

^ 「Red Hat Enterprise Linux ES 4」は1 6GB を超えるメモリ容量をサボートし 

F ェックI ていません。 

シームレスセットアップ実施後に本体装置のメモリを増設してシステム全体の合計メモ 
リ容量が 16 GB を超えた場合、以下のコマンドを入力してデフォルト起動カーネルを 
hugemem 力ーネルに設定してください (Red Hat Enterprise Linux AS 4 のみ)。 

# grubby - set - default =/ boot / vmlinuz -2.6.9-89 .ELhugemem 

• EM 64 T 版の場合、本体装置のプ□セッサ ( CPU ) と smp 力ーネルの組み合わせによって 
は、 CPU が正常に認識されない可能性があるため、シームレスセットアップでは論理 
CPU 数にかかわらず largesmp 力ーネルを追加インストールします。 

デフォルト起動力ーネルは論理 CPU 数にかかわらず largesmp 力ーネルに設定されます。 
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セットアップの流れ 

シームレスセットアップの流れを図に示します。 



パラメータの□ー ド ( Step 2) 


□ー ドしない（フロッピーディスクまたは、 Flash FDD なしの場合も含む） 

ぐ 


0 S の選択 ( Step 3) 


次へ 

命 

RA 旧の設定 ( Step 4) 


I 


次へ 


Linux の詳細設定 ( Step 5~ Step 9) 


次へ 

ぐ 


次へ 

ぐ 


パラメータのセーブ ( Step 10) 


セーブしない（フ□ッピーディスクまたは、 Flash FDD なしの場合も含む） 

ぐ 


自動インストールの開始 （ Stepll ) 


Linux 用ドライパディスクの作成 




RA 旧システムのコンフィグレーション 1 


八ードディスクドライブからの 
インストール（既存の Linux 
Recovery ； V °_ テイシヨンを使用） 


八ードディスクドライブからの 
インストール (Linux Recovery 
パーテイシヨンを新規作成） 


CD / DVD からの 
インストール 




インス1ル用7 V ° —テイシヨンの作成'' 2 


み 

インス1-ールディスク1枚目のセツト 

.コピ-| 




インストールディスク2枚目以降の 
セツト•コピー 



V 


CD / DVD 、 フロッピーディスク / Flash FDD を取り出す 


再起動後、ドライパディスクのセツト•適用 

J 


み 

Linux のインストール"' 3 

1 


再起動後、インストール終了 



初期導入設定 


*1 RAID の設定 （ Step 4) で論理ドライブを設定した場合、このフェーズが 
実行されます。 

*2 -八ードディスクドライブからのインス I ルでは Linux Recovery 
パーティションを作成します（インストール後も残ります）。 

- CD / DVD からのインストールでは、作業用パーティションを作成 
します（インストール中に削除されます）。 

*3 Linux 標準インストーラによるインストールが進行します 0 

メッセージに従って、インストールディスクまたは 「 EXPRESSBUILDER 」 
DVD をセツトしたり、パーテイシヨンの手動設定を行ってください。 


J :入力や選択が必要な作業 
]： 自動的に作業が進む内容 
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セツトアップの手順 


Linux のインストールを行うには以下のインストール対象 0 S のインストールディスクが必要 
です。 

※「ハードディスクからのインストール」を選択し、既存の Linux Recovery パーティシヨンを 
使用してインストールする場合は、インストールディスクは不要です。 








Red 

Red 

Red 

Red 

Red 

Red 

Red 

Red 

Red 

Red 

Red 

Red 


Hat Enterprise 
Hat Enterprise 

Hat Enterprise 
Hat Enterprise 

Hat Enterprise 
Hat Enterprise 

Hat Enterprise 
Hat Enterprise 

Hat Enterprise 
Hat Enterprise 

Hat Enterprise 
Hat Enterprise 


Linux 5.4 Server ( x 86) Install Disc 1 〜5、または 
Linux 5.4 Server ( x 86) Install DVD 

Linux 5.4 Server ( EM 64 丁 ） Install Disc 1 〜6、または 
Linux 5.4 Server ( EM 64 T ) Install DVD 

Linux AS 4.8 ( x 86) Install Disc 1 〜5、または 
Linux AS 4.8 ( x 86) Install DVD 

Linux AS 4.8 ( EM 64 T ) Install Disc 1 〜5、または 
Linux AS 4.8 ( EM 64 T ) Install DVD 

Linux ES 4.8 ( x 86) Install Disc 1 〜5、または 
Linux ES 4.8 ( x 86) Install DVD 

Linux ES 4.8 ( EM 64 T ) Install Disc 1 〜5、または 
Linux ES 4.8 ( EM 64 T ) Install DVD 



• 必要に応じインストールディスクを作成してください。インストール 
ディスクの作成方法は、 「 EXPRESSBUILDER」DVD に格納されている 
オンラインドキユメントの「 Red Hat Enterprise Linux 5 Server インスト 
レーシヨ ンサプリメントガイド」または 「Red Hat Enterprise Linux 4 イ 
ンスト レー シヨンサプリメントガイド」を参照してください。 

• 上記マイナーリリースのインストールディスクに対応した 「 Linux メ 
ディアキット」を購入されたお客様は、インストールディスクを作成す 
る必要はありません。 


以下に、シームレスセットアップの手順を説明します。 

1. 周辺装置、本装置の順に電源を ON にする。 

2. 本装置の光ディスクドライブに 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD をセットする。 

3. DVD をセットしたら、リセットする (< Ctrl >+ く Alt >+< Delete > キーを押す)か、電 
源を OFF / ON して本装置を再起動する。 

光ディスクドライブから EXPRESSBUILDER が起動します。 

以下のメニューが表示されたら 、 「Os installation *** default ***」を選択してくだ 
さい。 

ここで選択しない場合は、自動的に手順4の画面に進みます。 
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4. 表示言語の選択画面が表示されたら、「日本語」を選択し [0 K ] をクリックする。 


XJ 


EXPRESSBUILDER で使用する言 B を選択してください。 


Select a language to use for the EXPRESSBUILDER. 


^日本語 

r English 

r Franqais 

r Italiano 

r Deutsch 

r Espanol 


5. Windows PE のソフトウェア使用許諾画面が表示されたら、「はい」をクリックす 
る 0 


I 淡謂黯■經 1 器 fl 獄 


浙して契約に同意してください0 


WINDOWS® PREINSTALLATION ENVIRONMENT 使用許諾契約窖 


MICROSOFT® WINDOWS® PREINSTALLATION 

重要 以下の条件を注意してお読み下さい. 


、本契約著といいます）は、お客様と上記に示されたマイ 


イク □ 
コンビ 
(以 

くださ 


_ _ __ ... れたマニュアルが含まれます。本ソ_ _ _ _ 

提供されるソフトウ x アについて、別途使用許諾契約害が添付されている埸合には、 
添付されている使用許諾契約春が適用されます。 


物... 

:b\Z 

別途 


た場合には、お客様は本契約軎の条件に同意したものと見なします。お客様が本契約春の 
条件に同意しない場合には、本ソフトウ x ァを使用または複製することができません。そ 
の場合、お客様は本製造者に遑絡をとり*^^ ~ -- 


とり製品の返却手続きをお取り下さい。 


6. 「シームレスセツトアップを実行する」を選択し、[次へ]をクリックする。 


NEC 

Step |J 迄 -」 _♦ 


EXPRESSBUILDER 


メューを逛折して、 r> 欠へ」ボンを押してくだ au 

■ RAO« 葵や os« インストールする埸合は、「シームレスせットアップを実行'! 
■ 作菜を終了する垠合は、 「EXPRESSSUHDER を終了する」を還折してください。 


^シームレスセットアツゴを実行する 


， Linu^ ドライパディスクを作成する 

^ Linux Itocmwy バーティシ3ンを作成する (Linux サービス fe ット用 > 
一 RAO© コンフィヴレーンョン情報杜づ /Q -ドする 
， EXPRESSOJUDOd こドライバをロードする 


厂 EXra£SS8«U)€R$ 終了する 


次へ 





















144 Linux のセツトアップ 


7. パラメータを□ー ドす る。 

[パラメータの□ー ド]画面が表示されます。 

パラメータを□ー ドする場合は「パラメータをロードする」を選択し、パラメータ 
の入ったフロッピーディスクをセットしてパラメータファイルのパスを入力してく 
ださい。パラメータの□—ド後、[次へ]をクリックしてください。 

パラメータを□ー ドしない場合やフロッピーディスクドライブが接続されていない 
場合は、「パラメータを口ードしない」を選択して、[次へ]をクリックしてください。 


__ EXPRESSBUILDER 

step i^ r ㈣ 

>《ラメータをロー ド Uil 、塌合は、 D 、♦ラメータをロー ドしな L 1」を S 折してくださ U 


夜バラメー卸ート "Ui い 
广バラメ-鄉3ィする： 


•る© ©次へ<©スキ-ノ:/« 

Venice 5.1(H)17.01(017) 


Linux サービスセット用のパラメータは、「スキップする」機能には対応して 
■チェック 1 いません。 

8. インス I -ールする 0 S を選択する。 

「 Linux をインストールする ( Linux サービスセット用)」を選択し、[次へ]をクリック 
してください。 

9. RAID の設定をする。 

[ RAID の設定]画面が表示されます。設定内容を確認し、修正が必要な場合は「次の 
設定で論理ドライブを作成する」を選択し、パラメータを設定してから、[次へ]を 
クリックしてください。 

RAID コント□ーラを使用していない場合や、既存の論理ドライブをそのまま使用す 
る場合は、「論理ドライブの作成をスキップする」を選択し、[次へ]をクリックして 
ください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


Step ^ H 酽 

谰合、および、すでに作艇れて〗る論理ドライブを使用する埸合は、スキップ起 M 折し、次へ制てさ 



興る© 


^^TOP へ デフォルトへ H す 
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• 既存の Linux Recovery ； (—テイシヨンを使用して Linux をノ V — ドデイ 
スクからインストールする場合は、必ず「論理ドライブの作成をスキッ 
プする」を選択してください。 

• 「次の設定で論理ドライブを作成する」を選択すると、既存の Linux 
Recovery パーテイシヨンは削除され、ハードディスクインス I -ールが 
できな < なります。 


10. ディストリビューションを指定する。 

[ディストリビューションの指定]画面が表示されます。インストールするディスト 
リビューションをリストから選択してください。 

「Red Hat Enterprise Linux 5 Server 」 を選択すると、インストール番号の入力 
フォームが表示されますので 、 「Red Hat Enterprise Linux 5」のインストール番号 
を入力してください。 

インス I -ール番号の入力を省略した場合、サブスクリプシヨンに含まれている全 
パッケージグループにアクセスできない場合があります。 



r Red Hat Enterprise Linux 5 Server 」 のインストール番号の詳細については、 
「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に格納されているオンラインドキュメントの 「Red 
Hat Enterprise Linux 5 Server インストレーシヨンサプリメントガイド」を参 
照してください。 


次に、シームレスセットアップ • インストールキーを入力してください。 
シームレスセットアップ • インストールキーは、 Linux サービスセットに同梱されて 
いる「はじめにお読みください」に記載されています。シームレスセットアップ • 
インス I -ールキーの入力後、[次へ]をクリックしてください。 


EXPRESSBUILDER 



«ep ㈣ 。爾鼴の 


インストールするディストリビューン a ンとシームレスセットアップ•インストールキーを指定します。 

シームレスせットアップ_インストールキーは、 Linux サービス 12 ット I di] 梱され TU る「 I S じめ I こお読みください JI こ記載され法す。 
置要： Red 姐 Eiwise Lirw ^ インストールする塌合は、サブスクリプシ3ンのご契約^必要です。 



インストールするデイスト IJ ビューシ a ン :| Red Hal Enterprise Linux _ _5 Seiver 6t8© Hi 


-インスト ー JU # 号の入力- 

3択されたディストリビユ'-シ a ンでは、インストール*号(1«桁半角英数字洚入力 T る必要があります* 



Linux サービス セツ トに ついて 

「 Linux サービスセツト」は、 Linux (ディストリビューション)とサポートサービスな 
どを組み合わせ、エンタープライズ システムで Linux をより安心してお使いいただけ 
るようにする製品です。 

システムの運用性 • 信頼性向上とシステム管理者の負荷軽減の実現のために、下記 
の各種機能やサービスを提供しています。 

- 設定時や障害時の問題解決を支援するサポートサービス 

- 導入時の作業時間を大幅に削減する BT 〇インストール出荷 

- 出荷対象の全ての 0 S • サーバモデルで実機での動作評価を実施し、安心して 
運用していただける環境を提供 
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- 製品出荷後に公開された新しいカーネルについても評価情報 • アップデート 
手順を提供 

-障害の発生や予兆を早期に発見可能なサーバ稼動監視ツールを提供 
「 Linux サービスセット」の詳細については、以下の Web サイトをご覧ください。 

http :// www . nec . co . jp / linux / linux - os / 

11. インス I -ール方法を選択する。 

[インストール方法の選択]画面が表示されます。「ハードディスクからのインストー 
ル」または 「 CD / DVD からのインストール」を選択し、[次へ]をクリックしてくだ 
さい。 

12. パーティション • パッケージを設定する。 

[パーティション • パッケージの設定]画面が表示されます。パーティションの設定 
は、 「 BT 0 (工場組み込み出荷)時パターン1〜3丄「手動で設定する」から選択してく 
ださい。 

swap パーティションのサイズを変更する場合は、「搭載メモリから算出する」、 「 BT 〇 
時の設定にする」、「サイズを指定する」から選択してください。 

設定完了後、[次へ]をクリックしてください。 

パッケージの選択は BT 0 (工場組み込み出荷)時の構成と同様になります。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


^ep _1" 箱 部 .P 勒 

i トティシ3ンを設定します。 

「手肋で設定する」を进折した埸合、シームレスセツトアップ閡始後、標準インストーラでこ!链する必要があります。 
なお、デフォルトで表示されて L トティションのサイズは、インストレ'-シ3ンサゴリメントガイドに記栽されている 

® 出式の結果です。システムの負荷や目的、ディスク容量との，、"ランスなサィズ技更してくだ执、。 

シ a ンの設定—— 
to (工場組み込< 


| bto (工場組み込み出荷)時パターン 1 こ] 




町〇8寺の梅成〈バッケー: 


霣る ◎ ◎次へ 
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パッケージの選択画面で「こちら」をクリックすると、 BTO (工場組み込み出 
荷)時のパッケージー覧が表示されます。 

BT 〇(工場組み込み出荷)時のパーティション設定およびパッケージグループの 
詳細については、 「 EXPRESSBUILDER」DVD に格納されているオンラインド 
キ ユメントの「 Red Hat Enterprise Linux5 Server インスト レーシヨ ン サプリ 
メントガイド」または「 Red Hat Enterprise Linux 4 インスト レーシヨ ン サプリ 
メントガイド」を参照してください。 



13. その他のインストール設定をする。 


[その他のインス I -ール設定]画面が表示されます。 root パスワードを入力してくだ 
さい。 

「〇〇 t パスワードは、6文字以上127文字以下で設定します。 root パスワードを入力後、 
[次へ]をクリックしてください。 

14. アプリケーションの設定をする。 

[追加アプリケーションの指定]画面が表示されます。必要なアプリケーションを選 
択し、[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


ハ-ティシヨン その他の | 瞧 追加 7T リパラメータ 国 自動イン 

ste P ^ ||,| "»|の狗"》1路1 

インストールするアプリケーン9ンを通折します。 

注*: Uni 舶 al RAC Utility は必ずチエッ九て ( MB ' ンステム構成の埸合のみインストール汾ぼす〉。 


W Linujf 反 ESMPRO/SenwAsem 



Vereion 5.1(H)17.01(017) 


胃"〇 Universal RAID Utility は必ず選択してください （ RAID システム構成の場合 
のみインストールされます）。 



マウスポインタをアプリケーシヨン名に移動させると、アプリケーシヨンの説 
明が表示されます。 
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15. パラメータをセーブす る。 

[パラメータのセーブ]画面が表示されます。パラメータをセーブする場合は「パラ 
メータをセーブする」を選択し、 1.44 MB フォー マッ ト済みのフロッピーディスクを 
セットした後、ファイル名をボックスへ入力し、[次へ]をクリックしてください。 
パラメータをセーブしない場合は「パラメータをセーブしない」を選択し、[次へ] 
をクリックしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


^ep 鼷酽 ， ㈣ 

伽和 7 ㈣ して、 ㈣ ~嫩づ_する」挪 
> 、♦ラメ-幻 r ィル杜ーブし組谰合は、。、♦ラ—夕をセープ咖、邏択じい0 
- RAM ドライブ、 Windows RE； 卜亍イシ3ン、およびシステムドラ<プIこケイルを保存すること J ■想ません0 


パラメ—姆 tZ づする_ 


~ # BS | 


•る© ©次へ 


16. 自動インス I ルの開始画面で[実行する]をクリックする。 

インストールに必要なインストールディスクを準備し、[実行する]をクリックして 
ください。 


EXPRESSBUILDER 

，■十 1..H ノ その他の 追加ァフリ ハラメータ ["(■ 自動イン1 

ste p w pa*J 

論離:す®僚5&龄。 



心スト41^11行する 

► FAt^ ■ーマット;袖 
► インストールディスて 

Itod Hat EmwpriN t 

または 

(tod Hat EntwpriM 

Red Hat Entwpriie 

には、以下のメディアが必要です。 

k リム H けルメディア (UlM 用ドライノ ;ディスク〉 

-inux 5,4 Surm 〇06) InaaA DVD 

inuxM S«>v«r (x86) tneal Disc 1 
inux Su4 S*nar (x86) IrwUI Ditc 2 
inux 5.4 Swvar (x86) Instal Oise 3 

Jnux SA Sarwr (x86) bwal Diic 4 
inux 5,4 Sotvar (x86) kistal Disc 5 


興る ( 


◎実和 



インストールする〇 S もしくはインストール方法によって、表不される画面の 
内容は異なります。 


[実行する]をクリックした後、【重要なお知らせ】のメッセージボックスが表 
示された場合、表示される内容に従ってシームレスセットアップ完了後に対処 
を行ってください。 

八ードディスクのデータを削除してよいか、確認のメッセージが表示されま 
す0 

セットアップを続行する場合は [0K] をクリックしてください。 

データの保存が必要な場合は[キャンセル]をクリックして、セットアップを中 
断してください。その後、再起動し、必要なデータを保存してください。 
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17. Linux 用ドライバディスクを作成する 0 

手順9で RAID を設定した場合は、 [ RAID の構築]画面が表示されます。 RAID の構築 
が完了後、 [ Linux 〇 S インストールの準備]画面に移り、 Linux 用ドライバディスクの 
作成を促すメッセージが表示されます。 




2 SJ 


e 


インスト ーノレに1才、 Urxu 用ドライノ V ディスクが必要です。 
Lirwxffl ドライ)《ディスクを作成するには「は L 1」ボタンを押 
してください。 

既 I こ Lim * 拥ドライノ厅ィスクを作成;'斉みの埸合15「いい 
え」ボタンを押じ C ください。 



Linux 用ドライバディスクを作成する場合は、[はい]をクリックしてください。 

Linux 用ドライバディスクを作成済みの場合は、[いいえ]をクリックして、手順18に 
進んでください。 


m 


xj 


e 


w ( x 86) 用ドライ; 1 [ディスク 

C 5.1( H )17 )J を作成します。 

リム H けルメディアを tZ ットしてください。 


キャンセル| 


フロッピーディスクを要求するメッセージが表示されます。 1.44 MB フォーマット 
済みの空きフロッピーディスクまたは 、 Flash FDD をセットして、[〇 K ] をクリック 
してください。 

Linux 用ドライバディスクが作成されます。 



画面に表示されたタイトルを フロ ッピーディスクのラベルへ書き込んでおく 
と、後々の管理が容易です。 


18.メッセージに従い Linux のインス I ル準備を進める。 

「八ードディスクからのインストール」を選択した場合 

ハードディスク上の既存の Linux Recovery パーティシヨンからインストールする 
場合は、手順20に進みます。 

ハードディスク上に、インストールするディストリビューシヨンに対応した Linux 
Recovery パーティシヨンが存在しない場合は 、 Linux Recovery パーティシヨンを 
新規に作成するために手順19に進みます。 

「 CD / DVD からのインス!-ール」を選択した場合 

手順19に進みます。 
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19. メッセージに従って Linux のインストールディスクをセットする。 

Linux のインストールディスク1枚目を要求するメッセージが表示されます。 

「八ードディスクからのインストール」を選択した場合 

インストールするディストリビューシヨンの1枚目のインストールディスクをセッ 
卜し、[〇 K ] をクリックしてください。 

メッセージに従って、2枚目以降のインストールディスクを入れ替えてください。 
Linux Recovery パーテイシヨンが作成されます。 


「 CD / DVD からのインス!-ール」を選択した場合 

インストールするディストリビューシヨンの1枚目のインストールディスクをセッ 
卜し、[〇 K ] をクリックしてください。 

インストールディスク1枚目からファイルのコピーが行われます。 


\SM 




1枚目のインスト-ルディスク 

O R«J Hat Enterprise Linux 5.4 Server 
または 

Re<l Hat Enterprise Linux 5.4 Server ( x 86) 
を CM > VD ドライブに挿入してください 0 


Instal DVD 
Instal Disc 1 


キャンセル d 


K ? 
^ 
111 

0 

請 r 


ISCI8CISCI8CI8C 

D D D D D 
11 = 1 
.-. v .:;;:-. v :: ゴ 

11 m 

5.45.45.45.45.4 

-III 

31 Ise s! Iselse 


5 ,s 

1 JJlHatHatlHat 

rr lted 33 RedRfld 


e 


0 
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20. メッセージに従って、ドライブからディストリビューションのインス!-ールディス 
ク、 「 EXPRESS 巳 UILDEFUDVD 、 フロッピーディスクまたは 、 Flash FDD をす 
ベて取り出し、 [0 K ] をクリックする。 

isl 


〇 觀からームり■イ清胤てく 


再起動を促すメッセージが表示されますので、[再起動]をクリックしてください。 

21. ドライバディスクを挿入する。 

「八ードディスクインストール」を選択した場合 

再起動後、ドライバディスクの挿入を要求するメッセージが表示されます。ドライ 
パディスクとして作成したフロッピーディスクまたは、 Flash FDD を装置にセット 
し、 [ENTER] を押してください。 



「 CD / DVD からのインストール」を選択した場合 

再起動後、 Linux のインス!ルディスク1枚目を要求するメッセージと、ドライバ 
ディスクの挿入を要求するメッセージが表示されます。 

インスIルするディストリビューシヨンの1枚目のインスIルディスクと、ドラ 
イバディスクとして作成したフロッピーディスクまたは、 Flash FDD を装置にセッ 
卜し、 [ENTER] を押してください。 



















152 Linux のセツトアップ 


戴〆/ ドライバディスクはここで確実にセツトしてください。 

II エック] 以降の手順でセツトした場合、ドライバディスクのデバイスを正しく認識でき 
ない場合があります。 

22. ドライバディスクの有無を確認する。 

ドライバディスクの有無を確認するメッセージ ( n Do you have a driver disk ? 11 ) が表 
示されます。 

[ YES ] を押してください。 



23. ドライバディスクの読み込み先を指定する。 

ドライバディスクの読み込み先 (Driver Disk Source ) を指定するメッセージ〇丫⑷ 
have multiple devices .. 11 ) が表示された場合は、 n sda n を選択し、 [ OK ] を押してくださ 
い0 


24. ドライバディスクの挿入を確認する。 


ドライバディスクを要求するメッセージ ("Insert your driver into ..") が表示されま 
す。ドライバディスクが装置にセツトされていることを確認し、 [0 K ] を押してくだ 
さい。 


もし、パーティション選択を指定するメッセージ 
g エック I ("There are multiple partitions..") が表示された場合は、ドライバディスクイ 
メージが格納されたパーティション（通常、 Vdev/sdal") を選択し、ドライバ 
ディスクイメージの選択画面 11 dd.img" を指定してください。 


25. 他のドライバディスクの有無を選択する。 

他のドライバディスクの有無を確認するメッセージ ( n Doyou wish to load .. n ) が表示 
されます。 

[ No ] を押してください。 
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26. メッセージに従い、 Linux のインストールを進める0 

Linux のインストールが開始されます。 

「八ードディスクからのインストール」を選択した場合 

そのままインス I '''ールが進行します。手順28に進みます。 

「CD/DVD からのインス！ル」を選択した場合 

手順27に進みます。 



手順12のパーティションの設定で「手動で設定する」を選択した場合は、イン 
ストールの途中、パーティション設定画面が表示されますので、必要に応じ設 
定してくださし、。なお、「ハードディスクからのインストール」を選択してパー 
ティ ショ ンを手動で設定する場合、パーティション設定画面に Linux Recovery 
パーティション（約 5GB) (タイプ vfat) が見えていますが、削除しないでくださ 

い0 

手動パーティシ ョン設定については、 「 EXPRESSBUILDER」DVD に格納され 
ているオンラインドキュメントの「 Red Hat Enterprise Linux 5 Server インス 
トレーシヨ ンサプリメントガイド」または「 Red Hat Enterprise Linux 4 インス 
ト レー ションサプリメントガイド」を参照してください。 


27. メッセージに従いディスクを挿入する。 

メッセージに従って、2枚目以降のインストールディスクを入れ替えてください。 

インストールの終了後、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を要求するメッセージ ("Please 
insert EXPRESSBUILDER Ver . 5. xx - xxx.xx disc 11 、 "Press ENTER to continue . 11 ) が 
表示されますので、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD をセットし、 ENTER ] を押してく 
ださい。 

28. 再起動する。 

アプリケーシヨンのインストール終了後、ディストリビューシヨンの完了画面が表 
示されますので、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を(セットしている場合のみ)を取り出 
し、[再起動]を押してください。 

29. Linux の初期設定を行う0 

再起動後、 Linux サービスセットに添付される「初期設定および関連情報について」 
を参照し、必要に応じて設定を行ラ。 

以上で、シームレスセットアップは完了です。 
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Linux サービスセットを購入された場合は、 Linux が未インストールの状態から「シームレス 
セットアップ」を使用することができます。パッケージの変更などを行うために BT 〇(工場組 
み込み出荷)時と異なる設定で再セットアップを行う場合は、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に格 
納されているオンラインドキュメントの 「Red Hat Enterprise Linux 5 Server インストレー 
シヨンサプリメントガイド」または 「Red Hat Enterprise Linux 4 インストレーシヨンサプリ 
メントガイド」を参照し、「マニュアルセットアップ」を行ってください。 




